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● 広報うんぜん
令和  3年5月 2

　
今
後
も
、
雲
仙
市
の
未
来
が
確
か

な
発
展
を
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
全
力
を
傾
注
し
、
ま
い
進
し
て
い

く
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
議
員
並

び
に
市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

■
令
和
３
年
度
の
主
な
取
り
組
み

※

「
第
２
次
雲
仙
市
総
合
計
画
」
の

基
本
方
針
に
沿
っ
て
説
明
し
ま
す
。

【
出
会
い
・
結
婚
・
移
住
・
定
住
】

　
出
会
い
・
結
婚
の
支
援
に
つ
い
て

は
、「
雲
仙
市
　
新・子
育
て
応
援
パ
ッ

ケ
ー
ジ
」の
各
事
業
を
推
進
し
、特
に
、

年
齢
等
に
よ
り
結
婚
奨
励
金
の
対
象

外
と
な
っ
た
ご
夫
婦
が
出
産
さ
れ
た

場
合
に
も
奨
励
金
を
交
付
す
る
よ
う

拡
充
し
ま
す
。

　
移
住
・
定
住
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
移
住
・

定
住
に
特
化
し
た
ペ
ー
ジ
を
作
成
、

な
が
さ
き
移
住
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

と
連
携
を
図
り
、
本
市
の
魅
力
を
発

信
し
ま
す
。

　
関
係
人
口
の
創
出
に
つ
い
て
は
、

本
市
へ
の
移
住
・
定
住
を
促
進
す
る

た
め
、
都
市
部
の
方
々
を
対
象
と
し

た
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
等
に
取
り
組
み
、

市
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

【
子
育
て
支
援
】

　
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

事
業
で
母
子
保
健
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

■
３
期
目
の
市
政
運
営（
所
信
）に
つ
い
て

　
市
長
就
任
後
か
ら
、
本
市
の
重
要

課
題
で
あ
る
人
口
減
少
問
題
の
克
服
、

地
域
経
済
の
発
展
な
ど
の
本
市
地
方

創
生
の
確
立
に
向
け
た
取
り
組
み
に

努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
特
に
、
２
期
目
か
ら
は
、
子
育
て

世
代
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
る

「
雲
仙
市
　
新
・
子
育
て
応
援
パ
ッ

ケ
ー
ジ
」
の
構
築
や
農
業
分
野
に
お

け
る
大
型
農
地
整
備
の
推
進
、
企
業

誘
致
に
向
け
た
環
境
整
備
、「
雲
仙
市

観
光
戦
略
」
の
策
定
や
推
進
な
ど
、

各
分
野
に
お
い
て
着
実
な
推
進
に
努

め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
な
ど
、
従
来

の
課
題
に
加
え
、
雲
仙
市
の
未
来
を

創
る
た
め
の
新
た
な
課
題
が
見
え
て

き
た
こ
と
か
ら
立
候
補
を
決
意
し
、

無
投
票
に
て
当
選
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
改
め
て
、「
市
民
皆
様
の
お
声
に
真

摯
に
耳
を
傾
け
、
経
営
感
覚
を
持
っ

て
市
政
運
営
に
取
り
組
む
こ
と
」
を

信
念
と
し
、
雲
仙
市
の
価
値
を
最
大

限
に
高
め
ら
れ
る
よ
う
、
職
務
を
務

め
さ
せ
て
い
た
だ
く
所
存
で
す
。

　
雲
仙
市
が
更
に
飛
躍
す
る
た
め
に

は
、
こ
れ
ま
で
の
歩
み
を
止
め
る
こ

と
な
く
市
民
の
視
点
・
立
ち
位
置
で

の
市
政
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
最

小
限
の
行
政
コ
ス
ト
で
最
大
限
の
行

政
サ
ー
ビ
ス
を
基
本
と
し
、
前
例
に

と
ら
わ
れ
ず
新
た
な
政
策
に
も
挑
ん

で
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
私
は
、
２
期
８
年
で
実
感
し
た
成

果
と
課
題
を
踏
ま
え
、「
継
続
」と「
改

革
」
を
テ
ー
マ
に
掲
げ
、
次
の
７
つ

の
項
目
を
中
心
に
市
政
運
営
に
取
り

組
み
ま
す
。

【
３
期
目
の
取
り
組
み
項
目
】

①
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

対
策

②
市
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
防
災

対
策

③
暮
ら
し
と
経
済
の
基
盤
と
な
る
　

道
路
整
備
の
実
現

④
農
林
水
産
業
の
　
稼
ぐ
力
　
の

　
強
化

⑤
観
光
の
再
生
と
移
住
対
策
の
加
速

⑥
安
心
し
た
子
育
て
環
境
の
実
現

⑦
新
産
業
と
ま
ち
づ
く
り

タ
ー
に
よ
る
妊
婦
を
対
象
と
し
た
個

別
面
談
を
行
い
、
安
心
し
て
出
産
・

育
児
が
行
え
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。

　
ま
た
、
産
婦
健
診
事
業
、
子
育
て

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
業
、
地
域
子

育
て
支
援
拠
点
事
業
、
利
用
者
支
援

事
業
や
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業

を
継
続
し
ま
す
。

　
妊
娠
・
子
育
て
に
関
す
る
経
済
的

負
担
の
軽
減
に
つ
い
て
は
、
育
児
用

品
購
入
助
成
事
業
、
保
育
園
等
副
食

費
助
成
事
業
実
施
の
ほ
か
、
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
費
用
の
一
部
助

成
や
、
新
生
児
聴
覚
検
査
の
費
用
の

助
成
額
を
増
額
し
ま
す
。

　
特
定
不
妊
治
療
の
一
部
助
成
に
つ

い
て
は
、
国
の
制
度
改
正
に
伴
い
、

助
成
回
数
を
拡
充
し
、
助
成
対
象
者

に
事
実
婚
の
カ
ッ
プ
ル
を
加
え
る
こ

と
で
、
よ
り
広
く
支
援
し
ま
す
。

　
障
害
児
保
育
事
業
、
延
長
保
育
事

業
、
病
児
保
育
事
業
等
を
継
続
し
、

仕
事
と
子
育
て
を
両
立
で
き
る
環
境

づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

【
地
域
福
祉
・
高
齢
者
福
祉
】

　
地
域
福
祉
に
つ
い
て
は
、「
第
３
期

雲
仙
市
地
域
福
祉
計
画
」
に
基
づ
き
、

協
働
に
よ
る
地
域
に
根
ざ
し
た
支
え

合
い
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　
認
知
症
高
齢
者
等
に
対
す
る
個
人

賠
償
責
任
保
険
事
業
に
よ
り
、
認
知

症
の
方
と
そ
の
家
族
が
地
域
で
安
心

し
て
生
活
す
る
こ
と
が
で
き
る
環
境

整
備
に
努
め
ま
す
。

　
介
護
予
防
に
つ
い
て
は
、
保
健
事

業
と
介
護
予
防
の
一
体
的
な
実
施
に

取
り
組
み
、
成
年
後
見
制
度
利
用
支

援
事
業
に
つ
い
て
は
、
広
報
、
相
談

な
ど
の
機
能
を
強
化
し
ま
す
。

【
障
が
い
者
福
祉
】

　「
第
４
期
雲
仙
市
障
害
者
計
画
」
に

基
づ
き
、
相
談
支
援
体
制
の
充
実
・

強
化
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
日
常

生
活
の
支
援
に
つ
い
て
は
、
特
別
支

援
学
校
へ
の
通
学
支
援
の
拡
充
を
図

る
と
と
も
に
、
障
が
い
児
者
の
重
度

化
、
高
齢
化
や
「
親
亡
き
後
」
を
見

据
え
、
地
域
全
体
で
支
え
る
支
援
体

制
の
強
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

【
健
康
・
医
療
体
制
】

　
健
診
等
受
診
率
の
向
上
に
つ
い
て

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
を
講
じ
な
が
ら
、
受
診
勧
奨
や

健
診
の
周
知
、
個
別
の
保
健
指
導
や

健
康
教
室
を
実
施
し
、
生
活
習
慣
病

の
予
防
と
新
た
に
「
閉
塞
性
動
脈
硬

化
症
検
査
」
を
取
り
入
れ
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

つ
い
て
は
、
必
要
な
対
策
を
講
じ
る

と
と
も
に
、
ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接
種

に
つ
い
て
は
、
南
高
医
師
会
や
関
係

機
関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
接
種
体

制
を
整
備
し
、
接
種
時
期
や
接
種
方

法
な
ど
を
適
切
に
周
知
し
ま
す
。

　
市
民
主
体
の
健
康
づ
く
り
と
生
活

習
慣
病
予
防
の
た
め
、
食
に
関
す
る

正
し
い
知
識
の
普
及
啓
発
や
食
生
活

改
善
推
進
員
の
活
動
支
援
・
養
成
に

取
り
組
む
と
と
も
に
、
職
員
が
講
師

と
な
る
出
前
講
座「
キ
ラ
ッ
と
健
康
！

応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
引
き
続
き

取
り
組
み
ま
す
。

　
こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て

は
、「
雲
仙
市
自
殺
対
策
計
画
」
に
基

は
、
県
営
農
地
整
備
事
業
地
６
地
区

の
ほ
か
、
令
和
３
年
度
か
ら
新
規
採

択
の
吾
妻
町
横
田
地
区
の
事
業
推
進

と
南
串
山
町
荒
牧
尾
登
地
区
の
事
業

化
推
進
を
図
り
ま
す
。

　
小
規
模
団
地
の
農
地
整
備
に
つ
い

て
は
、
農
地
中
間
管
理
機
構
関
連
農

地
整
備
事
業
等
に
よ
り
、
事
業
推
進

組
織
５
地
区
の
事
業
化
を
進
め
ま
す
。

　
優
良
農
地
の
確
保
対
策
に
つ
い
て

は
、
農
地
中
間
管
理
機
構
を
介
し
た

担
い
手
へ
の
農
地
の
利
用
集
積
を
促

進
し
ま
す
。

　
人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
実
質
化
に
よ

り
農
地
利
用
の
最
適
化
を
推
進
し
、

耕
作
放
棄
地
の
実
態
把
握
や
違
反
転

用
の
早
期
発
見
・
防
止
を
目
的
と
し

た
農
業
委
員
会
の
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル

の
結
果
等
を
踏
ま
え
、
農
地
の
荒
廃

化
等
の
抑
制
や
有
利
な
基
盤
整
備
の

推
進
に
努
め
ま
す
。

　
令
和
３
年
度
か
ら
農
地
賃
借
の
下

限
面
積
を
引
き
下
げ
る
こ
と
に
よ
り
、

新
た
な
担
い
手
確
保
に
努
め
、「
農
地

情
報
バ
ン
ク
制
度
」
を
創
設
し
、
耕

作
放
棄
地
発
生
防
止
に
努
め
ま
す
。

　
ま
た
、「
雲
仙
市
空
き
家
バ
ン
ク
」

と
連
携
し
た
「
農
地
付
き
空
き
家
」

登
録
の
推
進
を
図
り
、
移
住
希
望
者

の
定
住
促
進
に
繋
げ
ま
す
。

　
有
害
鳥
獣
被
害
防
止
に
つ
い
て
は
、

鳥
害
対
策
事
業
の
活
用
に
よ
り
、
農

作
物
被
害
の
低
減
を
図
り
ま
す
。

　
中
山
間
地
域
の
農
業
生
産
活
動
の

維
持
・
発
展
や
地
域
の
活
性
化
等
の

推
進
に
努
め
、
農
産
物
の
品
質
向
上

に
つ
い
て
は
、
環
境
に
配
慮
し
た
農

づ
き
、
啓
発
活
動
や
お
守
り
型
の
相

談
窓
口
一
覧
の
配
布
等
、
適
切
な
相

談
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
自
殺
予
防

対
策
を
推
進
し
ま
す
。

　
医
療
・
救
急
体
制
に
つ
い
て
は
、

日
曜
、
休
日
の
在
宅
当
番
医
制
や
休

日
在
宅
歯
科
当
番
医
制
、
病
院
群
輪

番
制
を
南
高
医
師
会
や
島
原
南
高
歯

科
医
師
会
の
協
力
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
雲
仙
・
南
島
原
保
健
組
合

運
営
の
公
立
新
小
浜
病
院
（
新
名
称
・

公
立
小
浜
温
泉
病
院
）
に
つ
い
て
は
、

来
院
者
の
利
便
性
向
上
と
安
定
的
な

運
営
に
取
り
組
み
ま
す
。

【
暮
ら
し
の
安
全
確
保
】

　
地
域
防
災
体
制
の
強
化
に
つ
い
て

は
、
自
主
防
災
組
織
の
設
立
、
育
成
、

強
化
に
向
け
た
支
援
や
防
災
訓
練
等

を
推
進
し
、
災
害
発
生
時
に
迅
速
な

情
報
提
供
が
で
き
る
よ
う
、
防
災
情

報
シ
ス
テ
ム
の
整
備
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
避
難
所
に
お
け
る
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
防
止

対
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
小
浜
消
防
署
の
建
替
え
に
つ
い
て

は
、
消
防
力
向
上
対
策
検
討
委
員
会

の
検
討
結
果
を
踏
ま
え
、
県
央
地
域

広
域
市
町
村
圏
組
合
と
協
議
し
ま
す
。

　
防
犯
対
策
の
充
実
に
つ
い
て
は
、

自
治
会
が
行
う
防
犯
灯
整
備
支
援
・

防
犯
活
動
を
推
進
し
、
夜
間
に
お
け

る
犯
罪
の
防
止
と
安
全
確
保
に
努
め

ま
す
。

　
交
通
安
全
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て
は
、
高
齢
者
対
象
体
験
型
講
習
会

の
実
施
や
子
ど
も
の
交
通
安
全
教
育

に
取
り
組
み
ま
す
。

　
消
費
者
保
護
に
つ
い
て
は
、
消
費

者
相
談
が
増
加
し
て
お
り
、
消
費
者

被
害
の
未
然
防
止
に
努
め
ま
す
。

【
低
所
得
者
支
援
】

　
生
活
困
窮
者
支
援
に
つ
い
て
は
、

産
業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
資
格
を
有
す

る
就
労
支
援
員
を
配
置
し
、
自
立
・

相
談
支
援
、
就
労
支
援
な
ど
の
充
実

に
努
め
ま
す
。

　
生
活
保
護
に
つ
い
て
は
、
生
活
保

護
制
度
の
適
正
な
運
用
に
努
め
る
と

と
も
に
、
健
康
管
理
支
援
事
業
に
取

り
組
み
ま
す
。

【
農
業
】

　
担
い
手
の
確
保
・
育
成
対
策
に
つ

い
て
は
、
認
定
農
業
者
等
補
助
金
、

農
業
次
世
代
人
材
投
資
事
業
、
市
単

独
事
業
で
あ
る
新
規
就
農
者
移
住
促

進
事
業
を
活
用
し
、
ま
た
、
新
規
就

農
者
支
援
に
お
い
て
は
、
親
元
就
農

者
へ
の
支
援
策
と
し
て
、
農
業
機
械

導
入
や
農
業
施
設
整
備
に
対
す
る
補

助
を
拡
充
し
ま
す
。

　
集
落
営
農
組
織
の
育
成
対
策
に
つ

い
て
は
、
中
山
間
地
域
を
中
心
に
集

落
営
農
組
織
の
育
成
や
法
人
化
を
進

め
る
と
と
も
に
、
地
域
お
こ
し
協
力

隊
集
落
営
農
支
援
員
に
よ
る
農
村
集

落
の
活
性
化
や
地
域
資
源
の
情
報
発

信
を
図
り
ま
す
。

　
農
業
生
産
基
盤
の
整
備
に
つ
い
て

業
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

　
生
産
性
向
上
と
コ
ス
ト
縮
減
対
策

に
つ
い
て
は
、
情
報
技
術
の
利
活
用
、

高
性
能
農
業
機
械
・
施
設
の
導
入
等

に
よ
り
、
労
働
時
間
の
短
縮
や
生
産

性
向
上
に
努
め
、
ス
マ
ー
ト
農
業
に

つ
い
て
は
、
ド
ロ
ー
ン
の
導
入
や
ド

ロ
ー
ン
資
格
取
得
支
援
事
業
を
活
用

さ
れ
た
農
業
者
等
も
増
加
し
て
お
り
、

登
録
農
薬
の
拡
大
の
推
進
・
生
産
性

の
向
上
と
コ
ス
ト
縮
減
に
取
り
組
み

ま
す
。

　
優
良
畜
産
物
の
生
産
性
向
上
に
つ

い
て
は
、
各
種
補
助
事
業
を
活
用
し

た
施
設
整
備
や
規
模
拡
大
を
推
進
す

る
と
と
も
に
、
防
疫
体
制
の
強
化
を

図
り
、
安
全
・
安
心
な
畜
産
物
の
生

産
に
取
り
組
み
ま
す
。

【
林
業
】

　
認
定
林
業
事
業
体
へ
の
支
援
体
制

を
強
化
、
森
林
経
営
長
期
受
委
託
を

推
進
し
、
森
林
施
業
の
集
約
化
体
制

と
新
規
事
業
体
の
育
成
等
に
取
り
組

む
と
と
も
に
、
林
業
専
用
道
の
整
備

や
簡
易
で
耐
久
性
の
あ
る
路
網
の
開

設
を
推
進
し
ま
す
。

　
新
た
な
森
林
管
理
制
度
に
基
づ
き
、

未
整
備
森
林
の
解
消
を
図
り
、
持
続

的
な
森
林
資
源
の
維
持
に
努
め
る
と

と
も
に
、
森
林
資
源
の
育
成
・
確
保

に
つ
い
て
、
利
用
間
伐
を
中
心
と
し

た
森
林
整
備
を
推
進
し
ま
す
。
木
材

の
販
路
拡
大
に
つ
い
て
は
、
公
共
施

設
建
築
や
公
共
工
事
に
お
け
る
県
産

材
の
利
用
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
な
ど
、
新
た

な
販
路
拡
大
に
取
り
組
み
ま
す
。

【
水
産
業
】

　
水
産
業
に
つ
い
て
は
、
昨
年
４
月

に
諫
早
湾
漁
業
協
同
組
合
が
発
足
し

て
お
り
、
諫
早
市
・
県
と
連
携
し
、

支
援
を
継
続
し
ま
す
。

　
担
い
手
の
確
保
・
育
成
と
経
営
支

援
に
つ
い
て
は
、
県
と
連
携
し
、
新

規
漁
業
就
業
者
の
発
掘
と
漁
業
研
修

に
対
す
る
支
援
、
経
営
指
導
等
を
継

続
し
、
既
存
漁
業
者
の
経
営
安
定
と

後
継
者
の
育
成
を
図
り
ま
す
。

　
有
明
海
の
海
底
耕
耘
を
継
続
、
藻

場
、
干
潟
の
保
全
活
動
・
漂
流
漂
着

物
の
除
去
等
、
漁
船
の
省
エ
ネ
機
器

等
の
導
入
を
支
援
し
、
生
産
性
・
収

益
性
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　
漁
港
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

南
串
山
京
泊
漁
港
の
浮
桟
橋
・
橋
梁

の
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
大
型

船
の
係
留
、
漁
具
の
修
理
・
保
管
が

で
き
る
岸
壁
・
用
地
整
備
に
向
け
、

測
量
並
び
に
設
計
に
着
手
し
、
市
管

理
の
漁
港
に
つ
い
て
は
、
漁
港
の
機

能
回
復
を
図
る
対
策
工
事
に
着
手
し

ま
す
。

　
水
産
資
源
の
維
持
・
保
全
に
つ
い

て
は
、
種
苗
放
流
事
業
や
養
殖
産
地

協
議
会
が
取
り
組
む
収
益
性
の
高
い

養
殖
業
の
育
成
を
支
援
し
ま
す
。

　
諫
早
湾
干
拓
事
業
潮
受
堤
防
排
水

門
の
問
題
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
市
民
の
安
心
・

安
全
、
雲
仙
市
の
農
業
・

漁
業
を
守
る
こ
と
を
第
一

に
考
え
、
長
崎
県
・
諫
早

市
と
連
携
を
図
り
な
が
ら

対
処
し
ま
す
。

組
み
を
進
め
ま
す
。

　
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
成
功
に
向
け
、

５
月
７
日
に
行
わ
れ
る
予
定
の
聖
火

リ
レ
ー
の
運
営
や
競
技
応
援
観
戦
な

ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

【
歴
史
・
文
化
・
芸
術
】

　
文
化
財
の
保
存
・
活
用
に
つ
い
て

は
、
鍋
島
邸
の
積
極
的
な
活
用
に
努

め
、
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
の

景
観
復
元
の
た
め
の
調
査
研
究
、
修

理
・
修
景
事
業
を
通
し
て
、
町
並
み

景
観
の
保
存
に
取
り
組
む
ほ
か
、
県

営
基
盤
整
備
事
業
に
伴
う
埋
蔵
文
化

財
発
掘
調
査
を
実
施
し
、
調
査
成
果

や
遺
物
の
展
示
公
開
を
行
い
ま
す
。

　
芸
術
・
文
化
環
境
の
創
造
に
つ
い

て
は
、
雲
仙
市
文
化
会
館
自
主
文
化

事
業
振
興
会
な
ど
の
関
係
団
体
と
連

携
し
て
、
音
楽
・
舞
台
・
芸
術
公
演

や
文
化
団
体
等
の
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど

を
開
催
し
ま
す
。

【
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
】

　
自
治
会
活
動
の
支
援
に
つ
い
て
は
、

自
治
集
会
所
等
整
備
事
業
補
助
金
の

補
助
上
限
額
な
ど
を
拡
充
し
、
自
治

会
活
動
活
性
化
交
付
金
な
ど
の
支
援

を
行
い
、
ま
た
、
自
治
会
長
連
合
会

と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
自
治
会
へ

の
加
入
促
進
や
各
自
治
会
組
織
間
の

情
報
の
共
有
等
に
努
め
ま
す
。

　
ふ
る
さ
と
財
団
の
「
地
域
再
生
マ

環
境
教
育
等
の
充
実
や
環
境
保
全
活

動
の
支
援
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
不
法
投
棄
に
つ
い
て
は
監
視
体
制

を
維
持
し
、
協
定
を
締
結
し
て
い
る

市
内
郵
便
局
と
連
携
を
図
り
ま
す
。

　
ご
み
の
減
量
化
・
資
源
化
に
つ
い

て
は
、
ご
み
の
出
し
方
・
分
け
方
の

周
知
を
行
う
と
と
も
に
、
リ
サ
イ
ク

ル
推
進
の
た
め
、
小
型
電
子
機
器
類
・

古
紙
類
の
回
収
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
し
尿
処
理
体
制
に
つ
い
て
は
、
環

境
セ
ン
タ
ー
施
設
運
転
管
理
を
、
直

営
か
ら
民
間
委
託
等
を
視
野
に
効
率

的
な
体
制
構
築
に
取
り
組
み
ま
す
。

【
学
校
教
育
】

　
小
学
校
で
令
和
２
年
度
か
ら
、
中

学
校
で
令
和
３
年
度
か
ら
全
面
実
施

と
な
る
新
学
習
指
導
要
領
の
趣
旨
を

十
分
踏
ま
え
な
が
ら
、
日
々
の
学
習

指
導
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
研
究
指
定
事
業
の
情
報
発

信
と
研
究
成
果
の
共
有
化
、
市
独
自

の
学
力
調
査
を
実
施
し
、
一
人
一
人

の
課
題
や
改
善
点
を
よ
り
細
や
か
な

指
導
に
つ
な
げ
ま
す
。

　
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に
よ
る

１
人
１
台
端
末
を
活
用
な
ど
、Ｉ
Ｃ
Ｔ

活
用
の
指
定
研
究
を
推
進
し
ま
す
。

　
ま
た
、
新
た
に
英
語
力
向
上
事
業

と
い
た
し
ま
し
て
、
市
内
中
学
生
の

英
語
暗
唱
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
豊
か
な
心
と
体
を
育
む
教
育
に
つ

い
て
は
、
学
校
、
家
庭
、
地
域
が
連

携
し
た
心
の
教
育
の
充
実
と
と
も
に
、

小
学
校
か
ら
中
学
校
へ
の
円
滑
な
接

続
を
目
指
し
ま
す
。

　
部
活
動
に
お
い
て
は
、
各
学
校
に

お
け
る
活
動
方
針
の
公
表
・
遵
守
に

つ
い
て
指
導
し
ま
す
。

　
な
お
、
新
た
に
「
ふ
る
さ
と
平
和

学
習
推
進
事
業
」
を
実
施
し
、
平
和

を
よ
り
身
近
な
も
の
と
し
て
考
え
る

機
会
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
学
校
施
設
の
外
壁
等
、
非
構
造
部

材
の
耐
震
化
な
ど
に
加
え
、
教
室
不

足
に
対
応
す
る
た
め
校
舎
の
増
築
整

備
を
行
い
ま
す
。

【
生
涯
学
習
】

　
多
様
な
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
充
実

さ
せ
、
市
民
講
座
や
講
演
会
等
、
各

種
生
涯
学
習
事
業
を
展
開
し
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
の
豊
か
な
人
材
に
よ

る
様
々
な
学
び
の
機
会
を
提
供
す
る

「
地
域
子
ど
も
教
室
推
進
事
業
」
に
取

り
組
み
ま
す
。

【
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
】

　
ス
ポ
ー
ツ
大
会
・
教
室
の
充
実
と

参
加
促
進
に
つ
い
て
は
、
各
種
教
室

事
業
を
充
実
す
る
と
と
も
に
、
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
＆
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス

タ
の
開
催
な
ど
に
取
り
組
む
ほ
か
、

上
位
ス
ポ
ー
ツ
大
会
へ
出
場
・
活
躍

さ
れ
る
選
手
や
団
体
に
支
援
し
ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
団
体
・
指
導
者
の
育
成

に
つ
い
て
は
、
活
動
支
援
・
指
導
者

の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
努
め
ま
す
。

　「（
仮
称
）
雲
仙
市
新
小
浜
体
育
館
」

建
設
の
適
切
な
工
事
管
理
に
努
め
、

完
成
後
の
施
設
利
用
に
つ
い
て
取
り

ネ
ー
ジ
ャ
ー
事
業
」
を
活
用
し
、
市

民
と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
し
ま
す
。

　
地
域
づ
く
り
補
助
金
等
に
よ
り
、

市
民
活
動
団
体
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
な
ど
が
活
動
し
や
す
い
環
境
づ
く

り
を
進
め
ま
す
。

　
男
女
共
同
参
画
の
推
進
に
つ
い
て

は
、
第
３
次
雲
仙
市
男
女
共
同
参
画

計
画
に
基
づ
き
、「
男
女
が
互
い
に
認

め
合
い
、
尊
重
し
、
協
力
し
合
う
ま

ち
　
雲
仙
市
」
を
目
指
し
ま
す
。

　
人
権
啓
発
に
つ
い
て
は
、
正
し
い

理
解
と
認
識
を
深
め
る
た
め
、
人
権

相
談
所
の
開
設
を
は
じ
め
、
市
内
小

中
学
校
を
対
象
と
し
た
人
権
集
会
や

校
内
学
習
を
通
じ
た
啓
発
活
動
に
取

り
組
み
ま
す
。

【
行
政
運
営
】

　
民
間
活
力
の
活
用
に
つ
い
て
、「
地

域
活
性
化
起
業
人
制
度
」
を
活
用
し
、

民
間
企
業
等
の
社
員
の
受
け
入
れ
を

行
い
ま
す
。

　
ま
た
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
・
自
治

体
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
モ
デ
ル
事
業
の
採
択
に

向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

　
市
内
高
校
の
魅
力
づ
く
り
の
た
め
、

高
校
へ
の
支
援
を
行
い
ま
す
。
　

　
庁
舎
整
備
に
つ
い
て
は
、
引
き
続

き
「(

仮
称)

新
瑞
穂
総
合
支
所
」
の

整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。

　「
第
４
次
雲
仙
市
行
政
改
革
大
綱
」

に
よ
り
更
に
持
続
可
能
な
行
政
運
営

を
目
指
し
、
新
た
な
視
点
で
の
改
革

に
も
取
り
組
み
ま
す
。

　
行
政
手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
等
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に
つ
い
て
調
査
研
究
に

取
り
組
み
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

並
び
に
行
政
事
務
の
効
率
化
を
図
り

ま
す
。

　
職
員
の
能
力
開
発
や
意
識
改
革
、

市
民
と
の
協
働
意
識
の
醸
成
を
図
り
、

組
織
体
制
を
見
直
す
と
と
も
に
、
情

報
通
信
技
術
や
観
光
、
情
報
発
信
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
の
分
野

の
専
門
的
知
見
を
有
す
る
経
験
者
の

登
用
を
図
り
ま
す
。

【
財
政
運
営
】

　
市
税
の
口
座
振
替
推
進
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
地
方
税

の
申
告
や
納
付
等
の
電
子
化
の
促
進

な
ど
、
手
続
き
の
簡
素
化
に
取
り
組

み
ま
す
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
、
新
規

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
増
設
や
新
た
な

返
礼
品
の
開
発
、
広
報
宣
伝
活
動
・

リ
ピ
ー
タ
ー
対
策
等
へ
の
取
り
組
み

を
更
に
強
化
し
、
ま
た
、
企
業
版
ふ

る
さ
と
納
税
の
導
入
を
進
め
る
な
ど

寄
附
の
増
加
を
目
指
し
ま
す
。

　
市
公
共
施
設
の
適
正
配
置
と
将
来

的
な
財
政
負
担
の
軽
減
・
平
準
化
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
、「
雲
仙
市
公

共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
」
の
改
訂

に
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合

戦
略
を
内
包
し
た
「
第
２
次
雲
仙
市

総
合
計
画
」
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で

の
効
果
検
証
を
行
う
と
と
も
に
社
会

情
勢
の
変
化
等
も
踏
ま
え
た
後
期
基

本
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

令
和
３
年
度  

施
政
方
針

令
和
３
年
第
１
回
定
例
市
議
会
に
お
い
て
、
金
澤
市
長
が
述
べ
た

「
施
政
方
針
」を
整
理
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。（
施
政
方
針
と
は
、市

政
運
営
の
目
指
す
方
向
性
を
示
し
た
も
の
で
す
。）

機
関
に
対
す
る
要
望
活
動
に
取
り
組

み
ま
す
。

　
愛
野
町
か
ら
小
浜
町
ま
で
の
幹
線

道
路
整
備
に
つ
い
て
は
、
国
土
交
通

省
主
導
の
も
と
道
路
整
備
に
関
す
る

検
討
会
が
設
置
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ

り
、
一
般
国
道
57
号
の
代
替
道
路
整

備
実
現
に
向
け
、
積
極
的
に
取
り
組

み
ま
す
。

　
ま
た
、
一
般
国
道
２
５
１
号
に
お

け
る
交
通
安
全
対
策
・
自
然
災
害
防

除
の
各
事
業
に
つ
い
て
は
、
引
き
続

き
県
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
早

期
完
成
に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

　
市
道
に
つ
い
て
は
、
地
域
性
や
緊

急
性
を
考
慮
し
、
改
良
工
事
と
道
路

施
設
の
老
朽
化
に
伴
う
修
繕
・
補
修

工
事
を
計
画
的
に
実
施
し
ま
す
。

　
公
共
交
通
に
つ
い
て
は
、
市
民
の

皆
様
の
日
常
的
な
移
動
手
段
を
維
持
・

確
保
す
る
た
め
、
引
き
続
き
事
業
者

の
支
援
に
努
め
ま
す
。

　
九
州
新
幹
線
西
九
州
ル
ー
ト
の
開

業
に
つ
い
て
は
、
全
線
フ
ル
規
格
化

に
よ
る
整
備
の
実
現
に
向
け
、
関
係

機
関
と
連
携
す
る
と
と
も
に
、
２
０

２
２
年
度
秋
の
武
雄
温
泉
・
長
崎
間

の
開
業
効
果
が
最
大
限
波
及
す
る
よ

う
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

　
雲
仙
市
新
地
域
交
通
実
証
実
験
運

営
協
議
会
に
お
い
て
実
証
実
験
中
の

乗
り
合
い
送
迎
サ
ー
ビ
ス
「
チ
ョ
イ

ソ
コ
う
ん
ぜ
ん
」
に
つ
い
て
は
、
実

績
等
も
踏
ま
え
つ
つ
、
事
業
拡
張
も

視
野
に
持
続
可
能
な
地
域
交
通
の
確

立
に
向
け
て
の
研
究
を
進
め
ま
す
。

【
物
産
ブ
ラ
ン
ド
】

　
物
産
ブ
ラ
ン
ド
の
販
売
促
進
に
つ

い
て
は
、
本
市
の
農
畜
水
産
物
や
特

産
品
の
販
路
拡
大
に
向
け
た
支
援
を

行
い
、
都
市
部
企
業
等
と
連
携
を
図

り
、Ｐ
Ｒ
強
化
に
努
め
る
と
と
も
に
、

地
域
産
品
の
海
外
展
開
に
つ
い
て
、

中
小
企
業
や
団
体
等
の
輸
出
に
向
け

た
取
り
組
み
を
支
援
し
ま
す
。

【
商
工
業
・
企
業
誘
致
・
新
産
業
】

　
地
場
産
業
の
経
営
力
向
上
に
つ
い

て
は
、
運
転
資
金
や
設
備
資
金
に
対

す
る
融
資
制
度
等
に
よ
り
、
中
小
企

業
の
販
路
拡
大
や
新
商
品
の
開
発
、

機
械
設
備
等
の
取
得
を
支
援
し
ま
す
。

　
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
の
影
響
を
受
け
た
事
業
者

の
皆
様
へ
引
き
続
き
支
援
し
、
必
要

な
対
策
の
研
究
を
重
ね
ま
す
。

　
商
工
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
雲

仙
市
商
工
会
と
連
携
し
、
小
規
模
事

業
者
の
経
営
改
善
指
導
を
行
う
と
と

も
に
、
創
業
や
新
規
出
店
、
経
営
の

持
続
化
の
支
援
を
拡
充
し
ま
す
。

　
製
造
業
を
中
心
と
し
た
企
業
誘
致

の
推
進
を
図
り
、
経
済
の
活
性
化
と

雇
用
の
場
の
確
保
に
努
め
ま
す
。 

　
２
月
に
分
譲
開
始
し
た
「
吾
妻

町
下
工
業
団
地
」
に
続
き
、「
多
比
良

港
工
業
団
地
」
も
、
早
期
分
譲
で
き

る
よ
う
整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
働
き
や
す
い
職
場
環
境
づ
く
り
と

就
職
支
援
に
つ
い
て
は
、新
た
に
「
特

定
地
域
づ
く
り
事
業
協
同
組
合
」
設

立
・
運
営
の
支
援
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
若
者
の
地
元
就
職
支
援
に
つ
い
て

は
、
島
原
半
島
地
域
企
業
説
明
会
を

開
催
し
、
労
働
人
口
確
保
・
定
住
促

進
に
努
め
ま
す
。

【
観
光
・
交
流
】

　
観
光
振
興
に
つ
い
て
は
、
昨
年
６

月
に
「
雲
仙
市
観
光
戦
略
〜
雲
仙
温

泉
編
〜
」
を
策
定
し
て
お
り
、
令
和

３
年
度
は
、
小
浜
温
泉
と
雲
仙
温
泉

の
連
携
・
協
働
に
よ
る
観
光
戦
略
の

策
定
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
受
け
入
れ
環
境
の
整
備
に
つ
い
て

は
、
新
た
な
観
光
組
織
の
設
立
に
向

け
、
準
備
組
織
の
立
ち
上
げ
、
体
制

整
備
等
を
支
援
し
ま
す
。

　
宿
泊
施
設
整
備
へ
の
支
援
に
つ
い

て
は
、
大
規
模
建
築
物
の
安
全
面
の

強
化
に
向
け
、
耐
震
化
の
支
援
に
取

り
組
み
ま
す
。

　
国
内
外
の
誘
客
に
つ
い
て
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を

踏
ま
え
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
含
め

た
新
た
な
旅
の
ス
タ
イ
ル
な
ど
、
観

光
客
の
満
足
度
向
上
に
つ
な
が
る
取

り
組
み
を
行
う
と
と
も
に
、
新
し
い

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
な
ど
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
時
代
に
求

め
ら
れ
る
取
り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

【
道
路
・
公
共
交
通
】

　
地
域
高
規
格
道
路｢

島
原
道
路｣

に

つ
い
て
は
、
有
明
瑞
穂
バ
イ
パ
ス
の

事
業
化
に
よ
り
計
画
区
間
全
て
に
お

い
て
事
業
化
が
な
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

早
期
全
線
開
通
を
目
指
し
て
、
関
係

【
社
会
基
盤
】

　
地
震
等
の
災
害
に
強
い
住
環
境
を

目
指
し
、
住
宅
耐
震
化・危
険
ブ
ロ
ッ

ク
塀
除
却
費
の
補
助
制
度
の
周
知
に

努
め
な
が
ら
、
老
朽
危
険
空
家
除
却

費
・
住
宅
性
能
向
上
リ
フ
ォ
ー
ム
費

の
補
助
制
度
の
周
知
に
引
き
続
き
努

め
ま
す
。

　
ま
た
、
危
険
な
状
態
の
空
家
等
に

つ
い
て
は
、「
空
家
等
対
策
の
推
進
に

関
す
る
特
別
措
置
法
」
に
基
づ
き
、

必
要
な
助
言
、
指
導
等
を
行
い
ま
す
。

　
一
級
河
川
山
田
川
に
お
き
ま
し
て

は
、
河
川
の
拡
幅
に
伴
う
市
道
吾
妻

大
塚
・
土
井
線
の
船
津
橋
架
け
替
え

に
着
手
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

事
業
の
早
期
完
成
に
向
け
た
要
望
活

動
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
自
然
災
害
対
策
に
つ
い
て
は
、
老

朽
化
し
た
河
川
護
岸
の
修
繕
・
補
修

工
事
を
行
う
と
と
も
に
、
施
設
の
維

持
管
理
を
適
切
に
行
い
、
被
害
の
防

止
、
減
災
に
努
め
ま
す
。

　
ま
た
、
国
・
県
等
の
河
川
に
お
い

て
も
、
県
と
連
携
し
て
浚
渫
・
支
障

木
の
伐
採
・
除
草
作
業
な
ど
、
河
川

の
適
正
な
維
持
管
理
に
よ
り
氾
濫
被

害
の
防
止
を
図
る
と
と
も
に
、
河
川

整
備
、
急
傾
斜
対
策
に
取
り
組
み
、

防
災
、
減
災
に
努
め
ま
す
。

　
漁
港
海
岸
保
全
施
設
の
整
備
に
つ

い
て
は
、
台
風
等
の
高
潮
の
越
波
に

よ
る
被
害
か
ら
周
辺
住
民
の
生
命
・

財
産
を
守
る
た
め
、
海
岸
の
整
備
を

進
め
、
千
千
石
漁
港
海
岸
の
事
業
は
、

関
係
機
関
と
協
議
を
行
い
、
計
画
的

に
取
り
組
み
ま
す
。

【
上
下
水
道
】

　
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
適
切
な

水
道
事
業
の
運
営
を
図
り
、
安
全
・

安
心
な
水
道
水
の
安
定
的
な
供
給
に

努
め
、
計
画
的
に
配
水
管
を
耐
震
管

へ
更
新
し
、
老
朽
化
し
た
浄
水
場
の

電
気
計
装
設
備
等
を
整
備
し
ま
す
。

　
下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
公
営

企
業
会
計
の
適
用
に
よ
り
、
経
営
の

健
全
性
や
計
画
性
、
透
明
性
の
向
上

を
図
る
と
と
も
に
、
施
設
の
適
正
な

維
持
管
理
に
努
め
、
計
画
的
な
改
築

更
新
と
耐
震
化
を
進
め
ま
す
。

　
水
洗
化
率
の
向
上
に
つ
い
て
は
、

下
水
道
へ
の
接
続
と
あ
わ
せ
、
下
水

道
区
域
外
の
合
併
浄
化
槽
の
設
置
に

つ
い
て
も
、
引
き
続
き
推
進
し
ま
す
。

【
情
報
化
・
先
端
技
術
】

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て
は
、
光
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド

基
盤
整
備
に
つ
い
て
、
令
和
３
年
度

内
で
の
市
内
全
域
整
備
完
了
に
向
け
、

取
り
組
み
ま
す
。

【
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
】

　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
に

つ
い
て
は
、
木
質
系
バ
イ
オ
マ
ス
ボ

イ
ラ
ー
の
公
共
施
設
へ
の
導
入
に
向

け
て
取
り
組
み
を
進
め
る
と
と
も
に
、

畜
産
ふ
ん
尿
を
活
用
し
た
湿
潤
系
バ

イ
オ
マ
ス
発
電
に
つ
い
て
は
、
市
内

で
の
建
設
に
向
け
、
支
援
・
推
進
を

図
り
、
誘
致
に
努
め
ま
す
。

　
地
熱
発
電
に
つ
い
て
は
、
地
熱
資

源
の
保
護
・
活
用
に
関
す
る
条
例
に

よ
り
、
持
続
可
能
な
活
用
が
図
れ
る

よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

　
環
境
保
全
の
意
識
啓
発
の
た
め
、

暮
ら
し
と
安
心

１ 基
本
方
針

“

“
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今
後
も
、
雲
仙
市
の
未
来
が
確
か

な
発
展
を
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
全
力
を
傾
注
し
、
ま
い
進
し
て
い

く
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
議
員
並

び
に
市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

■
令
和
３
年
度
の
主
な
取
り
組
み

※

「
第
２
次
雲
仙
市
総
合
計
画
」
の

基
本
方
針
に
沿
っ
て
説
明
し
ま
す
。

【
出
会
い
・
結
婚
・
移
住
・
定
住
】

　
出
会
い
・
結
婚
の
支
援
に
つ
い
て

は
、「
雲
仙
市
　
新・子
育
て
応
援
パ
ッ

ケ
ー
ジ
」の
各
事
業
を
推
進
し
、特
に
、

年
齢
等
に
よ
り
結
婚
奨
励
金
の
対
象

外
と
な
っ
た
ご
夫
婦
が
出
産
さ
れ
た

場
合
に
も
奨
励
金
を
交
付
す
る
よ
う

拡
充
し
ま
す
。

　
移
住
・
定
住
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
移
住
・

定
住
に
特
化
し
た
ペ
ー
ジ
を
作
成
、

な
が
さ
き
移
住
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

と
連
携
を
図
り
、
本
市
の
魅
力
を
発

信
し
ま
す
。

　
関
係
人
口
の
創
出
に
つ
い
て
は
、

本
市
へ
の
移
住
・
定
住
を
促
進
す
る

た
め
、
都
市
部
の
方
々
を
対
象
と
し

た
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
等
に
取
り
組
み
、

市
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

【
子
育
て
支
援
】

　
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

事
業
で
母
子
保
健
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

■
３
期
目
の
市
政
運
営（
所
信
）に
つ
い
て

　
市
長
就
任
後
か
ら
、
本
市
の
重
要

課
題
で
あ
る
人
口
減
少
問
題
の
克
服
、

地
域
経
済
の
発
展
な
ど
の
本
市
地
方

創
生
の
確
立
に
向
け
た
取
り
組
み
に

努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
特
に
、
２
期
目
か
ら
は
、
子
育
て

世
代
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
る

「
雲
仙
市
　
新
・
子
育
て
応
援
パ
ッ

ケ
ー
ジ
」
の
構
築
や
農
業
分
野
に
お

け
る
大
型
農
地
整
備
の
推
進
、
企
業

誘
致
に
向
け
た
環
境
整
備
、「
雲
仙
市

観
光
戦
略
」
の
策
定
や
推
進
な
ど
、

各
分
野
に
お
い
て
着
実
な
推
進
に
努

め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
な
ど
、
従
来

の
課
題
に
加
え
、
雲
仙
市
の
未
来
を

創
る
た
め
の
新
た
な
課
題
が
見
え
て

き
た
こ
と
か
ら
立
候
補
を
決
意
し
、

無
投
票
に
て
当
選
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
改
め
て
、「
市
民
皆
様
の
お
声
に
真

摯
に
耳
を
傾
け
、
経
営
感
覚
を
持
っ

て
市
政
運
営
に
取
り
組
む
こ
と
」
を

信
念
と
し
、
雲
仙
市
の
価
値
を
最
大

限
に
高
め
ら
れ
る
よ
う
、
職
務
を
務

め
さ
せ
て
い
た
だ
く
所
存
で
す
。

　
雲
仙
市
が
更
に
飛
躍
す
る
た
め
に

は
、
こ
れ
ま
で
の
歩
み
を
止
め
る
こ

と
な
く
市
民
の
視
点
・
立
ち
位
置
で

の
市
政
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
最

小
限
の
行
政
コ
ス
ト
で
最
大
限
の
行

政
サ
ー
ビ
ス
を
基
本
と
し
、
前
例
に

と
ら
わ
れ
ず
新
た
な
政
策
に
も
挑
ん

で
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
私
は
、
２
期
８
年
で
実
感
し
た
成

果
と
課
題
を
踏
ま
え
、「
継
続
」と「
改

革
」
を
テ
ー
マ
に
掲
げ
、
次
の
７
つ

の
項
目
を
中
心
に
市
政
運
営
に
取
り

組
み
ま
す
。

【
３
期
目
の
取
り
組
み
項
目
】

①
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

対
策

②
市
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
防
災

対
策

③
暮
ら
し
と
経
済
の
基
盤
と
な
る
　

道
路
整
備
の
実
現

④
農
林
水
産
業
の
　
稼
ぐ
力
　
の

　
強
化

⑤
観
光
の
再
生
と
移
住
対
策
の
加
速

⑥
安
心
し
た
子
育
て
環
境
の
実
現

⑦
新
産
業
と
ま
ち
づ
く
り

タ
ー
に
よ
る
妊
婦
を
対
象
と
し
た
個

別
面
談
を
行
い
、
安
心
し
て
出
産
・

育
児
が
行
え
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。

　
ま
た
、
産
婦
健
診
事
業
、
子
育
て

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
業
、
地
域
子

育
て
支
援
拠
点
事
業
、
利
用
者
支
援

事
業
や
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業

を
継
続
し
ま
す
。

　
妊
娠
・
子
育
て
に
関
す
る
経
済
的

負
担
の
軽
減
に
つ
い
て
は
、
育
児
用

品
購
入
助
成
事
業
、
保
育
園
等
副
食

費
助
成
事
業
実
施
の
ほ
か
、
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
費
用
の
一
部
助

成
や
、
新
生
児
聴
覚
検
査
の
費
用
の

助
成
額
を
増
額
し
ま
す
。

　
特
定
不
妊
治
療
の
一
部
助
成
に
つ

い
て
は
、
国
の
制
度
改
正
に
伴
い
、

助
成
回
数
を
拡
充
し
、
助
成
対
象
者

に
事
実
婚
の
カ
ッ
プ
ル
を
加
え
る
こ

と
で
、
よ
り
広
く
支
援
し
ま
す
。

　
障
害
児
保
育
事
業
、
延
長
保
育
事

業
、
病
児
保
育
事
業
等
を
継
続
し
、

仕
事
と
子
育
て
を
両
立
で
き
る
環
境

づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

【
地
域
福
祉
・
高
齢
者
福
祉
】

　
地
域
福
祉
に
つ
い
て
は
、「
第
３
期

雲
仙
市
地
域
福
祉
計
画
」
に
基
づ
き
、

協
働
に
よ
る
地
域
に
根
ざ
し
た
支
え

合
い
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　
認
知
症
高
齢
者
等
に
対
す
る
個
人

賠
償
責
任
保
険
事
業
に
よ
り
、
認
知

症
の
方
と
そ
の
家
族
が
地
域
で
安
心

し
て
生
活
す
る
こ
と
が
で
き
る
環
境

整
備
に
努
め
ま
す
。

　
介
護
予
防
に
つ
い
て
は
、
保
健
事

業
と
介
護
予
防
の
一
体
的
な
実
施
に

取
り
組
み
、
成
年
後
見
制
度
利
用
支

援
事
業
に
つ
い
て
は
、
広
報
、
相
談

な
ど
の
機
能
を
強
化
し
ま
す
。

【
障
が
い
者
福
祉
】

　「
第
４
期
雲
仙
市
障
害
者
計
画
」
に

基
づ
き
、
相
談
支
援
体
制
の
充
実
・

強
化
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
日
常

生
活
の
支
援
に
つ
い
て
は
、
特
別
支

援
学
校
へ
の
通
学
支
援
の
拡
充
を
図

る
と
と
も
に
、
障
が
い
児
者
の
重
度

化
、
高
齢
化
や
「
親
亡
き
後
」
を
見

据
え
、
地
域
全
体
で
支
え
る
支
援
体

制
の
強
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

【
健
康
・
医
療
体
制
】

　
健
診
等
受
診
率
の
向
上
に
つ
い
て

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
を
講
じ
な
が
ら
、
受
診
勧
奨
や

健
診
の
周
知
、
個
別
の
保
健
指
導
や

健
康
教
室
を
実
施
し
、
生
活
習
慣
病

の
予
防
と
新
た
に
「
閉
塞
性
動
脈
硬

化
症
検
査
」
を
取
り
入
れ
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

つ
い
て
は
、
必
要
な
対
策
を
講
じ
る

と
と
も
に
、
ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接
種

に
つ
い
て
は
、
南
高
医
師
会
や
関
係

機
関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
接
種
体

制
を
整
備
し
、
接
種
時
期
や
接
種
方

法
な
ど
を
適
切
に
周
知
し
ま
す
。

　
市
民
主
体
の
健
康
づ
く
り
と
生
活

習
慣
病
予
防
の
た
め
、
食
に
関
す
る

正
し
い
知
識
の
普
及
啓
発
や
食
生
活

改
善
推
進
員
の
活
動
支
援
・
養
成
に

取
り
組
む
と
と
も
に
、
職
員
が
講
師

と
な
る
出
前
講
座「
キ
ラ
ッ
と
健
康
！

応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
引
き
続
き

取
り
組
み
ま
す
。

　
こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て

は
、「
雲
仙
市
自
殺
対
策
計
画
」
に
基

は
、
県
営
農
地
整
備
事
業
地
６
地
区

の
ほ
か
、
令
和
３
年
度
か
ら
新
規
採

択
の
吾
妻
町
横
田
地
区
の
事
業
推
進

と
南
串
山
町
荒
牧
尾
登
地
区
の
事
業

化
推
進
を
図
り
ま
す
。

　
小
規
模
団
地
の
農
地
整
備
に
つ
い

て
は
、
農
地
中
間
管
理
機
構
関
連
農

地
整
備
事
業
等
に
よ
り
、
事
業
推
進

組
織
５
地
区
の
事
業
化
を
進
め
ま
す
。

　
優
良
農
地
の
確
保
対
策
に
つ
い
て

は
、
農
地
中
間
管
理
機
構
を
介
し
た

担
い
手
へ
の
農
地
の
利
用
集
積
を
促

進
し
ま
す
。

　
人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
実
質
化
に
よ

り
農
地
利
用
の
最
適
化
を
推
進
し
、

耕
作
放
棄
地
の
実
態
把
握
や
違
反
転

用
の
早
期
発
見
・
防
止
を
目
的
と
し

た
農
業
委
員
会
の
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル

の
結
果
等
を
踏
ま
え
、
農
地
の
荒
廃

化
等
の
抑
制
や
有
利
な
基
盤
整
備
の

推
進
に
努
め
ま
す
。

　
令
和
３
年
度
か
ら
農
地
賃
借
の
下

限
面
積
を
引
き
下
げ
る
こ
と
に
よ
り
、

新
た
な
担
い
手
確
保
に
努
め
、「
農
地

情
報
バ
ン
ク
制
度
」
を
創
設
し
、
耕

作
放
棄
地
発
生
防
止
に
努
め
ま
す
。

　
ま
た
、「
雲
仙
市
空
き
家
バ
ン
ク
」

と
連
携
し
た
「
農
地
付
き
空
き
家
」

登
録
の
推
進
を
図
り
、
移
住
希
望
者

の
定
住
促
進
に
繋
げ
ま
す
。

　
有
害
鳥
獣
被
害
防
止
に
つ
い
て
は
、

鳥
害
対
策
事
業
の
活
用
に
よ
り
、
農

作
物
被
害
の
低
減
を
図
り
ま
す
。

　
中
山
間
地
域
の
農
業
生
産
活
動
の

維
持
・
発
展
や
地
域
の
活
性
化
等
の

推
進
に
努
め
、
農
産
物
の
品
質
向
上

に
つ
い
て
は
、
環
境
に
配
慮
し
た
農

づ
き
、
啓
発
活
動
や
お
守
り
型
の
相

談
窓
口
一
覧
の
配
布
等
、
適
切
な
相

談
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
自
殺
予
防

対
策
を
推
進
し
ま
す
。

　
医
療
・
救
急
体
制
に
つ
い
て
は
、

日
曜
、
休
日
の
在
宅
当
番
医
制
や
休

日
在
宅
歯
科
当
番
医
制
、
病
院
群
輪

番
制
を
南
高
医
師
会
や
島
原
南
高
歯

科
医
師
会
の
協
力
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
雲
仙
・
南
島
原
保
健
組
合

運
営
の
公
立
新
小
浜
病
院
（
新
名
称
・

公
立
小
浜
温
泉
病
院
）
に
つ
い
て
は
、

来
院
者
の
利
便
性
向
上
と
安
定
的
な

運
営
に
取
り
組
み
ま
す
。

【
暮
ら
し
の
安
全
確
保
】

　
地
域
防
災
体
制
の
強
化
に
つ
い
て

は
、
自
主
防
災
組
織
の
設
立
、
育
成
、

強
化
に
向
け
た
支
援
や
防
災
訓
練
等

を
推
進
し
、
災
害
発
生
時
に
迅
速
な

情
報
提
供
が
で
き
る
よ
う
、
防
災
情

報
シ
ス
テ
ム
の
整
備
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
避
難
所
に
お
け
る
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
防
止

対
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
小
浜
消
防
署
の
建
替
え
に
つ
い
て

は
、
消
防
力
向
上
対
策
検
討
委
員
会

の
検
討
結
果
を
踏
ま
え
、
県
央
地
域

広
域
市
町
村
圏
組
合
と
協
議
し
ま
す
。

　
防
犯
対
策
の
充
実
に
つ
い
て
は
、

自
治
会
が
行
う
防
犯
灯
整
備
支
援
・

防
犯
活
動
を
推
進
し
、
夜
間
に
お
け

る
犯
罪
の
防
止
と
安
全
確
保
に
努
め

ま
す
。

　
交
通
安
全
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て
は
、
高
齢
者
対
象
体
験
型
講
習
会

の
実
施
や
子
ど
も
の
交
通
安
全
教
育

に
取
り
組
み
ま
す
。

　
消
費
者
保
護
に
つ
い
て
は
、
消
費

者
相
談
が
増
加
し
て
お
り
、
消
費
者

被
害
の
未
然
防
止
に
努
め
ま
す
。

【
低
所
得
者
支
援
】

　
生
活
困
窮
者
支
援
に
つ
い
て
は
、

産
業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
資
格
を
有
す

る
就
労
支
援
員
を
配
置
し
、
自
立
・

相
談
支
援
、
就
労
支
援
な
ど
の
充
実

に
努
め
ま
す
。

　
生
活
保
護
に
つ
い
て
は
、
生
活
保

護
制
度
の
適
正
な
運
用
に
努
め
る
と

と
も
に
、
健
康
管
理
支
援
事
業
に
取

り
組
み
ま
す
。

【
農
業
】

　
担
い
手
の
確
保
・
育
成
対
策
に
つ

い
て
は
、
認
定
農
業
者
等
補
助
金
、

農
業
次
世
代
人
材
投
資
事
業
、
市
単

独
事
業
で
あ
る
新
規
就
農
者
移
住
促

進
事
業
を
活
用
し
、
ま
た
、
新
規
就

農
者
支
援
に
お
い
て
は
、
親
元
就
農

者
へ
の
支
援
策
と
し
て
、
農
業
機
械

導
入
や
農
業
施
設
整
備
に
対
す
る
補

助
を
拡
充
し
ま
す
。

　
集
落
営
農
組
織
の
育
成
対
策
に
つ

い
て
は
、
中
山
間
地
域
を
中
心
に
集

落
営
農
組
織
の
育
成
や
法
人
化
を
進

め
る
と
と
も
に
、
地
域
お
こ
し
協
力

隊
集
落
営
農
支
援
員
に
よ
る
農
村
集

落
の
活
性
化
や
地
域
資
源
の
情
報
発

信
を
図
り
ま
す
。

　
農
業
生
産
基
盤
の
整
備
に
つ
い
て

業
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

　
生
産
性
向
上
と
コ
ス
ト
縮
減
対
策

に
つ
い
て
は
、
情
報
技
術
の
利
活
用
、

高
性
能
農
業
機
械
・
施
設
の
導
入
等

に
よ
り
、
労
働
時
間
の
短
縮
や
生
産

性
向
上
に
努
め
、
ス
マ
ー
ト
農
業
に

つ
い
て
は
、
ド
ロ
ー
ン
の
導
入
や
ド

ロ
ー
ン
資
格
取
得
支
援
事
業
を
活
用

さ
れ
た
農
業
者
等
も
増
加
し
て
お
り
、

登
録
農
薬
の
拡
大
の
推
進
・
生
産
性

の
向
上
と
コ
ス
ト
縮
減
に
取
り
組
み

ま
す
。

　
優
良
畜
産
物
の
生
産
性
向
上
に
つ

い
て
は
、
各
種
補
助
事
業
を
活
用
し

た
施
設
整
備
や
規
模
拡
大
を
推
進
す

る
と
と
も
に
、
防
疫
体
制
の
強
化
を

図
り
、
安
全
・
安
心
な
畜
産
物
の
生

産
に
取
り
組
み
ま
す
。

【
林
業
】

　
認
定
林
業
事
業
体
へ
の
支
援
体
制

を
強
化
、
森
林
経
営
長
期
受
委
託
を

推
進
し
、
森
林
施
業
の
集
約
化
体
制

と
新
規
事
業
体
の
育
成
等
に
取
り
組

む
と
と
も
に
、
林
業
専
用
道
の
整
備

や
簡
易
で
耐
久
性
の
あ
る
路
網
の
開

設
を
推
進
し
ま
す
。

　
新
た
な
森
林
管
理
制
度
に
基
づ
き
、

未
整
備
森
林
の
解
消
を
図
り
、
持
続

的
な
森
林
資
源
の
維
持
に
努
め
る
と

と
も
に
、
森
林
資
源
の
育
成
・
確
保

に
つ
い
て
、
利
用
間
伐
を
中
心
と
し

た
森
林
整
備
を
推
進
し
ま
す
。
木
材

の
販
路
拡
大
に
つ
い
て
は
、
公
共
施

設
建
築
や
公
共
工
事
に
お
け
る
県
産

材
の
利
用
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
な
ど
、
新
た

な
販
路
拡
大
に
取
り
組
み
ま
す
。

【
水
産
業
】

　
水
産
業
に
つ
い
て
は
、
昨
年
４
月

に
諫
早
湾
漁
業
協
同
組
合
が
発
足
し

て
お
り
、
諫
早
市
・
県
と
連
携
し
、

支
援
を
継
続
し
ま
す
。

　
担
い
手
の
確
保
・
育
成
と
経
営
支

援
に
つ
い
て
は
、
県
と
連
携
し
、
新

規
漁
業
就
業
者
の
発
掘
と
漁
業
研
修

に
対
す
る
支
援
、
経
営
指
導
等
を
継

続
し
、
既
存
漁
業
者
の
経
営
安
定
と

後
継
者
の
育
成
を
図
り
ま
す
。

　
有
明
海
の
海
底
耕
耘
を
継
続
、
藻

場
、
干
潟
の
保
全
活
動
・
漂
流
漂
着

物
の
除
去
等
、
漁
船
の
省
エ
ネ
機
器

等
の
導
入
を
支
援
し
、
生
産
性
・
収

益
性
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　
漁
港
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

南
串
山
京
泊
漁
港
の
浮
桟
橋
・
橋
梁

の
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
大
型

船
の
係
留
、
漁
具
の
修
理
・
保
管
が

で
き
る
岸
壁
・
用
地
整
備
に
向
け
、

測
量
並
び
に
設
計
に
着
手
し
、
市
管

理
の
漁
港
に
つ
い
て
は
、
漁
港
の
機

能
回
復
を
図
る
対
策
工
事
に
着
手
し

ま
す
。

　
水
産
資
源
の
維
持
・
保
全
に
つ
い

て
は
、
種
苗
放
流
事
業
や
養
殖
産
地

協
議
会
が
取
り
組
む
収
益
性
の
高
い

養
殖
業
の
育
成
を
支
援
し
ま
す
。

　
諫
早
湾
干
拓
事
業
潮
受
堤
防
排
水

門
の
問
題
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
市
民
の
安
心
・

安
全
、
雲
仙
市
の
農
業
・

漁
業
を
守
る
こ
と
を
第
一

に
考
え
、
長
崎
県
・
諫
早

市
と
連
携
を
図
り
な
が
ら

対
処
し
ま
す
。

組
み
を
進
め
ま
す
。

　
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
成
功
に
向
け
、

５
月
７
日
に
行
わ
れ
る
予
定
の
聖
火

リ
レ
ー
の
運
営
や
競
技
応
援
観
戦
な

ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

【
歴
史
・
文
化
・
芸
術
】

　
文
化
財
の
保
存
・
活
用
に
つ
い
て

は
、
鍋
島
邸
の
積
極
的
な
活
用
に
努

め
、
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
の

景
観
復
元
の
た
め
の
調
査
研
究
、
修

理
・
修
景
事
業
を
通
し
て
、
町
並
み

景
観
の
保
存
に
取
り
組
む
ほ
か
、
県

営
基
盤
整
備
事
業
に
伴
う
埋
蔵
文
化

財
発
掘
調
査
を
実
施
し
、
調
査
成
果

や
遺
物
の
展
示
公
開
を
行
い
ま
す
。

　
芸
術
・
文
化
環
境
の
創
造
に
つ
い

て
は
、
雲
仙
市
文
化
会
館
自
主
文
化

事
業
振
興
会
な
ど
の
関
係
団
体
と
連

携
し
て
、
音
楽
・
舞
台
・
芸
術
公
演

や
文
化
団
体
等
の
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど

を
開
催
し
ま
す
。

【
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
】

　
自
治
会
活
動
の
支
援
に
つ
い
て
は
、

自
治
集
会
所
等
整
備
事
業
補
助
金
の

補
助
上
限
額
な
ど
を
拡
充
し
、
自
治

会
活
動
活
性
化
交
付
金
な
ど
の
支
援

を
行
い
、
ま
た
、
自
治
会
長
連
合
会

と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
自
治
会
へ

の
加
入
促
進
や
各
自
治
会
組
織
間
の

情
報
の
共
有
等
に
努
め
ま
す
。

　
ふ
る
さ
と
財
団
の
「
地
域
再
生
マ

環
境
教
育
等
の
充
実
や
環
境
保
全
活

動
の
支
援
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
不
法
投
棄
に
つ
い
て
は
監
視
体
制

を
維
持
し
、
協
定
を
締
結
し
て
い
る

市
内
郵
便
局
と
連
携
を
図
り
ま
す
。

　
ご
み
の
減
量
化
・
資
源
化
に
つ
い

て
は
、
ご
み
の
出
し
方
・
分
け
方
の

周
知
を
行
う
と
と
も
に
、
リ
サ
イ
ク

ル
推
進
の
た
め
、
小
型
電
子
機
器
類
・

古
紙
類
の
回
収
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
し
尿
処
理
体
制
に
つ
い
て
は
、
環

境
セ
ン
タ
ー
施
設
運
転
管
理
を
、
直

営
か
ら
民
間
委
託
等
を
視
野
に
効
率

的
な
体
制
構
築
に
取
り
組
み
ま
す
。

【
学
校
教
育
】

　
小
学
校
で
令
和
２
年
度
か
ら
、
中

学
校
で
令
和
３
年
度
か
ら
全
面
実
施

と
な
る
新
学
習
指
導
要
領
の
趣
旨
を

十
分
踏
ま
え
な
が
ら
、
日
々
の
学
習

指
導
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
研
究
指
定
事
業
の
情
報
発

信
と
研
究
成
果
の
共
有
化
、
市
独
自

の
学
力
調
査
を
実
施
し
、
一
人
一
人

の
課
題
や
改
善
点
を
よ
り
細
や
か
な

指
導
に
つ
な
げ
ま
す
。

　
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に
よ
る

１
人
１
台
端
末
を
活
用
な
ど
、Ｉ
Ｃ
Ｔ

活
用
の
指
定
研
究
を
推
進
し
ま
す
。

　
ま
た
、
新
た
に
英
語
力
向
上
事
業

と
い
た
し
ま
し
て
、
市
内
中
学
生
の

英
語
暗
唱
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
豊
か
な
心
と
体
を
育
む
教
育
に
つ

い
て
は
、
学
校
、
家
庭
、
地
域
が
連

携
し
た
心
の
教
育
の
充
実
と
と
も
に
、

小
学
校
か
ら
中
学
校
へ
の
円
滑
な
接

続
を
目
指
し
ま
す
。

　
部
活
動
に
お
い
て
は
、
各
学
校
に

お
け
る
活
動
方
針
の
公
表
・
遵
守
に

つ
い
て
指
導
し
ま
す
。

　
な
お
、
新
た
に
「
ふ
る
さ
と
平
和

学
習
推
進
事
業
」
を
実
施
し
、
平
和

を
よ
り
身
近
な
も
の
と
し
て
考
え
る

機
会
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
学
校
施
設
の
外
壁
等
、
非
構
造
部

材
の
耐
震
化
な
ど
に
加
え
、
教
室
不

足
に
対
応
す
る
た
め
校
舎
の
増
築
整

備
を
行
い
ま
す
。

【
生
涯
学
習
】

　
多
様
な
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
充
実

さ
せ
、
市
民
講
座
や
講
演
会
等
、
各

種
生
涯
学
習
事
業
を
展
開
し
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
の
豊
か
な
人
材
に
よ

る
様
々
な
学
び
の
機
会
を
提
供
す
る

「
地
域
子
ど
も
教
室
推
進
事
業
」
に
取

り
組
み
ま
す
。

【
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
】

　
ス
ポ
ー
ツ
大
会
・
教
室
の
充
実
と

参
加
促
進
に
つ
い
て
は
、
各
種
教
室

事
業
を
充
実
す
る
と
と
も
に
、
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
＆
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス

タ
の
開
催
な
ど
に
取
り
組
む
ほ
か
、

上
位
ス
ポ
ー
ツ
大
会
へ
出
場
・
活
躍

さ
れ
る
選
手
や
団
体
に
支
援
し
ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
団
体
・
指
導
者
の
育
成

に
つ
い
て
は
、
活
動
支
援
・
指
導
者

の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
努
め
ま
す
。

　「（
仮
称
）
雲
仙
市
新
小
浜
体
育
館
」

建
設
の
適
切
な
工
事
管
理
に
努
め
、

完
成
後
の
施
設
利
用
に
つ
い
て
取
り

ネ
ー
ジ
ャ
ー
事
業
」
を
活
用
し
、
市

民
と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
し
ま
す
。

　
地
域
づ
く
り
補
助
金
等
に
よ
り
、

市
民
活
動
団
体
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
な
ど
が
活
動
し
や
す
い
環
境
づ
く

り
を
進
め
ま
す
。

　
男
女
共
同
参
画
の
推
進
に
つ
い
て

は
、
第
３
次
雲
仙
市
男
女
共
同
参
画

計
画
に
基
づ
き
、「
男
女
が
互
い
に
認

め
合
い
、
尊
重
し
、
協
力
し
合
う
ま

ち
　
雲
仙
市
」
を
目
指
し
ま
す
。

　
人
権
啓
発
に
つ
い
て
は
、
正
し
い

理
解
と
認
識
を
深
め
る
た
め
、
人
権

相
談
所
の
開
設
を
は
じ
め
、
市
内
小

中
学
校
を
対
象
と
し
た
人
権
集
会
や

校
内
学
習
を
通
じ
た
啓
発
活
動
に
取

り
組
み
ま
す
。

【
行
政
運
営
】

　
民
間
活
力
の
活
用
に
つ
い
て
、「
地

域
活
性
化
起
業
人
制
度
」
を
活
用
し
、

民
間
企
業
等
の
社
員
の
受
け
入
れ
を

行
い
ま
す
。

　
ま
た
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
・
自
治

体
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
モ
デ
ル
事
業
の
採
択
に

向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

　
市
内
高
校
の
魅
力
づ
く
り
の
た
め
、

高
校
へ
の
支
援
を
行
い
ま
す
。
　

　
庁
舎
整
備
に
つ
い
て
は
、
引
き
続

き
「(

仮
称)

新
瑞
穂
総
合
支
所
」
の

整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。

　「
第
４
次
雲
仙
市
行
政
改
革
大
綱
」

に
よ
り
更
に
持
続
可
能
な
行
政
運
営

を
目
指
し
、
新
た
な
視
点
で
の
改
革

に
も
取
り
組
み
ま
す
。

　
行
政
手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
等
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に
つ
い
て
調
査
研
究
に

取
り
組
み
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

並
び
に
行
政
事
務
の
効
率
化
を
図
り

ま
す
。

　
職
員
の
能
力
開
発
や
意
識
改
革
、

市
民
と
の
協
働
意
識
の
醸
成
を
図
り
、

組
織
体
制
を
見
直
す
と
と
も
に
、
情

報
通
信
技
術
や
観
光
、
情
報
発
信
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
の
分
野

の
専
門
的
知
見
を
有
す
る
経
験
者
の

登
用
を
図
り
ま
す
。

【
財
政
運
営
】

　
市
税
の
口
座
振
替
推
進
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
地
方
税

の
申
告
や
納
付
等
の
電
子
化
の
促
進

な
ど
、
手
続
き
の
簡
素
化
に
取
り
組

み
ま
す
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
、
新
規

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
増
設
や
新
た
な

返
礼
品
の
開
発
、
広
報
宣
伝
活
動
・

リ
ピ
ー
タ
ー
対
策
等
へ
の
取
り
組
み

を
更
に
強
化
し
、
ま
た
、
企
業
版
ふ

る
さ
と
納
税
の
導
入
を
進
め
る
な
ど

寄
附
の
増
加
を
目
指
し
ま
す
。

　
市
公
共
施
設
の
適
正
配
置
と
将
来

的
な
財
政
負
担
の
軽
減
・
平
準
化
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
、「
雲
仙
市
公

共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
」
の
改
訂

に
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合

戦
略
を
内
包
し
た
「
第
２
次
雲
仙
市

総
合
計
画
」
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で

の
効
果
検
証
を
行
う
と
と
も
に
社
会

情
勢
の
変
化
等
も
踏
ま
え
た
後
期
基

本
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

機
関
に
対
す
る
要
望
活
動
に
取
り
組

み
ま
す
。

　
愛
野
町
か
ら
小
浜
町
ま
で
の
幹
線

道
路
整
備
に
つ
い
て
は
、
国
土
交
通

省
主
導
の
も
と
道
路
整
備
に
関
す
る

検
討
会
が
設
置
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ

り
、
一
般
国
道
57
号
の
代
替
道
路
整

備
実
現
に
向
け
、
積
極
的
に
取
り
組

み
ま
す
。

　
ま
た
、
一
般
国
道
２
５
１
号
に
お

け
る
交
通
安
全
対
策
・
自
然
災
害
防

除
の
各
事
業
に
つ
い
て
は
、
引
き
続

き
県
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
早

期
完
成
に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

　
市
道
に
つ
い
て
は
、
地
域
性
や
緊

急
性
を
考
慮
し
、
改
良
工
事
と
道
路

施
設
の
老
朽
化
に
伴
う
修
繕
・
補
修

工
事
を
計
画
的
に
実
施
し
ま
す
。

　
公
共
交
通
に
つ
い
て
は
、
市
民
の

皆
様
の
日
常
的
な
移
動
手
段
を
維
持
・

確
保
す
る
た
め
、
引
き
続
き
事
業
者

の
支
援
に
努
め
ま
す
。

　
九
州
新
幹
線
西
九
州
ル
ー
ト
の
開

業
に
つ
い
て
は
、
全
線
フ
ル
規
格
化

に
よ
る
整
備
の
実
現
に
向
け
、
関
係

機
関
と
連
携
す
る
と
と
も
に
、
２
０

２
２
年
度
秋
の
武
雄
温
泉
・
長
崎
間

の
開
業
効
果
が
最
大
限
波
及
す
る
よ

う
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

　
雲
仙
市
新
地
域
交
通
実
証
実
験
運

営
協
議
会
に
お
い
て
実
証
実
験
中
の

乗
り
合
い
送
迎
サ
ー
ビ
ス
「
チ
ョ
イ

ソ
コ
う
ん
ぜ
ん
」
に
つ
い
て
は
、
実

績
等
も
踏
ま
え
つ
つ
、
事
業
拡
張
も

視
野
に
持
続
可
能
な
地
域
交
通
の
確

立
に
向
け
て
の
研
究
を
進
め
ま
す
。

【
物
産
ブ
ラ
ン
ド
】

　
物
産
ブ
ラ
ン
ド
の
販
売
促
進
に
つ

い
て
は
、
本
市
の
農
畜
水
産
物
や
特

産
品
の
販
路
拡
大
に
向
け
た
支
援
を

行
い
、
都
市
部
企
業
等
と
連
携
を
図

り
、Ｐ
Ｒ
強
化
に
努
め
る
と
と
も
に
、

地
域
産
品
の
海
外
展
開
に
つ
い
て
、

中
小
企
業
や
団
体
等
の
輸
出
に
向
け

た
取
り
組
み
を
支
援
し
ま
す
。

【
商
工
業
・
企
業
誘
致
・
新
産
業
】

　
地
場
産
業
の
経
営
力
向
上
に
つ
い

て
は
、
運
転
資
金
や
設
備
資
金
に
対

す
る
融
資
制
度
等
に
よ
り
、
中
小
企

業
の
販
路
拡
大
や
新
商
品
の
開
発
、

機
械
設
備
等
の
取
得
を
支
援
し
ま
す
。

　
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
の
影
響
を
受
け
た
事
業
者

の
皆
様
へ
引
き
続
き
支
援
し
、
必
要

な
対
策
の
研
究
を
重
ね
ま
す
。

　
商
工
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
雲

仙
市
商
工
会
と
連
携
し
、
小
規
模
事

業
者
の
経
営
改
善
指
導
を
行
う
と
と

も
に
、
創
業
や
新
規
出
店
、
経
営
の

持
続
化
の
支
援
を
拡
充
し
ま
す
。

　
製
造
業
を
中
心
と
し
た
企
業
誘
致

の
推
進
を
図
り
、
経
済
の
活
性
化
と

雇
用
の
場
の
確
保
に
努
め
ま
す
。 

　
２
月
に
分
譲
開
始
し
た
「
吾
妻

町
下
工
業
団
地
」
に
続
き
、「
多
比
良

港
工
業
団
地
」
も
、
早
期
分
譲
で
き

る
よ
う
整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
働
き
や
す
い
職
場
環
境
づ
く
り
と

就
職
支
援
に
つ
い
て
は
、新
た
に
「
特

定
地
域
づ
く
り
事
業
協
同
組
合
」
設

立
・
運
営
の
支
援
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
若
者
の
地
元
就
職
支
援
に
つ
い
て

は
、
島
原
半
島
地
域
企
業
説
明
会
を

開
催
し
、
労
働
人
口
確
保
・
定
住
促

進
に
努
め
ま
す
。

【
観
光
・
交
流
】

　
観
光
振
興
に
つ
い
て
は
、
昨
年
６

月
に
「
雲
仙
市
観
光
戦
略
〜
雲
仙
温

泉
編
〜
」
を
策
定
し
て
お
り
、
令
和

３
年
度
は
、
小
浜
温
泉
と
雲
仙
温
泉

の
連
携
・
協
働
に
よ
る
観
光
戦
略
の

策
定
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
受
け
入
れ
環
境
の
整
備
に
つ
い
て

は
、
新
た
な
観
光
組
織
の
設
立
に
向

け
、
準
備
組
織
の
立
ち
上
げ
、
体
制

整
備
等
を
支
援
し
ま
す
。

　
宿
泊
施
設
整
備
へ
の
支
援
に
つ
い

て
は
、
大
規
模
建
築
物
の
安
全
面
の

強
化
に
向
け
、
耐
震
化
の
支
援
に
取

り
組
み
ま
す
。

　
国
内
外
の
誘
客
に
つ
い
て
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を

踏
ま
え
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
含
め

た
新
た
な
旅
の
ス
タ
イ
ル
な
ど
、
観

光
客
の
満
足
度
向
上
に
つ
な
が
る
取

り
組
み
を
行
う
と
と
も
に
、
新
し
い

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
な
ど
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
時
代
に
求

め
ら
れ
る
取
り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

【
道
路
・
公
共
交
通
】

　
地
域
高
規
格
道
路｢

島
原
道
路｣

に

つ
い
て
は
、
有
明
瑞
穂
バ
イ
パ
ス
の

事
業
化
に
よ
り
計
画
区
間
全
て
に
お

い
て
事
業
化
が
な
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

早
期
全
線
開
通
を
目
指
し
て
、
関
係

【
社
会
基
盤
】

　
地
震
等
の
災
害
に
強
い
住
環
境
を

目
指
し
、
住
宅
耐
震
化・危
険
ブ
ロ
ッ

ク
塀
除
却
費
の
補
助
制
度
の
周
知
に

努
め
な
が
ら
、
老
朽
危
険
空
家
除
却

費
・
住
宅
性
能
向
上
リ
フ
ォ
ー
ム
費

の
補
助
制
度
の
周
知
に
引
き
続
き
努

め
ま
す
。

　
ま
た
、
危
険
な
状
態
の
空
家
等
に

つ
い
て
は
、「
空
家
等
対
策
の
推
進
に

関
す
る
特
別
措
置
法
」
に
基
づ
き
、

必
要
な
助
言
、
指
導
等
を
行
い
ま
す
。

　
一
級
河
川
山
田
川
に
お
き
ま
し
て

は
、
河
川
の
拡
幅
に
伴
う
市
道
吾
妻

大
塚
・
土
井
線
の
船
津
橋
架
け
替
え

に
着
手
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

事
業
の
早
期
完
成
に
向
け
た
要
望
活

動
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
自
然
災
害
対
策
に
つ
い
て
は
、
老

朽
化
し
た
河
川
護
岸
の
修
繕
・
補
修

工
事
を
行
う
と
と
も
に
、
施
設
の
維

持
管
理
を
適
切
に
行
い
、
被
害
の
防

止
、
減
災
に
努
め
ま
す
。

　
ま
た
、
国
・
県
等
の
河
川
に
お
い

て
も
、
県
と
連
携
し
て
浚
渫
・
支
障

木
の
伐
採
・
除
草
作
業
な
ど
、
河
川

の
適
正
な
維
持
管
理
に
よ
り
氾
濫
被

害
の
防
止
を
図
る
と
と
も
に
、
河
川

整
備
、
急
傾
斜
対
策
に
取
り
組
み
、

防
災
、
減
災
に
努
め
ま
す
。

　
漁
港
海
岸
保
全
施
設
の
整
備
に
つ

い
て
は
、
台
風
等
の
高
潮
の
越
波
に

よ
る
被
害
か
ら
周
辺
住
民
の
生
命
・

財
産
を
守
る
た
め
、
海
岸
の
整
備
を

進
め
、
千
千
石
漁
港
海
岸
の
事
業
は
、

関
係
機
関
と
協
議
を
行
い
、
計
画
的

に
取
り
組
み
ま
す
。

【
上
下
水
道
】

　
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
適
切
な

水
道
事
業
の
運
営
を
図
り
、
安
全
・

安
心
な
水
道
水
の
安
定
的
な
供
給
に

努
め
、
計
画
的
に
配
水
管
を
耐
震
管

へ
更
新
し
、
老
朽
化
し
た
浄
水
場
の

電
気
計
装
設
備
等
を
整
備
し
ま
す
。

　
下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
公
営

企
業
会
計
の
適
用
に
よ
り
、
経
営
の

健
全
性
や
計
画
性
、
透
明
性
の
向
上

を
図
る
と
と
も
に
、
施
設
の
適
正
な

維
持
管
理
に
努
め
、
計
画
的
な
改
築

更
新
と
耐
震
化
を
進
め
ま
す
。

　
水
洗
化
率
の
向
上
に
つ
い
て
は
、

下
水
道
へ
の
接
続
と
あ
わ
せ
、
下
水

道
区
域
外
の
合
併
浄
化
槽
の
設
置
に

つ
い
て
も
、
引
き
続
き
推
進
し
ま
す
。

【
情
報
化
・
先
端
技
術
】

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て
は
、
光
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド

基
盤
整
備
に
つ
い
て
、
令
和
３
年
度

内
で
の
市
内
全
域
整
備
完
了
に
向
け
、

取
り
組
み
ま
す
。

【
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
】

　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
に

つ
い
て
は
、
木
質
系
バ
イ
オ
マ
ス
ボ

イ
ラ
ー
の
公
共
施
設
へ
の
導
入
に
向

け
て
取
り
組
み
を
進
め
る
と
と
も
に
、

畜
産
ふ
ん
尿
を
活
用
し
た
湿
潤
系
バ

イ
オ
マ
ス
発
電
に
つ
い
て
は
、
市
内

で
の
建
設
に
向
け
、
支
援
・
推
進
を

図
り
、
誘
致
に
努
め
ま
す
。

　
地
熱
発
電
に
つ
い
て
は
、
地
熱
資

源
の
保
護
・
活
用
に
関
す
る
条
例
に

よ
り
、
持
続
可
能
な
活
用
が
図
れ
る

よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

　
環
境
保
全
の
意
識
啓
発
の
た
め
、

産
業
と
交
流

２ 基
本
方
針
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今
後
も
、
雲
仙
市
の
未
来
が
確
か

な
発
展
を
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
全
力
を
傾
注
し
、
ま
い
進
し
て
い

く
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
議
員
並

び
に
市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

■
令
和
３
年
度
の
主
な
取
り
組
み

※

「
第
２
次
雲
仙
市
総
合
計
画
」
の

基
本
方
針
に
沿
っ
て
説
明
し
ま
す
。

【
出
会
い
・
結
婚
・
移
住
・
定
住
】

　
出
会
い
・
結
婚
の
支
援
に
つ
い
て

は
、「
雲
仙
市
　
新・子
育
て
応
援
パ
ッ

ケ
ー
ジ
」の
各
事
業
を
推
進
し
、特
に
、

年
齢
等
に
よ
り
結
婚
奨
励
金
の
対
象

外
と
な
っ
た
ご
夫
婦
が
出
産
さ
れ
た

場
合
に
も
奨
励
金
を
交
付
す
る
よ
う

拡
充
し
ま
す
。

　
移
住
・
定
住
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
移
住
・

定
住
に
特
化
し
た
ペ
ー
ジ
を
作
成
、

な
が
さ
き
移
住
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

と
連
携
を
図
り
、
本
市
の
魅
力
を
発

信
し
ま
す
。

　
関
係
人
口
の
創
出
に
つ
い
て
は
、

本
市
へ
の
移
住
・
定
住
を
促
進
す
る

た
め
、
都
市
部
の
方
々
を
対
象
と
し

た
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
等
に
取
り
組
み
、

市
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

【
子
育
て
支
援
】

　
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

事
業
で
母
子
保
健
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

■
３
期
目
の
市
政
運
営（
所
信
）に
つ
い
て

　
市
長
就
任
後
か
ら
、
本
市
の
重
要

課
題
で
あ
る
人
口
減
少
問
題
の
克
服
、

地
域
経
済
の
発
展
な
ど
の
本
市
地
方

創
生
の
確
立
に
向
け
た
取
り
組
み
に

努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
特
に
、
２
期
目
か
ら
は
、
子
育
て

世
代
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
る

「
雲
仙
市
　
新
・
子
育
て
応
援
パ
ッ

ケ
ー
ジ
」
の
構
築
や
農
業
分
野
に
お

け
る
大
型
農
地
整
備
の
推
進
、
企
業

誘
致
に
向
け
た
環
境
整
備
、「
雲
仙
市

観
光
戦
略
」
の
策
定
や
推
進
な
ど
、

各
分
野
に
お
い
て
着
実
な
推
進
に
努

め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
な
ど
、
従
来

の
課
題
に
加
え
、
雲
仙
市
の
未
来
を

創
る
た
め
の
新
た
な
課
題
が
見
え
て

き
た
こ
と
か
ら
立
候
補
を
決
意
し
、

無
投
票
に
て
当
選
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
改
め
て
、「
市
民
皆
様
の
お
声
に
真

摯
に
耳
を
傾
け
、
経
営
感
覚
を
持
っ

て
市
政
運
営
に
取
り
組
む
こ
と
」
を

信
念
と
し
、
雲
仙
市
の
価
値
を
最
大

限
に
高
め
ら
れ
る
よ
う
、
職
務
を
務

め
さ
せ
て
い
た
だ
く
所
存
で
す
。

　
雲
仙
市
が
更
に
飛
躍
す
る
た
め
に

は
、
こ
れ
ま
で
の
歩
み
を
止
め
る
こ

と
な
く
市
民
の
視
点
・
立
ち
位
置
で

の
市
政
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
最

小
限
の
行
政
コ
ス
ト
で
最
大
限
の
行

政
サ
ー
ビ
ス
を
基
本
と
し
、
前
例
に

と
ら
わ
れ
ず
新
た
な
政
策
に
も
挑
ん

で
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
私
は
、
２
期
８
年
で
実
感
し
た
成

果
と
課
題
を
踏
ま
え
、「
継
続
」と「
改

革
」
を
テ
ー
マ
に
掲
げ
、
次
の
７
つ

の
項
目
を
中
心
に
市
政
運
営
に
取
り

組
み
ま
す
。

【
３
期
目
の
取
り
組
み
項
目
】

①
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

対
策

②
市
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
防
災

対
策

③
暮
ら
し
と
経
済
の
基
盤
と
な
る
　

道
路
整
備
の
実
現

④
農
林
水
産
業
の
　
稼
ぐ
力
　
の

　
強
化

⑤
観
光
の
再
生
と
移
住
対
策
の
加
速

⑥
安
心
し
た
子
育
て
環
境
の
実
現

⑦
新
産
業
と
ま
ち
づ
く
り

タ
ー
に
よ
る
妊
婦
を
対
象
と
し
た
個

別
面
談
を
行
い
、
安
心
し
て
出
産
・

育
児
が
行
え
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。

　
ま
た
、
産
婦
健
診
事
業
、
子
育
て

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
業
、
地
域
子

育
て
支
援
拠
点
事
業
、
利
用
者
支
援

事
業
や
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業

を
継
続
し
ま
す
。

　
妊
娠
・
子
育
て
に
関
す
る
経
済
的

負
担
の
軽
減
に
つ
い
て
は
、
育
児
用

品
購
入
助
成
事
業
、
保
育
園
等
副
食

費
助
成
事
業
実
施
の
ほ
か
、
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
費
用
の
一
部
助

成
や
、
新
生
児
聴
覚
検
査
の
費
用
の

助
成
額
を
増
額
し
ま
す
。

　
特
定
不
妊
治
療
の
一
部
助
成
に
つ

い
て
は
、
国
の
制
度
改
正
に
伴
い
、

助
成
回
数
を
拡
充
し
、
助
成
対
象
者

に
事
実
婚
の
カ
ッ
プ
ル
を
加
え
る
こ

と
で
、
よ
り
広
く
支
援
し
ま
す
。

　
障
害
児
保
育
事
業
、
延
長
保
育
事

業
、
病
児
保
育
事
業
等
を
継
続
し
、

仕
事
と
子
育
て
を
両
立
で
き
る
環
境

づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

【
地
域
福
祉
・
高
齢
者
福
祉
】

　
地
域
福
祉
に
つ
い
て
は
、「
第
３
期

雲
仙
市
地
域
福
祉
計
画
」
に
基
づ
き
、

協
働
に
よ
る
地
域
に
根
ざ
し
た
支
え

合
い
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　
認
知
症
高
齢
者
等
に
対
す
る
個
人

賠
償
責
任
保
険
事
業
に
よ
り
、
認
知

症
の
方
と
そ
の
家
族
が
地
域
で
安
心

し
て
生
活
す
る
こ
と
が
で
き
る
環
境

整
備
に
努
め
ま
す
。

　
介
護
予
防
に
つ
い
て
は
、
保
健
事

業
と
介
護
予
防
の
一
体
的
な
実
施
に

取
り
組
み
、
成
年
後
見
制
度
利
用
支

援
事
業
に
つ
い
て
は
、
広
報
、
相
談

な
ど
の
機
能
を
強
化
し
ま
す
。

【
障
が
い
者
福
祉
】

　「
第
４
期
雲
仙
市
障
害
者
計
画
」
に

基
づ
き
、
相
談
支
援
体
制
の
充
実
・

強
化
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
日
常

生
活
の
支
援
に
つ
い
て
は
、
特
別
支

援
学
校
へ
の
通
学
支
援
の
拡
充
を
図

る
と
と
も
に
、
障
が
い
児
者
の
重
度

化
、
高
齢
化
や
「
親
亡
き
後
」
を
見

据
え
、
地
域
全
体
で
支
え
る
支
援
体

制
の
強
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

【
健
康
・
医
療
体
制
】

　
健
診
等
受
診
率
の
向
上
に
つ
い
て

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
を
講
じ
な
が
ら
、
受
診
勧
奨
や

健
診
の
周
知
、
個
別
の
保
健
指
導
や

健
康
教
室
を
実
施
し
、
生
活
習
慣
病

の
予
防
と
新
た
に
「
閉
塞
性
動
脈
硬

化
症
検
査
」
を
取
り
入
れ
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

つ
い
て
は
、
必
要
な
対
策
を
講
じ
る

と
と
も
に
、
ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接
種

に
つ
い
て
は
、
南
高
医
師
会
や
関
係

機
関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
接
種
体

制
を
整
備
し
、
接
種
時
期
や
接
種
方

法
な
ど
を
適
切
に
周
知
し
ま
す
。

　
市
民
主
体
の
健
康
づ
く
り
と
生
活

習
慣
病
予
防
の
た
め
、
食
に
関
す
る

正
し
い
知
識
の
普
及
啓
発
や
食
生
活

改
善
推
進
員
の
活
動
支
援
・
養
成
に

取
り
組
む
と
と
も
に
、
職
員
が
講
師

と
な
る
出
前
講
座「
キ
ラ
ッ
と
健
康
！

応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
引
き
続
き

取
り
組
み
ま
す
。

　
こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て

は
、「
雲
仙
市
自
殺
対
策
計
画
」
に
基

は
、
県
営
農
地
整
備
事
業
地
６
地
区

の
ほ
か
、
令
和
３
年
度
か
ら
新
規
採

択
の
吾
妻
町
横
田
地
区
の
事
業
推
進

と
南
串
山
町
荒
牧
尾
登
地
区
の
事
業

化
推
進
を
図
り
ま
す
。

　
小
規
模
団
地
の
農
地
整
備
に
つ
い

て
は
、
農
地
中
間
管
理
機
構
関
連
農

地
整
備
事
業
等
に
よ
り
、
事
業
推
進

組
織
５
地
区
の
事
業
化
を
進
め
ま
す
。

　
優
良
農
地
の
確
保
対
策
に
つ
い
て

は
、
農
地
中
間
管
理
機
構
を
介
し
た

担
い
手
へ
の
農
地
の
利
用
集
積
を
促

進
し
ま
す
。

　
人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
実
質
化
に
よ

り
農
地
利
用
の
最
適
化
を
推
進
し
、

耕
作
放
棄
地
の
実
態
把
握
や
違
反
転

用
の
早
期
発
見
・
防
止
を
目
的
と
し

た
農
業
委
員
会
の
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル

の
結
果
等
を
踏
ま
え
、
農
地
の
荒
廃

化
等
の
抑
制
や
有
利
な
基
盤
整
備
の

推
進
に
努
め
ま
す
。

　
令
和
３
年
度
か
ら
農
地
賃
借
の
下

限
面
積
を
引
き
下
げ
る
こ
と
に
よ
り
、

新
た
な
担
い
手
確
保
に
努
め
、「
農
地

情
報
バ
ン
ク
制
度
」
を
創
設
し
、
耕

作
放
棄
地
発
生
防
止
に
努
め
ま
す
。

　
ま
た
、「
雲
仙
市
空
き
家
バ
ン
ク
」

と
連
携
し
た
「
農
地
付
き
空
き
家
」

登
録
の
推
進
を
図
り
、
移
住
希
望
者

の
定
住
促
進
に
繋
げ
ま
す
。

　
有
害
鳥
獣
被
害
防
止
に
つ
い
て
は
、

鳥
害
対
策
事
業
の
活
用
に
よ
り
、
農

作
物
被
害
の
低
減
を
図
り
ま
す
。

　
中
山
間
地
域
の
農
業
生
産
活
動
の

維
持
・
発
展
や
地
域
の
活
性
化
等
の

推
進
に
努
め
、
農
産
物
の
品
質
向
上

に
つ
い
て
は
、
環
境
に
配
慮
し
た
農

づ
き
、
啓
発
活
動
や
お
守
り
型
の
相

談
窓
口
一
覧
の
配
布
等
、
適
切
な
相

談
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
自
殺
予
防

対
策
を
推
進
し
ま
す
。

　
医
療
・
救
急
体
制
に
つ
い
て
は
、

日
曜
、
休
日
の
在
宅
当
番
医
制
や
休

日
在
宅
歯
科
当
番
医
制
、
病
院
群
輪

番
制
を
南
高
医
師
会
や
島
原
南
高
歯

科
医
師
会
の
協
力
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
雲
仙
・
南
島
原
保
健
組
合

運
営
の
公
立
新
小
浜
病
院
（
新
名
称
・

公
立
小
浜
温
泉
病
院
）
に
つ
い
て
は
、

来
院
者
の
利
便
性
向
上
と
安
定
的
な

運
営
に
取
り
組
み
ま
す
。

【
暮
ら
し
の
安
全
確
保
】

　
地
域
防
災
体
制
の
強
化
に
つ
い
て

は
、
自
主
防
災
組
織
の
設
立
、
育
成
、

強
化
に
向
け
た
支
援
や
防
災
訓
練
等

を
推
進
し
、
災
害
発
生
時
に
迅
速
な

情
報
提
供
が
で
き
る
よ
う
、
防
災
情

報
シ
ス
テ
ム
の
整
備
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
避
難
所
に
お
け
る
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
防
止

対
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
小
浜
消
防
署
の
建
替
え
に
つ
い
て

は
、
消
防
力
向
上
対
策
検
討
委
員
会

の
検
討
結
果
を
踏
ま
え
、
県
央
地
域

広
域
市
町
村
圏
組
合
と
協
議
し
ま
す
。

　
防
犯
対
策
の
充
実
に
つ
い
て
は
、

自
治
会
が
行
う
防
犯
灯
整
備
支
援
・

防
犯
活
動
を
推
進
し
、
夜
間
に
お
け

る
犯
罪
の
防
止
と
安
全
確
保
に
努
め

ま
す
。

　
交
通
安
全
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て
は
、
高
齢
者
対
象
体
験
型
講
習
会

の
実
施
や
子
ど
も
の
交
通
安
全
教
育

に
取
り
組
み
ま
す
。

　
消
費
者
保
護
に
つ
い
て
は
、
消
費

者
相
談
が
増
加
し
て
お
り
、
消
費
者

被
害
の
未
然
防
止
に
努
め
ま
す
。

【
低
所
得
者
支
援
】

　
生
活
困
窮
者
支
援
に
つ
い
て
は
、

産
業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
資
格
を
有
す

る
就
労
支
援
員
を
配
置
し
、
自
立
・

相
談
支
援
、
就
労
支
援
な
ど
の
充
実

に
努
め
ま
す
。

　
生
活
保
護
に
つ
い
て
は
、
生
活
保

護
制
度
の
適
正
な
運
用
に
努
め
る
と

と
も
に
、
健
康
管
理
支
援
事
業
に
取

り
組
み
ま
す
。

【
農
業
】

　
担
い
手
の
確
保
・
育
成
対
策
に
つ

い
て
は
、
認
定
農
業
者
等
補
助
金
、

農
業
次
世
代
人
材
投
資
事
業
、
市
単

独
事
業
で
あ
る
新
規
就
農
者
移
住
促

進
事
業
を
活
用
し
、
ま
た
、
新
規
就

農
者
支
援
に
お
い
て
は
、
親
元
就
農

者
へ
の
支
援
策
と
し
て
、
農
業
機
械

導
入
や
農
業
施
設
整
備
に
対
す
る
補

助
を
拡
充
し
ま
す
。

　
集
落
営
農
組
織
の
育
成
対
策
に
つ

い
て
は
、
中
山
間
地
域
を
中
心
に
集

落
営
農
組
織
の
育
成
や
法
人
化
を
進

め
る
と
と
も
に
、
地
域
お
こ
し
協
力

隊
集
落
営
農
支
援
員
に
よ
る
農
村
集

落
の
活
性
化
や
地
域
資
源
の
情
報
発

信
を
図
り
ま
す
。

　
農
業
生
産
基
盤
の
整
備
に
つ
い
て

業
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

　
生
産
性
向
上
と
コ
ス
ト
縮
減
対
策

に
つ
い
て
は
、
情
報
技
術
の
利
活
用
、

高
性
能
農
業
機
械
・
施
設
の
導
入
等

に
よ
り
、
労
働
時
間
の
短
縮
や
生
産

性
向
上
に
努
め
、
ス
マ
ー
ト
農
業
に

つ
い
て
は
、
ド
ロ
ー
ン
の
導
入
や
ド

ロ
ー
ン
資
格
取
得
支
援
事
業
を
活
用

さ
れ
た
農
業
者
等
も
増
加
し
て
お
り
、

登
録
農
薬
の
拡
大
の
推
進
・
生
産
性

の
向
上
と
コ
ス
ト
縮
減
に
取
り
組
み

ま
す
。

　
優
良
畜
産
物
の
生
産
性
向
上
に
つ

い
て
は
、
各
種
補
助
事
業
を
活
用
し

た
施
設
整
備
や
規
模
拡
大
を
推
進
す

る
と
と
も
に
、
防
疫
体
制
の
強
化
を

図
り
、
安
全
・
安
心
な
畜
産
物
の
生

産
に
取
り
組
み
ま
す
。

【
林
業
】

　
認
定
林
業
事
業
体
へ
の
支
援
体
制

を
強
化
、
森
林
経
営
長
期
受
委
託
を

推
進
し
、
森
林
施
業
の
集
約
化
体
制

と
新
規
事
業
体
の
育
成
等
に
取
り
組

む
と
と
も
に
、
林
業
専
用
道
の
整
備

や
簡
易
で
耐
久
性
の
あ
る
路
網
の
開

設
を
推
進
し
ま
す
。

　
新
た
な
森
林
管
理
制
度
に
基
づ
き
、

未
整
備
森
林
の
解
消
を
図
り
、
持
続

的
な
森
林
資
源
の
維
持
に
努
め
る
と

と
も
に
、
森
林
資
源
の
育
成
・
確
保

に
つ
い
て
、
利
用
間
伐
を
中
心
と
し

た
森
林
整
備
を
推
進
し
ま
す
。
木
材

の
販
路
拡
大
に
つ
い
て
は
、
公
共
施

設
建
築
や
公
共
工
事
に
お
け
る
県
産

材
の
利
用
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
な
ど
、
新
た

な
販
路
拡
大
に
取
り
組
み
ま
す
。

【
水
産
業
】

　
水
産
業
に
つ
い
て
は
、
昨
年
４
月

に
諫
早
湾
漁
業
協
同
組
合
が
発
足
し

て
お
り
、
諫
早
市
・
県
と
連
携
し
、

支
援
を
継
続
し
ま
す
。

　
担
い
手
の
確
保
・
育
成
と
経
営
支

援
に
つ
い
て
は
、
県
と
連
携
し
、
新

規
漁
業
就
業
者
の
発
掘
と
漁
業
研
修

に
対
す
る
支
援
、
経
営
指
導
等
を
継

続
し
、
既
存
漁
業
者
の
経
営
安
定
と

後
継
者
の
育
成
を
図
り
ま
す
。

　
有
明
海
の
海
底
耕
耘
を
継
続
、
藻

場
、
干
潟
の
保
全
活
動
・
漂
流
漂
着

物
の
除
去
等
、
漁
船
の
省
エ
ネ
機
器

等
の
導
入
を
支
援
し
、
生
産
性
・
収

益
性
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　
漁
港
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

南
串
山
京
泊
漁
港
の
浮
桟
橋
・
橋
梁

の
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
大
型

船
の
係
留
、
漁
具
の
修
理
・
保
管
が

で
き
る
岸
壁
・
用
地
整
備
に
向
け
、

測
量
並
び
に
設
計
に
着
手
し
、
市
管

理
の
漁
港
に
つ
い
て
は
、
漁
港
の
機

能
回
復
を
図
る
対
策
工
事
に
着
手
し

ま
す
。

　
水
産
資
源
の
維
持
・
保
全
に
つ
い

て
は
、
種
苗
放
流
事
業
や
養
殖
産
地

協
議
会
が
取
り
組
む
収
益
性
の
高
い

養
殖
業
の
育
成
を
支
援
し
ま
す
。

　
諫
早
湾
干
拓
事
業
潮
受
堤
防
排
水

門
の
問
題
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
市
民
の
安
心
・

安
全
、
雲
仙
市
の
農
業
・

漁
業
を
守
る
こ
と
を
第
一

に
考
え
、
長
崎
県
・
諫
早

市
と
連
携
を
図
り
な
が
ら

対
処
し
ま
す
。

組
み
を
進
め
ま
す
。

　
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
成
功
に
向
け
、

５
月
７
日
に
行
わ
れ
る
予
定
の
聖
火

リ
レ
ー
の
運
営
や
競
技
応
援
観
戦
な

ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

【
歴
史
・
文
化
・
芸
術
】

　
文
化
財
の
保
存
・
活
用
に
つ
い
て

は
、
鍋
島
邸
の
積
極
的
な
活
用
に
努

め
、
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
の

景
観
復
元
の
た
め
の
調
査
研
究
、
修

理
・
修
景
事
業
を
通
し
て
、
町
並
み

景
観
の
保
存
に
取
り
組
む
ほ
か
、
県

営
基
盤
整
備
事
業
に
伴
う
埋
蔵
文
化

財
発
掘
調
査
を
実
施
し
、
調
査
成
果

や
遺
物
の
展
示
公
開
を
行
い
ま
す
。

　
芸
術
・
文
化
環
境
の
創
造
に
つ
い

て
は
、
雲
仙
市
文
化
会
館
自
主
文
化

事
業
振
興
会
な
ど
の
関
係
団
体
と
連

携
し
て
、
音
楽
・
舞
台
・
芸
術
公
演

や
文
化
団
体
等
の
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど

を
開
催
し
ま
す
。

【
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
】

　
自
治
会
活
動
の
支
援
に
つ
い
て
は
、

自
治
集
会
所
等
整
備
事
業
補
助
金
の

補
助
上
限
額
な
ど
を
拡
充
し
、
自
治

会
活
動
活
性
化
交
付
金
な
ど
の
支
援

を
行
い
、
ま
た
、
自
治
会
長
連
合
会

と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
自
治
会
へ

の
加
入
促
進
や
各
自
治
会
組
織
間
の

情
報
の
共
有
等
に
努
め
ま
す
。

　
ふ
る
さ
と
財
団
の
「
地
域
再
生
マ

環
境
教
育
等
の
充
実
や
環
境
保
全
活

動
の
支
援
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
不
法
投
棄
に
つ
い
て
は
監
視
体
制

を
維
持
し
、
協
定
を
締
結
し
て
い
る

市
内
郵
便
局
と
連
携
を
図
り
ま
す
。

　
ご
み
の
減
量
化
・
資
源
化
に
つ
い

て
は
、
ご
み
の
出
し
方
・
分
け
方
の

周
知
を
行
う
と
と
も
に
、
リ
サ
イ
ク

ル
推
進
の
た
め
、
小
型
電
子
機
器
類
・

古
紙
類
の
回
収
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
し
尿
処
理
体
制
に
つ
い
て
は
、
環

境
セ
ン
タ
ー
施
設
運
転
管
理
を
、
直

営
か
ら
民
間
委
託
等
を
視
野
に
効
率

的
な
体
制
構
築
に
取
り
組
み
ま
す
。

【
学
校
教
育
】

　
小
学
校
で
令
和
２
年
度
か
ら
、
中

学
校
で
令
和
３
年
度
か
ら
全
面
実
施

と
な
る
新
学
習
指
導
要
領
の
趣
旨
を

十
分
踏
ま
え
な
が
ら
、
日
々
の
学
習

指
導
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
研
究
指
定
事
業
の
情
報
発

信
と
研
究
成
果
の
共
有
化
、
市
独
自

の
学
力
調
査
を
実
施
し
、
一
人
一
人

の
課
題
や
改
善
点
を
よ
り
細
や
か
な

指
導
に
つ
な
げ
ま
す
。

　
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に
よ
る

１
人
１
台
端
末
を
活
用
な
ど
、Ｉ
Ｃ
Ｔ

活
用
の
指
定
研
究
を
推
進
し
ま
す
。

　
ま
た
、
新
た
に
英
語
力
向
上
事
業

と
い
た
し
ま
し
て
、
市
内
中
学
生
の

英
語
暗
唱
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
豊
か
な
心
と
体
を
育
む
教
育
に
つ

い
て
は
、
学
校
、
家
庭
、
地
域
が
連

携
し
た
心
の
教
育
の
充
実
と
と
も
に
、

小
学
校
か
ら
中
学
校
へ
の
円
滑
な
接

続
を
目
指
し
ま
す
。

　
部
活
動
に
お
い
て
は
、
各
学
校
に

お
け
る
活
動
方
針
の
公
表
・
遵
守
に

つ
い
て
指
導
し
ま
す
。

　
な
お
、
新
た
に
「
ふ
る
さ
と
平
和

学
習
推
進
事
業
」
を
実
施
し
、
平
和

を
よ
り
身
近
な
も
の
と
し
て
考
え
る

機
会
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
学
校
施
設
の
外
壁
等
、
非
構
造
部

材
の
耐
震
化
な
ど
に
加
え
、
教
室
不

足
に
対
応
す
る
た
め
校
舎
の
増
築
整

備
を
行
い
ま
す
。

【
生
涯
学
習
】

　
多
様
な
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
充
実

さ
せ
、
市
民
講
座
や
講
演
会
等
、
各

種
生
涯
学
習
事
業
を
展
開
し
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
の
豊
か
な
人
材
に
よ

る
様
々
な
学
び
の
機
会
を
提
供
す
る

「
地
域
子
ど
も
教
室
推
進
事
業
」
に
取

り
組
み
ま
す
。

【
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
】

　
ス
ポ
ー
ツ
大
会
・
教
室
の
充
実
と

参
加
促
進
に
つ
い
て
は
、
各
種
教
室

事
業
を
充
実
す
る
と
と
も
に
、
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
＆
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス

タ
の
開
催
な
ど
に
取
り
組
む
ほ
か
、

上
位
ス
ポ
ー
ツ
大
会
へ
出
場
・
活
躍

さ
れ
る
選
手
や
団
体
に
支
援
し
ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
団
体
・
指
導
者
の
育
成

に
つ
い
て
は
、
活
動
支
援
・
指
導
者

の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
努
め
ま
す
。

　「（
仮
称
）
雲
仙
市
新
小
浜
体
育
館
」

建
設
の
適
切
な
工
事
管
理
に
努
め
、

完
成
後
の
施
設
利
用
に
つ
い
て
取
り

ネ
ー
ジ
ャ
ー
事
業
」
を
活
用
し
、
市

民
と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
し
ま
す
。

　
地
域
づ
く
り
補
助
金
等
に
よ
り
、

市
民
活
動
団
体
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
な
ど
が
活
動
し
や
す
い
環
境
づ
く

り
を
進
め
ま
す
。

　
男
女
共
同
参
画
の
推
進
に
つ
い
て

は
、
第
３
次
雲
仙
市
男
女
共
同
参
画

計
画
に
基
づ
き
、「
男
女
が
互
い
に
認

め
合
い
、
尊
重
し
、
協
力
し
合
う
ま

ち
　
雲
仙
市
」
を
目
指
し
ま
す
。

　
人
権
啓
発
に
つ
い
て
は
、
正
し
い

理
解
と
認
識
を
深
め
る
た
め
、
人
権

相
談
所
の
開
設
を
は
じ
め
、
市
内
小

中
学
校
を
対
象
と
し
た
人
権
集
会
や

校
内
学
習
を
通
じ
た
啓
発
活
動
に
取

り
組
み
ま
す
。

【
行
政
運
営
】

　
民
間
活
力
の
活
用
に
つ
い
て
、「
地

域
活
性
化
起
業
人
制
度
」
を
活
用
し
、

民
間
企
業
等
の
社
員
の
受
け
入
れ
を

行
い
ま
す
。

　
ま
た
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
・
自
治

体
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
モ
デ
ル
事
業
の
採
択
に

向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

　
市
内
高
校
の
魅
力
づ
く
り
の
た
め
、

高
校
へ
の
支
援
を
行
い
ま
す
。
　

　
庁
舎
整
備
に
つ
い
て
は
、
引
き
続

き
「(

仮
称)

新
瑞
穂
総
合
支
所
」
の

整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。

　「
第
４
次
雲
仙
市
行
政
改
革
大
綱
」

に
よ
り
更
に
持
続
可
能
な
行
政
運
営

を
目
指
し
、
新
た
な
視
点
で
の
改
革

に
も
取
り
組
み
ま
す
。

　
行
政
手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
等
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に
つ
い
て
調
査
研
究
に

取
り
組
み
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

並
び
に
行
政
事
務
の
効
率
化
を
図
り

ま
す
。

　
職
員
の
能
力
開
発
や
意
識
改
革
、

市
民
と
の
協
働
意
識
の
醸
成
を
図
り
、

組
織
体
制
を
見
直
す
と
と
も
に
、
情

報
通
信
技
術
や
観
光
、
情
報
発
信
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
の
分
野

の
専
門
的
知
見
を
有
す
る
経
験
者
の

登
用
を
図
り
ま
す
。

【
財
政
運
営
】

　
市
税
の
口
座
振
替
推
進
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
地
方
税

の
申
告
や
納
付
等
の
電
子
化
の
促
進

な
ど
、
手
続
き
の
簡
素
化
に
取
り
組

み
ま
す
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
、
新
規

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
増
設
や
新
た
な

返
礼
品
の
開
発
、
広
報
宣
伝
活
動
・

リ
ピ
ー
タ
ー
対
策
等
へ
の
取
り
組
み

を
更
に
強
化
し
、
ま
た
、
企
業
版
ふ

る
さ
と
納
税
の
導
入
を
進
め
る
な
ど

寄
附
の
増
加
を
目
指
し
ま
す
。

　
市
公
共
施
設
の
適
正
配
置
と
将
来

的
な
財
政
負
担
の
軽
減
・
平
準
化
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
、「
雲
仙
市
公

共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
」
の
改
訂

に
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合

戦
略
を
内
包
し
た
「
第
２
次
雲
仙
市

総
合
計
画
」
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で

の
効
果
検
証
を
行
う
と
と
も
に
社
会

情
勢
の
変
化
等
も
踏
ま
え
た
後
期
基

本
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

令
和
３
年
度  

施
政
方
針

令
和
３
年
第
１
回
定
例
市
議
会
に
お
い
て
、
金
澤
市
長
が
述
べ
た

「
施
政
方
針
」を
整
理
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。（
施
政
方
針
と
は
、市

政
運
営
の
目
指
す
方
向
性
を
示
し
た
も
の
で
す
。）

機
関
に
対
す
る
要
望
活
動
に
取
り
組

み
ま
す
。

　
愛
野
町
か
ら
小
浜
町
ま
で
の
幹
線

道
路
整
備
に
つ
い
て
は
、
国
土
交
通

省
主
導
の
も
と
道
路
整
備
に
関
す
る

検
討
会
が
設
置
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ

り
、
一
般
国
道
57
号
の
代
替
道
路
整

備
実
現
に
向
け
、
積
極
的
に
取
り
組

み
ま
す
。

　
ま
た
、
一
般
国
道
２
５
１
号
に
お

け
る
交
通
安
全
対
策
・
自
然
災
害
防

除
の
各
事
業
に
つ
い
て
は
、
引
き
続

き
県
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
早

期
完
成
に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

　
市
道
に
つ
い
て
は
、
地
域
性
や
緊

急
性
を
考
慮
し
、
改
良
工
事
と
道
路

施
設
の
老
朽
化
に
伴
う
修
繕
・
補
修

工
事
を
計
画
的
に
実
施
し
ま
す
。

　
公
共
交
通
に
つ
い
て
は
、
市
民
の

皆
様
の
日
常
的
な
移
動
手
段
を
維
持
・

確
保
す
る
た
め
、
引
き
続
き
事
業
者

の
支
援
に
努
め
ま
す
。

　
九
州
新
幹
線
西
九
州
ル
ー
ト
の
開

業
に
つ
い
て
は
、
全
線
フ
ル
規
格
化

に
よ
る
整
備
の
実
現
に
向
け
、
関
係

機
関
と
連
携
す
る
と
と
も
に
、
２
０

２
２
年
度
秋
の
武
雄
温
泉
・
長
崎
間

の
開
業
効
果
が
最
大
限
波
及
す
る
よ

う
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

　
雲
仙
市
新
地
域
交
通
実
証
実
験
運

営
協
議
会
に
お
い
て
実
証
実
験
中
の

乗
り
合
い
送
迎
サ
ー
ビ
ス
「
チ
ョ
イ

ソ
コ
う
ん
ぜ
ん
」
に
つ
い
て
は
、
実

績
等
も
踏
ま
え
つ
つ
、
事
業
拡
張
も

視
野
に
持
続
可
能
な
地
域
交
通
の
確

立
に
向
け
て
の
研
究
を
進
め
ま
す
。

【
物
産
ブ
ラ
ン
ド
】

　
物
産
ブ
ラ
ン
ド
の
販
売
促
進
に
つ

い
て
は
、
本
市
の
農
畜
水
産
物
や
特

産
品
の
販
路
拡
大
に
向
け
た
支
援
を

行
い
、
都
市
部
企
業
等
と
連
携
を
図

り
、Ｐ
Ｒ
強
化
に
努
め
る
と
と
も
に
、

地
域
産
品
の
海
外
展
開
に
つ
い
て
、

中
小
企
業
や
団
体
等
の
輸
出
に
向
け

た
取
り
組
み
を
支
援
し
ま
す
。

【
商
工
業
・
企
業
誘
致
・
新
産
業
】

　
地
場
産
業
の
経
営
力
向
上
に
つ
い

て
は
、
運
転
資
金
や
設
備
資
金
に
対

す
る
融
資
制
度
等
に
よ
り
、
中
小
企

業
の
販
路
拡
大
や
新
商
品
の
開
発
、

機
械
設
備
等
の
取
得
を
支
援
し
ま
す
。

　
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
の
影
響
を
受
け
た
事
業
者

の
皆
様
へ
引
き
続
き
支
援
し
、
必
要

な
対
策
の
研
究
を
重
ね
ま
す
。

　
商
工
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
雲

仙
市
商
工
会
と
連
携
し
、
小
規
模
事

業
者
の
経
営
改
善
指
導
を
行
う
と
と

も
に
、
創
業
や
新
規
出
店
、
経
営
の

持
続
化
の
支
援
を
拡
充
し
ま
す
。

　
製
造
業
を
中
心
と
し
た
企
業
誘
致

の
推
進
を
図
り
、
経
済
の
活
性
化
と

雇
用
の
場
の
確
保
に
努
め
ま
す
。 

　
２
月
に
分
譲
開
始
し
た
「
吾
妻

町
下
工
業
団
地
」
に
続
き
、「
多
比
良

港
工
業
団
地
」
も
、
早
期
分
譲
で
き

る
よ
う
整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
働
き
や
す
い
職
場
環
境
づ
く
り
と

就
職
支
援
に
つ
い
て
は
、新
た
に
「
特

定
地
域
づ
く
り
事
業
協
同
組
合
」
設

立
・
運
営
の
支
援
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
若
者
の
地
元
就
職
支
援
に
つ
い
て

は
、
島
原
半
島
地
域
企
業
説
明
会
を

開
催
し
、
労
働
人
口
確
保
・
定
住
促

進
に
努
め
ま
す
。

【
観
光
・
交
流
】

　
観
光
振
興
に
つ
い
て
は
、
昨
年
６

月
に
「
雲
仙
市
観
光
戦
略
〜
雲
仙
温

泉
編
〜
」
を
策
定
し
て
お
り
、
令
和

３
年
度
は
、
小
浜
温
泉
と
雲
仙
温
泉

の
連
携
・
協
働
に
よ
る
観
光
戦
略
の

策
定
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
受
け
入
れ
環
境
の
整
備
に
つ
い
て

は
、
新
た
な
観
光
組
織
の
設
立
に
向

け
、
準
備
組
織
の
立
ち
上
げ
、
体
制

整
備
等
を
支
援
し
ま
す
。

　
宿
泊
施
設
整
備
へ
の
支
援
に
つ
い

て
は
、
大
規
模
建
築
物
の
安
全
面
の

強
化
に
向
け
、
耐
震
化
の
支
援
に
取

り
組
み
ま
す
。

　
国
内
外
の
誘
客
に
つ
い
て
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を

踏
ま
え
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
含
め

た
新
た
な
旅
の
ス
タ
イ
ル
な
ど
、
観

光
客
の
満
足
度
向
上
に
つ
な
が
る
取

り
組
み
を
行
う
と
と
も
に
、
新
し
い

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
な
ど
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
時
代
に
求

め
ら
れ
る
取
り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

【
道
路
・
公
共
交
通
】

　
地
域
高
規
格
道
路｢

島
原
道
路｣

に

つ
い
て
は
、
有
明
瑞
穂
バ
イ
パ
ス
の

事
業
化
に
よ
り
計
画
区
間
全
て
に
お

い
て
事
業
化
が
な
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

早
期
全
線
開
通
を
目
指
し
て
、
関
係

【
社
会
基
盤
】

　
地
震
等
の
災
害
に
強
い
住
環
境
を

目
指
し
、
住
宅
耐
震
化・危
険
ブ
ロ
ッ

ク
塀
除
却
費
の
補
助
制
度
の
周
知
に

努
め
な
が
ら
、
老
朽
危
険
空
家
除
却

費
・
住
宅
性
能
向
上
リ
フ
ォ
ー
ム
費

の
補
助
制
度
の
周
知
に
引
き
続
き
努

め
ま
す
。

　
ま
た
、
危
険
な
状
態
の
空
家
等
に

つ
い
て
は
、「
空
家
等
対
策
の
推
進
に

関
す
る
特
別
措
置
法
」
に
基
づ
き
、

必
要
な
助
言
、
指
導
等
を
行
い
ま
す
。

　
一
級
河
川
山
田
川
に
お
き
ま
し
て

は
、
河
川
の
拡
幅
に
伴
う
市
道
吾
妻

大
塚
・
土
井
線
の
船
津
橋
架
け
替
え

に
着
手
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

事
業
の
早
期
完
成
に
向
け
た
要
望
活

動
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
自
然
災
害
対
策
に
つ
い
て
は
、
老

朽
化
し
た
河
川
護
岸
の
修
繕
・
補
修

工
事
を
行
う
と
と
も
に
、
施
設
の
維

持
管
理
を
適
切
に
行
い
、
被
害
の
防

止
、
減
災
に
努
め
ま
す
。

　
ま
た
、
国
・
県
等
の
河
川
に
お
い

て
も
、
県
と
連
携
し
て
浚
渫
・
支
障

木
の
伐
採
・
除
草
作
業
な
ど
、
河
川

の
適
正
な
維
持
管
理
に
よ
り
氾
濫
被

害
の
防
止
を
図
る
と
と
も
に
、
河
川

整
備
、
急
傾
斜
対
策
に
取
り
組
み
、

防
災
、
減
災
に
努
め
ま
す
。

　
漁
港
海
岸
保
全
施
設
の
整
備
に
つ

い
て
は
、
台
風
等
の
高
潮
の
越
波
に

よ
る
被
害
か
ら
周
辺
住
民
の
生
命
・

財
産
を
守
る
た
め
、
海
岸
の
整
備
を

進
め
、
千
千
石
漁
港
海
岸
の
事
業
は
、

関
係
機
関
と
協
議
を
行
い
、
計
画
的

に
取
り
組
み
ま
す
。

【
上
下
水
道
】

　
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
適
切
な

水
道
事
業
の
運
営
を
図
り
、
安
全
・

安
心
な
水
道
水
の
安
定
的
な
供
給
に

努
め
、
計
画
的
に
配
水
管
を
耐
震
管

へ
更
新
し
、
老
朽
化
し
た
浄
水
場
の

電
気
計
装
設
備
等
を
整
備
し
ま
す
。

　
下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
公
営

企
業
会
計
の
適
用
に
よ
り
、
経
営
の

健
全
性
や
計
画
性
、
透
明
性
の
向
上

を
図
る
と
と
も
に
、
施
設
の
適
正
な

維
持
管
理
に
努
め
、
計
画
的
な
改
築

更
新
と
耐
震
化
を
進
め
ま
す
。

　
水
洗
化
率
の
向
上
に
つ
い
て
は
、

下
水
道
へ
の
接
続
と
あ
わ
せ
、
下
水

道
区
域
外
の
合
併
浄
化
槽
の
設
置
に

つ
い
て
も
、
引
き
続
き
推
進
し
ま
す
。

【
情
報
化
・
先
端
技
術
】

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て
は
、
光
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド

基
盤
整
備
に
つ
い
て
、
令
和
３
年
度

内
で
の
市
内
全
域
整
備
完
了
に
向
け
、

取
り
組
み
ま
す
。

【
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
】

　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
に

つ
い
て
は
、
木
質
系
バ
イ
オ
マ
ス
ボ

イ
ラ
ー
の
公
共
施
設
へ
の
導
入
に
向

け
て
取
り
組
み
を
進
め
る
と
と
も
に
、

畜
産
ふ
ん
尿
を
活
用
し
た
湿
潤
系
バ

イ
オ
マ
ス
発
電
に
つ
い
て
は
、
市
内

で
の
建
設
に
向
け
、
支
援
・
推
進
を

図
り
、
誘
致
に
努
め
ま
す
。

　
地
熱
発
電
に
つ
い
て
は
、
地
熱
資

源
の
保
護
・
活
用
に
関
す
る
条
例
に

よ
り
、
持
続
可
能
な
活
用
が
図
れ
る

よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

　
環
境
保
全
の
意
識
啓
発
の
た
め
、

暮
ら
し
と
安
心

１ 基
本
方
針

“

“
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今
後
も
、
雲
仙
市
の
未
来
が
確
か

な
発
展
を
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
全
力
を
傾
注
し
、
ま
い
進
し
て
い

く
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
議
員
並

び
に
市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

■
令
和
３
年
度
の
主
な
取
り
組
み

※

「
第
２
次
雲
仙
市
総
合
計
画
」
の

基
本
方
針
に
沿
っ
て
説
明
し
ま
す
。

【
出
会
い
・
結
婚
・
移
住
・
定
住
】

　
出
会
い
・
結
婚
の
支
援
に
つ
い
て

は
、「
雲
仙
市
　
新・子
育
て
応
援
パ
ッ

ケ
ー
ジ
」の
各
事
業
を
推
進
し
、特
に
、

年
齢
等
に
よ
り
結
婚
奨
励
金
の
対
象

外
と
な
っ
た
ご
夫
婦
が
出
産
さ
れ
た

場
合
に
も
奨
励
金
を
交
付
す
る
よ
う

拡
充
し
ま
す
。

　
移
住
・
定
住
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
移
住
・

定
住
に
特
化
し
た
ペ
ー
ジ
を
作
成
、

な
が
さ
き
移
住
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

と
連
携
を
図
り
、
本
市
の
魅
力
を
発

信
し
ま
す
。

　
関
係
人
口
の
創
出
に
つ
い
て
は
、

本
市
へ
の
移
住
・
定
住
を
促
進
す
る

た
め
、
都
市
部
の
方
々
を
対
象
と
し

た
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
等
に
取
り
組
み
、

市
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

【
子
育
て
支
援
】

　
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

事
業
で
母
子
保
健
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

■
３
期
目
の
市
政
運
営（
所
信
）に
つ
い
て

　
市
長
就
任
後
か
ら
、
本
市
の
重
要

課
題
で
あ
る
人
口
減
少
問
題
の
克
服
、

地
域
経
済
の
発
展
な
ど
の
本
市
地
方

創
生
の
確
立
に
向
け
た
取
り
組
み
に

努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
特
に
、
２
期
目
か
ら
は
、
子
育
て

世
代
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
る

「
雲
仙
市
　
新
・
子
育
て
応
援
パ
ッ

ケ
ー
ジ
」
の
構
築
や
農
業
分
野
に
お

け
る
大
型
農
地
整
備
の
推
進
、
企
業

誘
致
に
向
け
た
環
境
整
備
、「
雲
仙
市

観
光
戦
略
」
の
策
定
や
推
進
な
ど
、

各
分
野
に
お
い
て
着
実
な
推
進
に
努

め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
な
ど
、
従
来

の
課
題
に
加
え
、
雲
仙
市
の
未
来
を

創
る
た
め
の
新
た
な
課
題
が
見
え
て

き
た
こ
と
か
ら
立
候
補
を
決
意
し
、

無
投
票
に
て
当
選
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
改
め
て
、「
市
民
皆
様
の
お
声
に
真

摯
に
耳
を
傾
け
、
経
営
感
覚
を
持
っ

て
市
政
運
営
に
取
り
組
む
こ
と
」
を

信
念
と
し
、
雲
仙
市
の
価
値
を
最
大

限
に
高
め
ら
れ
る
よ
う
、
職
務
を
務

め
さ
せ
て
い
た
だ
く
所
存
で
す
。

　
雲
仙
市
が
更
に
飛
躍
す
る
た
め
に

は
、
こ
れ
ま
で
の
歩
み
を
止
め
る
こ

と
な
く
市
民
の
視
点
・
立
ち
位
置
で

の
市
政
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
最

小
限
の
行
政
コ
ス
ト
で
最
大
限
の
行

政
サ
ー
ビ
ス
を
基
本
と
し
、
前
例
に

と
ら
わ
れ
ず
新
た
な
政
策
に
も
挑
ん

で
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
私
は
、
２
期
８
年
で
実
感
し
た
成

果
と
課
題
を
踏
ま
え
、「
継
続
」と「
改

革
」
を
テ
ー
マ
に
掲
げ
、
次
の
７
つ

の
項
目
を
中
心
に
市
政
運
営
に
取
り

組
み
ま
す
。

【
３
期
目
の
取
り
組
み
項
目
】

①
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

対
策

②
市
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
防
災

対
策

③
暮
ら
し
と
経
済
の
基
盤
と
な
る
　

道
路
整
備
の
実
現

④
農
林
水
産
業
の
　
稼
ぐ
力
　
の

　
強
化

⑤
観
光
の
再
生
と
移
住
対
策
の
加
速

⑥
安
心
し
た
子
育
て
環
境
の
実
現

⑦
新
産
業
と
ま
ち
づ
く
り

タ
ー
に
よ
る
妊
婦
を
対
象
と
し
た
個

別
面
談
を
行
い
、
安
心
し
て
出
産
・

育
児
が
行
え
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。

　
ま
た
、
産
婦
健
診
事
業
、
子
育
て

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
業
、
地
域
子

育
て
支
援
拠
点
事
業
、
利
用
者
支
援

事
業
や
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業

を
継
続
し
ま
す
。

　
妊
娠
・
子
育
て
に
関
す
る
経
済
的

負
担
の
軽
減
に
つ
い
て
は
、
育
児
用

品
購
入
助
成
事
業
、
保
育
園
等
副
食

費
助
成
事
業
実
施
の
ほ
か
、
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
費
用
の
一
部
助

成
や
、
新
生
児
聴
覚
検
査
の
費
用
の

助
成
額
を
増
額
し
ま
す
。

　
特
定
不
妊
治
療
の
一
部
助
成
に
つ

い
て
は
、
国
の
制
度
改
正
に
伴
い
、

助
成
回
数
を
拡
充
し
、
助
成
対
象
者

に
事
実
婚
の
カ
ッ
プ
ル
を
加
え
る
こ

と
で
、
よ
り
広
く
支
援
し
ま
す
。

　
障
害
児
保
育
事
業
、
延
長
保
育
事

業
、
病
児
保
育
事
業
等
を
継
続
し
、

仕
事
と
子
育
て
を
両
立
で
き
る
環
境

づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

【
地
域
福
祉
・
高
齢
者
福
祉
】

　
地
域
福
祉
に
つ
い
て
は
、「
第
３
期

雲
仙
市
地
域
福
祉
計
画
」
に
基
づ
き
、

協
働
に
よ
る
地
域
に
根
ざ
し
た
支
え

合
い
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　
認
知
症
高
齢
者
等
に
対
す
る
個
人

賠
償
責
任
保
険
事
業
に
よ
り
、
認
知

症
の
方
と
そ
の
家
族
が
地
域
で
安
心

し
て
生
活
す
る
こ
と
が
で
き
る
環
境

整
備
に
努
め
ま
す
。

　
介
護
予
防
に
つ
い
て
は
、
保
健
事

業
と
介
護
予
防
の
一
体
的
な
実
施
に

取
り
組
み
、
成
年
後
見
制
度
利
用
支

援
事
業
に
つ
い
て
は
、
広
報
、
相
談

な
ど
の
機
能
を
強
化
し
ま
す
。

【
障
が
い
者
福
祉
】

　「
第
４
期
雲
仙
市
障
害
者
計
画
」
に

基
づ
き
、
相
談
支
援
体
制
の
充
実
・

強
化
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
日
常

生
活
の
支
援
に
つ
い
て
は
、
特
別
支

援
学
校
へ
の
通
学
支
援
の
拡
充
を
図

る
と
と
も
に
、
障
が
い
児
者
の
重
度

化
、
高
齢
化
や
「
親
亡
き
後
」
を
見

据
え
、
地
域
全
体
で
支
え
る
支
援
体

制
の
強
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

【
健
康
・
医
療
体
制
】

　
健
診
等
受
診
率
の
向
上
に
つ
い
て

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
を
講
じ
な
が
ら
、
受
診
勧
奨
や

健
診
の
周
知
、
個
別
の
保
健
指
導
や

健
康
教
室
を
実
施
し
、
生
活
習
慣
病

の
予
防
と
新
た
に
「
閉
塞
性
動
脈
硬

化
症
検
査
」
を
取
り
入
れ
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

つ
い
て
は
、
必
要
な
対
策
を
講
じ
る

と
と
も
に
、
ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接
種

に
つ
い
て
は
、
南
高
医
師
会
や
関
係

機
関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
接
種
体

制
を
整
備
し
、
接
種
時
期
や
接
種
方

法
な
ど
を
適
切
に
周
知
し
ま
す
。

　
市
民
主
体
の
健
康
づ
く
り
と
生
活

習
慣
病
予
防
の
た
め
、
食
に
関
す
る

正
し
い
知
識
の
普
及
啓
発
や
食
生
活

改
善
推
進
員
の
活
動
支
援
・
養
成
に

取
り
組
む
と
と
も
に
、
職
員
が
講
師

と
な
る
出
前
講
座「
キ
ラ
ッ
と
健
康
！

応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
引
き
続
き

取
り
組
み
ま
す
。

　
こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て

は
、「
雲
仙
市
自
殺
対
策
計
画
」
に
基

は
、
県
営
農
地
整
備
事
業
地
６
地
区

の
ほ
か
、
令
和
３
年
度
か
ら
新
規
採

択
の
吾
妻
町
横
田
地
区
の
事
業
推
進

と
南
串
山
町
荒
牧
尾
登
地
区
の
事
業

化
推
進
を
図
り
ま
す
。

　
小
規
模
団
地
の
農
地
整
備
に
つ
い

て
は
、
農
地
中
間
管
理
機
構
関
連
農

地
整
備
事
業
等
に
よ
り
、
事
業
推
進

組
織
５
地
区
の
事
業
化
を
進
め
ま
す
。

　
優
良
農
地
の
確
保
対
策
に
つ
い
て

は
、
農
地
中
間
管
理
機
構
を
介
し
た

担
い
手
へ
の
農
地
の
利
用
集
積
を
促

進
し
ま
す
。

　
人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
実
質
化
に
よ

り
農
地
利
用
の
最
適
化
を
推
進
し
、

耕
作
放
棄
地
の
実
態
把
握
や
違
反
転

用
の
早
期
発
見
・
防
止
を
目
的
と
し

た
農
業
委
員
会
の
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル

の
結
果
等
を
踏
ま
え
、
農
地
の
荒
廃

化
等
の
抑
制
や
有
利
な
基
盤
整
備
の

推
進
に
努
め
ま
す
。

　
令
和
３
年
度
か
ら
農
地
賃
借
の
下

限
面
積
を
引
き
下
げ
る
こ
と
に
よ
り
、

新
た
な
担
い
手
確
保
に
努
め
、「
農
地

情
報
バ
ン
ク
制
度
」
を
創
設
し
、
耕

作
放
棄
地
発
生
防
止
に
努
め
ま
す
。

　
ま
た
、「
雲
仙
市
空
き
家
バ
ン
ク
」

と
連
携
し
た
「
農
地
付
き
空
き
家
」

登
録
の
推
進
を
図
り
、
移
住
希
望
者

の
定
住
促
進
に
繋
げ
ま
す
。

　
有
害
鳥
獣
被
害
防
止
に
つ
い
て
は
、

鳥
害
対
策
事
業
の
活
用
に
よ
り
、
農

作
物
被
害
の
低
減
を
図
り
ま
す
。

　
中
山
間
地
域
の
農
業
生
産
活
動
の

維
持
・
発
展
や
地
域
の
活
性
化
等
の

推
進
に
努
め
、
農
産
物
の
品
質
向
上

に
つ
い
て
は
、
環
境
に
配
慮
し
た
農

づ
き
、
啓
発
活
動
や
お
守
り
型
の
相

談
窓
口
一
覧
の
配
布
等
、
適
切
な
相

談
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
自
殺
予
防

対
策
を
推
進
し
ま
す
。

　
医
療
・
救
急
体
制
に
つ
い
て
は
、

日
曜
、
休
日
の
在
宅
当
番
医
制
や
休

日
在
宅
歯
科
当
番
医
制
、
病
院
群
輪

番
制
を
南
高
医
師
会
や
島
原
南
高
歯

科
医
師
会
の
協
力
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
雲
仙
・
南
島
原
保
健
組
合

運
営
の
公
立
新
小
浜
病
院
（
新
名
称
・

公
立
小
浜
温
泉
病
院
）
に
つ
い
て
は
、

来
院
者
の
利
便
性
向
上
と
安
定
的
な

運
営
に
取
り
組
み
ま
す
。

【
暮
ら
し
の
安
全
確
保
】

　
地
域
防
災
体
制
の
強
化
に
つ
い
て

は
、
自
主
防
災
組
織
の
設
立
、
育
成
、

強
化
に
向
け
た
支
援
や
防
災
訓
練
等

を
推
進
し
、
災
害
発
生
時
に
迅
速
な

情
報
提
供
が
で
き
る
よ
う
、
防
災
情

報
シ
ス
テ
ム
の
整
備
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
避
難
所
に
お
け
る
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
防
止

対
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
小
浜
消
防
署
の
建
替
え
に
つ
い
て

は
、
消
防
力
向
上
対
策
検
討
委
員
会

の
検
討
結
果
を
踏
ま
え
、
県
央
地
域

広
域
市
町
村
圏
組
合
と
協
議
し
ま
す
。

　
防
犯
対
策
の
充
実
に
つ
い
て
は
、

自
治
会
が
行
う
防
犯
灯
整
備
支
援
・

防
犯
活
動
を
推
進
し
、
夜
間
に
お
け

る
犯
罪
の
防
止
と
安
全
確
保
に
努
め

ま
す
。

　
交
通
安
全
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て
は
、
高
齢
者
対
象
体
験
型
講
習
会

の
実
施
や
子
ど
も
の
交
通
安
全
教
育

に
取
り
組
み
ま
す
。

　
消
費
者
保
護
に
つ
い
て
は
、
消
費

者
相
談
が
増
加
し
て
お
り
、
消
費
者

被
害
の
未
然
防
止
に
努
め
ま
す
。

【
低
所
得
者
支
援
】

　
生
活
困
窮
者
支
援
に
つ
い
て
は
、

産
業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
資
格
を
有
す

る
就
労
支
援
員
を
配
置
し
、
自
立
・

相
談
支
援
、
就
労
支
援
な
ど
の
充
実

に
努
め
ま
す
。

　
生
活
保
護
に
つ
い
て
は
、
生
活
保

護
制
度
の
適
正
な
運
用
に
努
め
る
と

と
も
に
、
健
康
管
理
支
援
事
業
に
取

り
組
み
ま
す
。

【
農
業
】

　
担
い
手
の
確
保
・
育
成
対
策
に
つ

い
て
は
、
認
定
農
業
者
等
補
助
金
、

農
業
次
世
代
人
材
投
資
事
業
、
市
単

独
事
業
で
あ
る
新
規
就
農
者
移
住
促

進
事
業
を
活
用
し
、
ま
た
、
新
規
就

農
者
支
援
に
お
い
て
は
、
親
元
就
農

者
へ
の
支
援
策
と
し
て
、
農
業
機
械

導
入
や
農
業
施
設
整
備
に
対
す
る
補

助
を
拡
充
し
ま
す
。

　
集
落
営
農
組
織
の
育
成
対
策
に
つ

い
て
は
、
中
山
間
地
域
を
中
心
に
集

落
営
農
組
織
の
育
成
や
法
人
化
を
進

め
る
と
と
も
に
、
地
域
お
こ
し
協
力

隊
集
落
営
農
支
援
員
に
よ
る
農
村
集

落
の
活
性
化
や
地
域
資
源
の
情
報
発

信
を
図
り
ま
す
。

　
農
業
生
産
基
盤
の
整
備
に
つ
い
て

業
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

　
生
産
性
向
上
と
コ
ス
ト
縮
減
対
策

に
つ
い
て
は
、
情
報
技
術
の
利
活
用
、

高
性
能
農
業
機
械
・
施
設
の
導
入
等

に
よ
り
、
労
働
時
間
の
短
縮
や
生
産

性
向
上
に
努
め
、
ス
マ
ー
ト
農
業
に

つ
い
て
は
、
ド
ロ
ー
ン
の
導
入
や
ド

ロ
ー
ン
資
格
取
得
支
援
事
業
を
活
用

さ
れ
た
農
業
者
等
も
増
加
し
て
お
り
、

登
録
農
薬
の
拡
大
の
推
進
・
生
産
性

の
向
上
と
コ
ス
ト
縮
減
に
取
り
組
み

ま
す
。

　
優
良
畜
産
物
の
生
産
性
向
上
に
つ

い
て
は
、
各
種
補
助
事
業
を
活
用
し

た
施
設
整
備
や
規
模
拡
大
を
推
進
す

る
と
と
も
に
、
防
疫
体
制
の
強
化
を

図
り
、
安
全
・
安
心
な
畜
産
物
の
生

産
に
取
り
組
み
ま
す
。

【
林
業
】

　
認
定
林
業
事
業
体
へ
の
支
援
体
制

を
強
化
、
森
林
経
営
長
期
受
委
託
を

推
進
し
、
森
林
施
業
の
集
約
化
体
制

と
新
規
事
業
体
の
育
成
等
に
取
り
組

む
と
と
も
に
、
林
業
専
用
道
の
整
備

や
簡
易
で
耐
久
性
の
あ
る
路
網
の
開

設
を
推
進
し
ま
す
。

　
新
た
な
森
林
管
理
制
度
に
基
づ
き
、

未
整
備
森
林
の
解
消
を
図
り
、
持
続

的
な
森
林
資
源
の
維
持
に
努
め
る
と

と
も
に
、
森
林
資
源
の
育
成
・
確
保

に
つ
い
て
、
利
用
間
伐
を
中
心
と
し

た
森
林
整
備
を
推
進
し
ま
す
。
木
材

の
販
路
拡
大
に
つ
い
て
は
、
公
共
施

設
建
築
や
公
共
工
事
に
お
け
る
県
産

材
の
利
用
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
な
ど
、
新
た

な
販
路
拡
大
に
取
り
組
み
ま
す
。

【
水
産
業
】

　
水
産
業
に
つ
い
て
は
、
昨
年
４
月

に
諫
早
湾
漁
業
協
同
組
合
が
発
足
し

て
お
り
、
諫
早
市
・
県
と
連
携
し
、

支
援
を
継
続
し
ま
す
。

　
担
い
手
の
確
保
・
育
成
と
経
営
支

援
に
つ
い
て
は
、
県
と
連
携
し
、
新

規
漁
業
就
業
者
の
発
掘
と
漁
業
研
修

に
対
す
る
支
援
、
経
営
指
導
等
を
継

続
し
、
既
存
漁
業
者
の
経
営
安
定
と

後
継
者
の
育
成
を
図
り
ま
す
。

　
有
明
海
の
海
底
耕
耘
を
継
続
、
藻

場
、
干
潟
の
保
全
活
動
・
漂
流
漂
着

物
の
除
去
等
、
漁
船
の
省
エ
ネ
機
器

等
の
導
入
を
支
援
し
、
生
産
性
・
収

益
性
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　
漁
港
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

南
串
山
京
泊
漁
港
の
浮
桟
橋
・
橋
梁

の
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
大
型

船
の
係
留
、
漁
具
の
修
理
・
保
管
が

で
き
る
岸
壁
・
用
地
整
備
に
向
け
、

測
量
並
び
に
設
計
に
着
手
し
、
市
管

理
の
漁
港
に
つ
い
て
は
、
漁
港
の
機

能
回
復
を
図
る
対
策
工
事
に
着
手
し

ま
す
。

　
水
産
資
源
の
維
持
・
保
全
に
つ
い

て
は
、
種
苗
放
流
事
業
や
養
殖
産
地

協
議
会
が
取
り
組
む
収
益
性
の
高
い

養
殖
業
の
育
成
を
支
援
し
ま
す
。

　
諫
早
湾
干
拓
事
業
潮
受
堤
防
排
水

門
の
問
題
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
市
民
の
安
心
・

安
全
、
雲
仙
市
の
農
業
・

漁
業
を
守
る
こ
と
を
第
一

に
考
え
、
長
崎
県
・
諫
早

市
と
連
携
を
図
り
な
が
ら

対
処
し
ま
す
。

組
み
を
進
め
ま
す
。

　
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
成
功
に
向
け
、

５
月
７
日
に
行
わ
れ
る
予
定
の
聖
火

リ
レ
ー
の
運
営
や
競
技
応
援
観
戦
な

ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

【
歴
史
・
文
化
・
芸
術
】

　
文
化
財
の
保
存
・
活
用
に
つ
い
て

は
、
鍋
島
邸
の
積
極
的
な
活
用
に
努

め
、
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
の

景
観
復
元
の
た
め
の
調
査
研
究
、
修

理
・
修
景
事
業
を
通
し
て
、
町
並
み

景
観
の
保
存
に
取
り
組
む
ほ
か
、
県

営
基
盤
整
備
事
業
に
伴
う
埋
蔵
文
化

財
発
掘
調
査
を
実
施
し
、
調
査
成
果

や
遺
物
の
展
示
公
開
を
行
い
ま
す
。

　
芸
術
・
文
化
環
境
の
創
造
に
つ
い

て
は
、
雲
仙
市
文
化
会
館
自
主
文
化

事
業
振
興
会
な
ど
の
関
係
団
体
と
連

携
し
て
、
音
楽
・
舞
台
・
芸
術
公
演

や
文
化
団
体
等
の
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど

を
開
催
し
ま
す
。

【
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
】

　
自
治
会
活
動
の
支
援
に
つ
い
て
は
、

自
治
集
会
所
等
整
備
事
業
補
助
金
の

補
助
上
限
額
な
ど
を
拡
充
し
、
自
治

会
活
動
活
性
化
交
付
金
な
ど
の
支
援

を
行
い
、
ま
た
、
自
治
会
長
連
合
会

と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
自
治
会
へ

の
加
入
促
進
や
各
自
治
会
組
織
間
の

情
報
の
共
有
等
に
努
め
ま
す
。

　
ふ
る
さ
と
財
団
の
「
地
域
再
生
マ

環
境
教
育
等
の
充
実
や
環
境
保
全
活

動
の
支
援
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
不
法
投
棄
に
つ
い
て
は
監
視
体
制

を
維
持
し
、
協
定
を
締
結
し
て
い
る

市
内
郵
便
局
と
連
携
を
図
り
ま
す
。

　
ご
み
の
減
量
化
・
資
源
化
に
つ
い

て
は
、
ご
み
の
出
し
方
・
分
け
方
の

周
知
を
行
う
と
と
も
に
、
リ
サ
イ
ク

ル
推
進
の
た
め
、
小
型
電
子
機
器
類
・

古
紙
類
の
回
収
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
し
尿
処
理
体
制
に
つ
い
て
は
、
環

境
セ
ン
タ
ー
施
設
運
転
管
理
を
、
直

営
か
ら
民
間
委
託
等
を
視
野
に
効
率

的
な
体
制
構
築
に
取
り
組
み
ま
す
。

【
学
校
教
育
】

　
小
学
校
で
令
和
２
年
度
か
ら
、
中

学
校
で
令
和
３
年
度
か
ら
全
面
実
施

と
な
る
新
学
習
指
導
要
領
の
趣
旨
を

十
分
踏
ま
え
な
が
ら
、
日
々
の
学
習

指
導
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
研
究
指
定
事
業
の
情
報
発

信
と
研
究
成
果
の
共
有
化
、
市
独
自

の
学
力
調
査
を
実
施
し
、
一
人
一
人

の
課
題
や
改
善
点
を
よ
り
細
や
か
な

指
導
に
つ
な
げ
ま
す
。

　
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に
よ
る

１
人
１
台
端
末
を
活
用
な
ど
、Ｉ
Ｃ
Ｔ

活
用
の
指
定
研
究
を
推
進
し
ま
す
。

　
ま
た
、
新
た
に
英
語
力
向
上
事
業

と
い
た
し
ま
し
て
、
市
内
中
学
生
の

英
語
暗
唱
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
豊
か
な
心
と
体
を
育
む
教
育
に
つ

い
て
は
、
学
校
、
家
庭
、
地
域
が
連

携
し
た
心
の
教
育
の
充
実
と
と
も
に
、

小
学
校
か
ら
中
学
校
へ
の
円
滑
な
接

続
を
目
指
し
ま
す
。

　
部
活
動
に
お
い
て
は
、
各
学
校
に

お
け
る
活
動
方
針
の
公
表
・
遵
守
に

つ
い
て
指
導
し
ま
す
。

　
な
お
、
新
た
に
「
ふ
る
さ
と
平
和

学
習
推
進
事
業
」
を
実
施
し
、
平
和

を
よ
り
身
近
な
も
の
と
し
て
考
え
る

機
会
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
学
校
施
設
の
外
壁
等
、
非
構
造
部

材
の
耐
震
化
な
ど
に
加
え
、
教
室
不

足
に
対
応
す
る
た
め
校
舎
の
増
築
整

備
を
行
い
ま
す
。

【
生
涯
学
習
】

　
多
様
な
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
充
実

さ
せ
、
市
民
講
座
や
講
演
会
等
、
各

種
生
涯
学
習
事
業
を
展
開
し
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
の
豊
か
な
人
材
に
よ

る
様
々
な
学
び
の
機
会
を
提
供
す
る

「
地
域
子
ど
も
教
室
推
進
事
業
」
に
取

り
組
み
ま
す
。

【
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
】

　
ス
ポ
ー
ツ
大
会
・
教
室
の
充
実
と

参
加
促
進
に
つ
い
て
は
、
各
種
教
室

事
業
を
充
実
す
る
と
と
も
に
、
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
＆
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス

タ
の
開
催
な
ど
に
取
り
組
む
ほ
か
、

上
位
ス
ポ
ー
ツ
大
会
へ
出
場
・
活
躍

さ
れ
る
選
手
や
団
体
に
支
援
し
ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
団
体
・
指
導
者
の
育
成

に
つ
い
て
は
、
活
動
支
援
・
指
導
者

の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
努
め
ま
す
。

　「（
仮
称
）
雲
仙
市
新
小
浜
体
育
館
」

建
設
の
適
切
な
工
事
管
理
に
努
め
、

完
成
後
の
施
設
利
用
に
つ
い
て
取
り

ネ
ー
ジ
ャ
ー
事
業
」
を
活
用
し
、
市

民
と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
し
ま
す
。

　
地
域
づ
く
り
補
助
金
等
に
よ
り
、

市
民
活
動
団
体
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
な
ど
が
活
動
し
や
す
い
環
境
づ
く

り
を
進
め
ま
す
。

　
男
女
共
同
参
画
の
推
進
に
つ
い
て

は
、
第
３
次
雲
仙
市
男
女
共
同
参
画

計
画
に
基
づ
き
、「
男
女
が
互
い
に
認

め
合
い
、
尊
重
し
、
協
力
し
合
う
ま

ち
　
雲
仙
市
」
を
目
指
し
ま
す
。

　
人
権
啓
発
に
つ
い
て
は
、
正
し
い

理
解
と
認
識
を
深
め
る
た
め
、
人
権

相
談
所
の
開
設
を
は
じ
め
、
市
内
小

中
学
校
を
対
象
と
し
た
人
権
集
会
や

校
内
学
習
を
通
じ
た
啓
発
活
動
に
取

り
組
み
ま
す
。

【
行
政
運
営
】

　
民
間
活
力
の
活
用
に
つ
い
て
、「
地

域
活
性
化
起
業
人
制
度
」
を
活
用
し
、

民
間
企
業
等
の
社
員
の
受
け
入
れ
を

行
い
ま
す
。

　
ま
た
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
・
自
治

体
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
モ
デ
ル
事
業
の
採
択
に

向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

　
市
内
高
校
の
魅
力
づ
く
り
の
た
め
、

高
校
へ
の
支
援
を
行
い
ま
す
。
　

　
庁
舎
整
備
に
つ
い
て
は
、
引
き
続

き
「(

仮
称)

新
瑞
穂
総
合
支
所
」
の

整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。

　「
第
４
次
雲
仙
市
行
政
改
革
大
綱
」

に
よ
り
更
に
持
続
可
能
な
行
政
運
営

を
目
指
し
、
新
た
な
視
点
で
の
改
革

に
も
取
り
組
み
ま
す
。

　
行
政
手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
等
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に
つ
い
て
調
査
研
究
に

取
り
組
み
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

並
び
に
行
政
事
務
の
効
率
化
を
図
り

ま
す
。

　
職
員
の
能
力
開
発
や
意
識
改
革
、

市
民
と
の
協
働
意
識
の
醸
成
を
図
り
、

組
織
体
制
を
見
直
す
と
と
も
に
、
情

報
通
信
技
術
や
観
光
、
情
報
発
信
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
の
分
野

の
専
門
的
知
見
を
有
す
る
経
験
者
の

登
用
を
図
り
ま
す
。

【
財
政
運
営
】

　
市
税
の
口
座
振
替
推
進
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
地
方
税

の
申
告
や
納
付
等
の
電
子
化
の
促
進

な
ど
、
手
続
き
の
簡
素
化
に
取
り
組

み
ま
す
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
、
新
規

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
増
設
や
新
た
な

返
礼
品
の
開
発
、
広
報
宣
伝
活
動
・

リ
ピ
ー
タ
ー
対
策
等
へ
の
取
り
組
み

を
更
に
強
化
し
、
ま
た
、
企
業
版
ふ

る
さ
と
納
税
の
導
入
を
進
め
る
な
ど

寄
附
の
増
加
を
目
指
し
ま
す
。

　
市
公
共
施
設
の
適
正
配
置
と
将
来

的
な
財
政
負
担
の
軽
減
・
平
準
化
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
、「
雲
仙
市
公

共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
」
の
改
訂

に
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合

戦
略
を
内
包
し
た
「
第
２
次
雲
仙
市

総
合
計
画
」
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で

の
効
果
検
証
を
行
う
と
と
も
に
社
会

情
勢
の
変
化
等
も
踏
ま
え
た
後
期
基

本
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

機
関
に
対
す
る
要
望
活
動
に
取
り
組

み
ま
す
。

　
愛
野
町
か
ら
小
浜
町
ま
で
の
幹
線

道
路
整
備
に
つ
い
て
は
、
国
土
交
通

省
主
導
の
も
と
道
路
整
備
に
関
す
る

検
討
会
が
設
置
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ

り
、
一
般
国
道
57
号
の
代
替
道
路
整

備
実
現
に
向
け
、
積
極
的
に
取
り
組

み
ま
す
。

　
ま
た
、
一
般
国
道
２
５
１
号
に
お

け
る
交
通
安
全
対
策
・
自
然
災
害
防

除
の
各
事
業
に
つ
い
て
は
、
引
き
続

き
県
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
早

期
完
成
に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

　
市
道
に
つ
い
て
は
、
地
域
性
や
緊

急
性
を
考
慮
し
、
改
良
工
事
と
道
路

施
設
の
老
朽
化
に
伴
う
修
繕
・
補
修

工
事
を
計
画
的
に
実
施
し
ま
す
。

　
公
共
交
通
に
つ
い
て
は
、
市
民
の

皆
様
の
日
常
的
な
移
動
手
段
を
維
持
・

確
保
す
る
た
め
、
引
き
続
き
事
業
者

の
支
援
に
努
め
ま
す
。

　
九
州
新
幹
線
西
九
州
ル
ー
ト
の
開

業
に
つ
い
て
は
、
全
線
フ
ル
規
格
化

に
よ
る
整
備
の
実
現
に
向
け
、
関
係

機
関
と
連
携
す
る
と
と
も
に
、
２
０

２
２
年
度
秋
の
武
雄
温
泉
・
長
崎
間

の
開
業
効
果
が
最
大
限
波
及
す
る
よ

う
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

　
雲
仙
市
新
地
域
交
通
実
証
実
験
運

営
協
議
会
に
お
い
て
実
証
実
験
中
の

乗
り
合
い
送
迎
サ
ー
ビ
ス
「
チ
ョ
イ

ソ
コ
う
ん
ぜ
ん
」
に
つ
い
て
は
、
実

績
等
も
踏
ま
え
つ
つ
、
事
業
拡
張
も

視
野
に
持
続
可
能
な
地
域
交
通
の
確

立
に
向
け
て
の
研
究
を
進
め
ま
す
。

【
物
産
ブ
ラ
ン
ド
】

　
物
産
ブ
ラ
ン
ド
の
販
売
促
進
に
つ

い
て
は
、
本
市
の
農
畜
水
産
物
や
特

産
品
の
販
路
拡
大
に
向
け
た
支
援
を

行
い
、
都
市
部
企
業
等
と
連
携
を
図

り
、Ｐ
Ｒ
強
化
に
努
め
る
と
と
も
に
、

地
域
産
品
の
海
外
展
開
に
つ
い
て
、

中
小
企
業
や
団
体
等
の
輸
出
に
向
け

た
取
り
組
み
を
支
援
し
ま
す
。

【
商
工
業
・
企
業
誘
致
・
新
産
業
】

　
地
場
産
業
の
経
営
力
向
上
に
つ
い

て
は
、
運
転
資
金
や
設
備
資
金
に
対

す
る
融
資
制
度
等
に
よ
り
、
中
小
企

業
の
販
路
拡
大
や
新
商
品
の
開
発
、

機
械
設
備
等
の
取
得
を
支
援
し
ま
す
。

　
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
の
影
響
を
受
け
た
事
業
者

の
皆
様
へ
引
き
続
き
支
援
し
、
必
要

な
対
策
の
研
究
を
重
ね
ま
す
。

　
商
工
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
雲

仙
市
商
工
会
と
連
携
し
、
小
規
模
事

業
者
の
経
営
改
善
指
導
を
行
う
と
と

も
に
、
創
業
や
新
規
出
店
、
経
営
の

持
続
化
の
支
援
を
拡
充
し
ま
す
。

　
製
造
業
を
中
心
と
し
た
企
業
誘
致

の
推
進
を
図
り
、
経
済
の
活
性
化
と

雇
用
の
場
の
確
保
に
努
め
ま
す
。 

　
２
月
に
分
譲
開
始
し
た
「
吾
妻

町
下
工
業
団
地
」
に
続
き
、「
多
比
良

港
工
業
団
地
」
も
、
早
期
分
譲
で
き

る
よ
う
整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
働
き
や
す
い
職
場
環
境
づ
く
り
と

就
職
支
援
に
つ
い
て
は
、新
た
に
「
特

定
地
域
づ
く
り
事
業
協
同
組
合
」
設

立
・
運
営
の
支
援
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
若
者
の
地
元
就
職
支
援
に
つ
い
て

は
、
島
原
半
島
地
域
企
業
説
明
会
を

開
催
し
、
労
働
人
口
確
保
・
定
住
促

進
に
努
め
ま
す
。

【
観
光
・
交
流
】

　
観
光
振
興
に
つ
い
て
は
、
昨
年
６

月
に
「
雲
仙
市
観
光
戦
略
〜
雲
仙
温

泉
編
〜
」
を
策
定
し
て
お
り
、
令
和

３
年
度
は
、
小
浜
温
泉
と
雲
仙
温
泉

の
連
携
・
協
働
に
よ
る
観
光
戦
略
の

策
定
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
受
け
入
れ
環
境
の
整
備
に
つ
い
て

は
、
新
た
な
観
光
組
織
の
設
立
に
向

け
、
準
備
組
織
の
立
ち
上
げ
、
体
制

整
備
等
を
支
援
し
ま
す
。

　
宿
泊
施
設
整
備
へ
の
支
援
に
つ
い

て
は
、
大
規
模
建
築
物
の
安
全
面
の

強
化
に
向
け
、
耐
震
化
の
支
援
に
取

り
組
み
ま
す
。

　
国
内
外
の
誘
客
に
つ
い
て
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を

踏
ま
え
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
含
め

た
新
た
な
旅
の
ス
タ
イ
ル
な
ど
、
観

光
客
の
満
足
度
向
上
に
つ
な
が
る
取

り
組
み
を
行
う
と
と
も
に
、
新
し
い

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
な
ど
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
時
代
に
求

め
ら
れ
る
取
り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

【
道
路
・
公
共
交
通
】

　
地
域
高
規
格
道
路｢

島
原
道
路｣

に

つ
い
て
は
、
有
明
瑞
穂
バ
イ
パ
ス
の

事
業
化
に
よ
り
計
画
区
間
全
て
に
お

い
て
事
業
化
が
な
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

早
期
全
線
開
通
を
目
指
し
て
、
関
係

【
社
会
基
盤
】

　
地
震
等
の
災
害
に
強
い
住
環
境
を

目
指
し
、
住
宅
耐
震
化・危
険
ブ
ロ
ッ

ク
塀
除
却
費
の
補
助
制
度
の
周
知
に

努
め
な
が
ら
、
老
朽
危
険
空
家
除
却

費
・
住
宅
性
能
向
上
リ
フ
ォ
ー
ム
費

の
補
助
制
度
の
周
知
に
引
き
続
き
努

め
ま
す
。

　
ま
た
、
危
険
な
状
態
の
空
家
等
に

つ
い
て
は
、「
空
家
等
対
策
の
推
進
に

関
す
る
特
別
措
置
法
」
に
基
づ
き
、

必
要
な
助
言
、
指
導
等
を
行
い
ま
す
。

　
一
級
河
川
山
田
川
に
お
き
ま
し
て

は
、
河
川
の
拡
幅
に
伴
う
市
道
吾
妻

大
塚
・
土
井
線
の
船
津
橋
架
け
替
え

に
着
手
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

事
業
の
早
期
完
成
に
向
け
た
要
望
活

動
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
自
然
災
害
対
策
に
つ
い
て
は
、
老

朽
化
し
た
河
川
護
岸
の
修
繕
・
補
修

工
事
を
行
う
と
と
も
に
、
施
設
の
維

持
管
理
を
適
切
に
行
い
、
被
害
の
防

止
、
減
災
に
努
め
ま
す
。

　
ま
た
、
国
・
県
等
の
河
川
に
お
い

て
も
、
県
と
連
携
し
て
浚
渫
・
支
障

木
の
伐
採
・
除
草
作
業
な
ど
、
河
川

の
適
正
な
維
持
管
理
に
よ
り
氾
濫
被

害
の
防
止
を
図
る
と
と
も
に
、
河
川

整
備
、
急
傾
斜
対
策
に
取
り
組
み
、

防
災
、
減
災
に
努
め
ま
す
。

　
漁
港
海
岸
保
全
施
設
の
整
備
に
つ

い
て
は
、
台
風
等
の
高
潮
の
越
波
に

よ
る
被
害
か
ら
周
辺
住
民
の
生
命
・

財
産
を
守
る
た
め
、
海
岸
の
整
備
を

進
め
、
千
千
石
漁
港
海
岸
の
事
業
は
、

関
係
機
関
と
協
議
を
行
い
、
計
画
的

に
取
り
組
み
ま
す
。

【
上
下
水
道
】

　
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
適
切
な

水
道
事
業
の
運
営
を
図
り
、
安
全
・

安
心
な
水
道
水
の
安
定
的
な
供
給
に

努
め
、
計
画
的
に
配
水
管
を
耐
震
管

へ
更
新
し
、
老
朽
化
し
た
浄
水
場
の

電
気
計
装
設
備
等
を
整
備
し
ま
す
。

　
下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
公
営

企
業
会
計
の
適
用
に
よ
り
、
経
営
の

健
全
性
や
計
画
性
、
透
明
性
の
向
上

を
図
る
と
と
も
に
、
施
設
の
適
正
な

維
持
管
理
に
努
め
、
計
画
的
な
改
築

更
新
と
耐
震
化
を
進
め
ま
す
。

　
水
洗
化
率
の
向
上
に
つ
い
て
は
、

下
水
道
へ
の
接
続
と
あ
わ
せ
、
下
水

道
区
域
外
の
合
併
浄
化
槽
の
設
置
に

つ
い
て
も
、
引
き
続
き
推
進
し
ま
す
。

【
情
報
化
・
先
端
技
術
】

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て
は
、
光
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド

基
盤
整
備
に
つ
い
て
、
令
和
３
年
度

内
で
の
市
内
全
域
整
備
完
了
に
向
け
、

取
り
組
み
ま
す
。

【
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
】

　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
に

つ
い
て
は
、
木
質
系
バ
イ
オ
マ
ス
ボ

イ
ラ
ー
の
公
共
施
設
へ
の
導
入
に
向

け
て
取
り
組
み
を
進
め
る
と
と
も
に
、

畜
産
ふ
ん
尿
を
活
用
し
た
湿
潤
系
バ

イ
オ
マ
ス
発
電
に
つ
い
て
は
、
市
内

で
の
建
設
に
向
け
、
支
援
・
推
進
を

図
り
、
誘
致
に
努
め
ま
す
。

　
地
熱
発
電
に
つ
い
て
は
、
地
熱
資

源
の
保
護
・
活
用
に
関
す
る
条
例
に

よ
り
、
持
続
可
能
な
活
用
が
図
れ
る

よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

　
環
境
保
全
の
意
識
啓
発
の
た
め
、

社
会
基
盤
と
環
境

３ 基
本
方
針



● 広報うんぜん
令和  3年5月5

　
今
後
も
、
雲
仙
市
の
未
来
が
確
か

な
発
展
を
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
全
力
を
傾
注
し
、
ま
い
進
し
て
い

く
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
議
員
並

び
に
市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

■
令
和
３
年
度
の
主
な
取
り
組
み

※

「
第
２
次
雲
仙
市
総
合
計
画
」
の

基
本
方
針
に
沿
っ
て
説
明
し
ま
す
。

【
出
会
い
・
結
婚
・
移
住
・
定
住
】

　
出
会
い
・
結
婚
の
支
援
に
つ
い
て

は
、「
雲
仙
市
　
新・子
育
て
応
援
パ
ッ

ケ
ー
ジ
」の
各
事
業
を
推
進
し
、特
に
、

年
齢
等
に
よ
り
結
婚
奨
励
金
の
対
象

外
と
な
っ
た
ご
夫
婦
が
出
産
さ
れ
た

場
合
に
も
奨
励
金
を
交
付
す
る
よ
う

拡
充
し
ま
す
。

　
移
住
・
定
住
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
移
住
・

定
住
に
特
化
し
た
ペ
ー
ジ
を
作
成
、

な
が
さ
き
移
住
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

と
連
携
を
図
り
、
本
市
の
魅
力
を
発

信
し
ま
す
。

　
関
係
人
口
の
創
出
に
つ
い
て
は
、

本
市
へ
の
移
住
・
定
住
を
促
進
す
る

た
め
、
都
市
部
の
方
々
を
対
象
と
し

た
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
等
に
取
り
組
み
、

市
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

【
子
育
て
支
援
】

　
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

事
業
で
母
子
保
健
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

■
３
期
目
の
市
政
運
営（
所
信
）に
つ
い
て

　
市
長
就
任
後
か
ら
、
本
市
の
重
要

課
題
で
あ
る
人
口
減
少
問
題
の
克
服
、

地
域
経
済
の
発
展
な
ど
の
本
市
地
方

創
生
の
確
立
に
向
け
た
取
り
組
み
に

努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
特
に
、
２
期
目
か
ら
は
、
子
育
て

世
代
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
る

「
雲
仙
市
　
新
・
子
育
て
応
援
パ
ッ

ケ
ー
ジ
」
の
構
築
や
農
業
分
野
に
お

け
る
大
型
農
地
整
備
の
推
進
、
企
業

誘
致
に
向
け
た
環
境
整
備
、「
雲
仙
市

観
光
戦
略
」
の
策
定
や
推
進
な
ど
、

各
分
野
に
お
い
て
着
実
な
推
進
に
努

め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
な
ど
、
従
来

の
課
題
に
加
え
、
雲
仙
市
の
未
来
を

創
る
た
め
の
新
た
な
課
題
が
見
え
て

き
た
こ
と
か
ら
立
候
補
を
決
意
し
、

無
投
票
に
て
当
選
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
改
め
て
、「
市
民
皆
様
の
お
声
に
真

摯
に
耳
を
傾
け
、
経
営
感
覚
を
持
っ

て
市
政
運
営
に
取
り
組
む
こ
と
」
を

信
念
と
し
、
雲
仙
市
の
価
値
を
最
大

限
に
高
め
ら
れ
る
よ
う
、
職
務
を
務

め
さ
せ
て
い
た
だ
く
所
存
で
す
。

　
雲
仙
市
が
更
に
飛
躍
す
る
た
め
に

は
、
こ
れ
ま
で
の
歩
み
を
止
め
る
こ

と
な
く
市
民
の
視
点
・
立
ち
位
置
で

の
市
政
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
最

小
限
の
行
政
コ
ス
ト
で
最
大
限
の
行

政
サ
ー
ビ
ス
を
基
本
と
し
、
前
例
に

と
ら
わ
れ
ず
新
た
な
政
策
に
も
挑
ん

で
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
私
は
、
２
期
８
年
で
実
感
し
た
成

果
と
課
題
を
踏
ま
え
、「
継
続
」と「
改

革
」
を
テ
ー
マ
に
掲
げ
、
次
の
７
つ

の
項
目
を
中
心
に
市
政
運
営
に
取
り

組
み
ま
す
。

【
３
期
目
の
取
り
組
み
項
目
】

①
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

対
策

②
市
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
防
災

対
策

③
暮
ら
し
と
経
済
の
基
盤
と
な
る
　

道
路
整
備
の
実
現

④
農
林
水
産
業
の
　
稼
ぐ
力
　
の

　
強
化

⑤
観
光
の
再
生
と
移
住
対
策
の
加
速

⑥
安
心
し
た
子
育
て
環
境
の
実
現

⑦
新
産
業
と
ま
ち
づ
く
り

タ
ー
に
よ
る
妊
婦
を
対
象
と
し
た
個

別
面
談
を
行
い
、
安
心
し
て
出
産
・

育
児
が
行
え
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。

　
ま
た
、
産
婦
健
診
事
業
、
子
育
て

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
業
、
地
域
子

育
て
支
援
拠
点
事
業
、
利
用
者
支
援

事
業
や
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業

を
継
続
し
ま
す
。

　
妊
娠
・
子
育
て
に
関
す
る
経
済
的

負
担
の
軽
減
に
つ
い
て
は
、
育
児
用

品
購
入
助
成
事
業
、
保
育
園
等
副
食

費
助
成
事
業
実
施
の
ほ
か
、
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
費
用
の
一
部
助

成
や
、
新
生
児
聴
覚
検
査
の
費
用
の

助
成
額
を
増
額
し
ま
す
。

　
特
定
不
妊
治
療
の
一
部
助
成
に
つ

い
て
は
、
国
の
制
度
改
正
に
伴
い
、

助
成
回
数
を
拡
充
し
、
助
成
対
象
者

に
事
実
婚
の
カ
ッ
プ
ル
を
加
え
る
こ

と
で
、
よ
り
広
く
支
援
し
ま
す
。

　
障
害
児
保
育
事
業
、
延
長
保
育
事

業
、
病
児
保
育
事
業
等
を
継
続
し
、

仕
事
と
子
育
て
を
両
立
で
き
る
環
境

づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

【
地
域
福
祉
・
高
齢
者
福
祉
】

　
地
域
福
祉
に
つ
い
て
は
、「
第
３
期

雲
仙
市
地
域
福
祉
計
画
」
に
基
づ
き
、

協
働
に
よ
る
地
域
に
根
ざ
し
た
支
え

合
い
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　
認
知
症
高
齢
者
等
に
対
す
る
個
人

賠
償
責
任
保
険
事
業
に
よ
り
、
認
知

症
の
方
と
そ
の
家
族
が
地
域
で
安
心

し
て
生
活
す
る
こ
と
が
で
き
る
環
境

整
備
に
努
め
ま
す
。

　
介
護
予
防
に
つ
い
て
は
、
保
健
事

業
と
介
護
予
防
の
一
体
的
な
実
施
に

取
り
組
み
、
成
年
後
見
制
度
利
用
支

援
事
業
に
つ
い
て
は
、
広
報
、
相
談

な
ど
の
機
能
を
強
化
し
ま
す
。

【
障
が
い
者
福
祉
】

　「
第
４
期
雲
仙
市
障
害
者
計
画
」
に

基
づ
き
、
相
談
支
援
体
制
の
充
実
・

強
化
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
日
常

生
活
の
支
援
に
つ
い
て
は
、
特
別
支

援
学
校
へ
の
通
学
支
援
の
拡
充
を
図

る
と
と
も
に
、
障
が
い
児
者
の
重
度

化
、
高
齢
化
や
「
親
亡
き
後
」
を
見

据
え
、
地
域
全
体
で
支
え
る
支
援
体

制
の
強
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

【
健
康
・
医
療
体
制
】

　
健
診
等
受
診
率
の
向
上
に
つ
い
て

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
を
講
じ
な
が
ら
、
受
診
勧
奨
や

健
診
の
周
知
、
個
別
の
保
健
指
導
や

健
康
教
室
を
実
施
し
、
生
活
習
慣
病

の
予
防
と
新
た
に
「
閉
塞
性
動
脈
硬

化
症
検
査
」
を
取
り
入
れ
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

つ
い
て
は
、
必
要
な
対
策
を
講
じ
る

と
と
も
に
、
ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接
種

に
つ
い
て
は
、
南
高
医
師
会
や
関
係

機
関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
接
種
体

制
を
整
備
し
、
接
種
時
期
や
接
種
方

法
な
ど
を
適
切
に
周
知
し
ま
す
。

　
市
民
主
体
の
健
康
づ
く
り
と
生
活

習
慣
病
予
防
の
た
め
、
食
に
関
す
る

正
し
い
知
識
の
普
及
啓
発
や
食
生
活

改
善
推
進
員
の
活
動
支
援
・
養
成
に

取
り
組
む
と
と
も
に
、
職
員
が
講
師

と
な
る
出
前
講
座「
キ
ラ
ッ
と
健
康
！

応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
引
き
続
き

取
り
組
み
ま
す
。

　
こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て

は
、「
雲
仙
市
自
殺
対
策
計
画
」
に
基

は
、
県
営
農
地
整
備
事
業
地
６
地
区

の
ほ
か
、
令
和
３
年
度
か
ら
新
規
採

択
の
吾
妻
町
横
田
地
区
の
事
業
推
進

と
南
串
山
町
荒
牧
尾
登
地
区
の
事
業

化
推
進
を
図
り
ま
す
。

　
小
規
模
団
地
の
農
地
整
備
に
つ
い

て
は
、
農
地
中
間
管
理
機
構
関
連
農

地
整
備
事
業
等
に
よ
り
、
事
業
推
進

組
織
５
地
区
の
事
業
化
を
進
め
ま
す
。

　
優
良
農
地
の
確
保
対
策
に
つ
い
て

は
、
農
地
中
間
管
理
機
構
を
介
し
た

担
い
手
へ
の
農
地
の
利
用
集
積
を
促

進
し
ま
す
。

　
人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
実
質
化
に
よ

り
農
地
利
用
の
最
適
化
を
推
進
し
、

耕
作
放
棄
地
の
実
態
把
握
や
違
反
転

用
の
早
期
発
見
・
防
止
を
目
的
と
し

た
農
業
委
員
会
の
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル

の
結
果
等
を
踏
ま
え
、
農
地
の
荒
廃

化
等
の
抑
制
や
有
利
な
基
盤
整
備
の

推
進
に
努
め
ま
す
。

　
令
和
３
年
度
か
ら
農
地
賃
借
の
下

限
面
積
を
引
き
下
げ
る
こ
と
に
よ
り
、

新
た
な
担
い
手
確
保
に
努
め
、「
農
地

情
報
バ
ン
ク
制
度
」
を
創
設
し
、
耕

作
放
棄
地
発
生
防
止
に
努
め
ま
す
。

　
ま
た
、「
雲
仙
市
空
き
家
バ
ン
ク
」

と
連
携
し
た
「
農
地
付
き
空
き
家
」

登
録
の
推
進
を
図
り
、
移
住
希
望
者

の
定
住
促
進
に
繋
げ
ま
す
。

　
有
害
鳥
獣
被
害
防
止
に
つ
い
て
は
、

鳥
害
対
策
事
業
の
活
用
に
よ
り
、
農

作
物
被
害
の
低
減
を
図
り
ま
す
。

　
中
山
間
地
域
の
農
業
生
産
活
動
の

維
持
・
発
展
や
地
域
の
活
性
化
等
の

推
進
に
努
め
、
農
産
物
の
品
質
向
上

に
つ
い
て
は
、
環
境
に
配
慮
し
た
農

づ
き
、
啓
発
活
動
や
お
守
り
型
の
相

談
窓
口
一
覧
の
配
布
等
、
適
切
な
相

談
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
自
殺
予
防

対
策
を
推
進
し
ま
す
。

　
医
療
・
救
急
体
制
に
つ
い
て
は
、

日
曜
、
休
日
の
在
宅
当
番
医
制
や
休

日
在
宅
歯
科
当
番
医
制
、
病
院
群
輪

番
制
を
南
高
医
師
会
や
島
原
南
高
歯

科
医
師
会
の
協
力
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
雲
仙
・
南
島
原
保
健
組
合

運
営
の
公
立
新
小
浜
病
院
（
新
名
称
・

公
立
小
浜
温
泉
病
院
）
に
つ
い
て
は
、

来
院
者
の
利
便
性
向
上
と
安
定
的
な

運
営
に
取
り
組
み
ま
す
。

【
暮
ら
し
の
安
全
確
保
】

　
地
域
防
災
体
制
の
強
化
に
つ
い
て

は
、
自
主
防
災
組
織
の
設
立
、
育
成
、

強
化
に
向
け
た
支
援
や
防
災
訓
練
等

を
推
進
し
、
災
害
発
生
時
に
迅
速
な

情
報
提
供
が
で
き
る
よ
う
、
防
災
情

報
シ
ス
テ
ム
の
整
備
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
避
難
所
に
お
け
る
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
防
止

対
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
小
浜
消
防
署
の
建
替
え
に
つ
い
て

は
、
消
防
力
向
上
対
策
検
討
委
員
会

の
検
討
結
果
を
踏
ま
え
、
県
央
地
域

広
域
市
町
村
圏
組
合
と
協
議
し
ま
す
。

　
防
犯
対
策
の
充
実
に
つ
い
て
は
、

自
治
会
が
行
う
防
犯
灯
整
備
支
援
・

防
犯
活
動
を
推
進
し
、
夜
間
に
お
け

る
犯
罪
の
防
止
と
安
全
確
保
に
努
め

ま
す
。

　
交
通
安
全
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て
は
、
高
齢
者
対
象
体
験
型
講
習
会

の
実
施
や
子
ど
も
の
交
通
安
全
教
育

に
取
り
組
み
ま
す
。

　
消
費
者
保
護
に
つ
い
て
は
、
消
費

者
相
談
が
増
加
し
て
お
り
、
消
費
者

被
害
の
未
然
防
止
に
努
め
ま
す
。

【
低
所
得
者
支
援
】

　
生
活
困
窮
者
支
援
に
つ
い
て
は
、

産
業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
資
格
を
有
す

る
就
労
支
援
員
を
配
置
し
、
自
立
・

相
談
支
援
、
就
労
支
援
な
ど
の
充
実

に
努
め
ま
す
。

　
生
活
保
護
に
つ
い
て
は
、
生
活
保

護
制
度
の
適
正
な
運
用
に
努
め
る
と

と
も
に
、
健
康
管
理
支
援
事
業
に
取

り
組
み
ま
す
。

【
農
業
】

　
担
い
手
の
確
保
・
育
成
対
策
に
つ

い
て
は
、
認
定
農
業
者
等
補
助
金
、

農
業
次
世
代
人
材
投
資
事
業
、
市
単

独
事
業
で
あ
る
新
規
就
農
者
移
住
促

進
事
業
を
活
用
し
、
ま
た
、
新
規
就

農
者
支
援
に
お
い
て
は
、
親
元
就
農

者
へ
の
支
援
策
と
し
て
、
農
業
機
械

導
入
や
農
業
施
設
整
備
に
対
す
る
補

助
を
拡
充
し
ま
す
。

　
集
落
営
農
組
織
の
育
成
対
策
に
つ

い
て
は
、
中
山
間
地
域
を
中
心
に
集

落
営
農
組
織
の
育
成
や
法
人
化
を
進

め
る
と
と
も
に
、
地
域
お
こ
し
協
力

隊
集
落
営
農
支
援
員
に
よ
る
農
村
集

落
の
活
性
化
や
地
域
資
源
の
情
報
発

信
を
図
り
ま
す
。

　
農
業
生
産
基
盤
の
整
備
に
つ
い
て

業
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

　
生
産
性
向
上
と
コ
ス
ト
縮
減
対
策

に
つ
い
て
は
、
情
報
技
術
の
利
活
用
、

高
性
能
農
業
機
械
・
施
設
の
導
入
等

に
よ
り
、
労
働
時
間
の
短
縮
や
生
産

性
向
上
に
努
め
、
ス
マ
ー
ト
農
業
に

つ
い
て
は
、
ド
ロ
ー
ン
の
導
入
や
ド

ロ
ー
ン
資
格
取
得
支
援
事
業
を
活
用

さ
れ
た
農
業
者
等
も
増
加
し
て
お
り
、

登
録
農
薬
の
拡
大
の
推
進
・
生
産
性

の
向
上
と
コ
ス
ト
縮
減
に
取
り
組
み

ま
す
。

　
優
良
畜
産
物
の
生
産
性
向
上
に
つ

い
て
は
、
各
種
補
助
事
業
を
活
用
し

た
施
設
整
備
や
規
模
拡
大
を
推
進
す

る
と
と
も
に
、
防
疫
体
制
の
強
化
を

図
り
、
安
全
・
安
心
な
畜
産
物
の
生

産
に
取
り
組
み
ま
す
。

【
林
業
】

　
認
定
林
業
事
業
体
へ
の
支
援
体
制

を
強
化
、
森
林
経
営
長
期
受
委
託
を

推
進
し
、
森
林
施
業
の
集
約
化
体
制

と
新
規
事
業
体
の
育
成
等
に
取
り
組

む
と
と
も
に
、
林
業
専
用
道
の
整
備

や
簡
易
で
耐
久
性
の
あ
る
路
網
の
開

設
を
推
進
し
ま
す
。

　
新
た
な
森
林
管
理
制
度
に
基
づ
き
、

未
整
備
森
林
の
解
消
を
図
り
、
持
続

的
な
森
林
資
源
の
維
持
に
努
め
る
と

と
も
に
、
森
林
資
源
の
育
成
・
確
保

に
つ
い
て
、
利
用
間
伐
を
中
心
と
し

た
森
林
整
備
を
推
進
し
ま
す
。
木
材

の
販
路
拡
大
に
つ
い
て
は
、
公
共
施

設
建
築
や
公
共
工
事
に
お
け
る
県
産

材
の
利
用
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
な
ど
、
新
た

な
販
路
拡
大
に
取
り
組
み
ま
す
。

【
水
産
業
】

　
水
産
業
に
つ
い
て
は
、
昨
年
４
月

に
諫
早
湾
漁
業
協
同
組
合
が
発
足
し

て
お
り
、
諫
早
市
・
県
と
連
携
し
、

支
援
を
継
続
し
ま
す
。

　
担
い
手
の
確
保
・
育
成
と
経
営
支

援
に
つ
い
て
は
、
県
と
連
携
し
、
新

規
漁
業
就
業
者
の
発
掘
と
漁
業
研
修

に
対
す
る
支
援
、
経
営
指
導
等
を
継

続
し
、
既
存
漁
業
者
の
経
営
安
定
と

後
継
者
の
育
成
を
図
り
ま
す
。

　
有
明
海
の
海
底
耕
耘
を
継
続
、
藻

場
、
干
潟
の
保
全
活
動
・
漂
流
漂
着

物
の
除
去
等
、
漁
船
の
省
エ
ネ
機
器

等
の
導
入
を
支
援
し
、
生
産
性
・
収

益
性
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　
漁
港
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

南
串
山
京
泊
漁
港
の
浮
桟
橋
・
橋
梁

の
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
大
型

船
の
係
留
、
漁
具
の
修
理
・
保
管
が

で
き
る
岸
壁
・
用
地
整
備
に
向
け
、

測
量
並
び
に
設
計
に
着
手
し
、
市
管

理
の
漁
港
に
つ
い
て
は
、
漁
港
の
機

能
回
復
を
図
る
対
策
工
事
に
着
手
し

ま
す
。

　
水
産
資
源
の
維
持
・
保
全
に
つ
い

て
は
、
種
苗
放
流
事
業
や
養
殖
産
地

協
議
会
が
取
り
組
む
収
益
性
の
高
い

養
殖
業
の
育
成
を
支
援
し
ま
す
。

　
諫
早
湾
干
拓
事
業
潮
受
堤
防
排
水

門
の
問
題
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
市
民
の
安
心
・

安
全
、
雲
仙
市
の
農
業
・

漁
業
を
守
る
こ
と
を
第
一

に
考
え
、
長
崎
県
・
諫
早

市
と
連
携
を
図
り
な
が
ら

対
処
し
ま
す
。

組
み
を
進
め
ま
す
。

　
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
成
功
に
向
け
、

５
月
７
日
に
行
わ
れ
る
予
定
の
聖
火

リ
レ
ー
の
運
営
や
競
技
応
援
観
戦
な

ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

【
歴
史
・
文
化
・
芸
術
】

　
文
化
財
の
保
存
・
活
用
に
つ
い
て

は
、
鍋
島
邸
の
積
極
的
な
活
用
に
努

め
、
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
の

景
観
復
元
の
た
め
の
調
査
研
究
、
修

理
・
修
景
事
業
を
通
し
て
、
町
並
み

景
観
の
保
存
に
取
り
組
む
ほ
か
、
県

営
基
盤
整
備
事
業
に
伴
う
埋
蔵
文
化

財
発
掘
調
査
を
実
施
し
、
調
査
成
果

や
遺
物
の
展
示
公
開
を
行
い
ま
す
。

　
芸
術
・
文
化
環
境
の
創
造
に
つ
い

て
は
、
雲
仙
市
文
化
会
館
自
主
文
化

事
業
振
興
会
な
ど
の
関
係
団
体
と
連

携
し
て
、
音
楽
・
舞
台
・
芸
術
公
演

や
文
化
団
体
等
の
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど

を
開
催
し
ま
す
。

【
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
】

　
自
治
会
活
動
の
支
援
に
つ
い
て
は
、

自
治
集
会
所
等
整
備
事
業
補
助
金
の

補
助
上
限
額
な
ど
を
拡
充
し
、
自
治

会
活
動
活
性
化
交
付
金
な
ど
の
支
援

を
行
い
、
ま
た
、
自
治
会
長
連
合
会

と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
自
治
会
へ

の
加
入
促
進
や
各
自
治
会
組
織
間
の

情
報
の
共
有
等
に
努
め
ま
す
。

　
ふ
る
さ
と
財
団
の
「
地
域
再
生
マ

環
境
教
育
等
の
充
実
や
環
境
保
全
活

動
の
支
援
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
不
法
投
棄
に
つ
い
て
は
監
視
体
制

を
維
持
し
、
協
定
を
締
結
し
て
い
る

市
内
郵
便
局
と
連
携
を
図
り
ま
す
。

　
ご
み
の
減
量
化
・
資
源
化
に
つ
い

て
は
、
ご
み
の
出
し
方
・
分
け
方
の

周
知
を
行
う
と
と
も
に
、
リ
サ
イ
ク

ル
推
進
の
た
め
、
小
型
電
子
機
器
類
・

古
紙
類
の
回
収
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
し
尿
処
理
体
制
に
つ
い
て
は
、
環

境
セ
ン
タ
ー
施
設
運
転
管
理
を
、
直

営
か
ら
民
間
委
託
等
を
視
野
に
効
率

的
な
体
制
構
築
に
取
り
組
み
ま
す
。

【
学
校
教
育
】

　
小
学
校
で
令
和
２
年
度
か
ら
、
中

学
校
で
令
和
３
年
度
か
ら
全
面
実
施

と
な
る
新
学
習
指
導
要
領
の
趣
旨
を

十
分
踏
ま
え
な
が
ら
、
日
々
の
学
習

指
導
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
研
究
指
定
事
業
の
情
報
発

信
と
研
究
成
果
の
共
有
化
、
市
独
自

の
学
力
調
査
を
実
施
し
、
一
人
一
人

の
課
題
や
改
善
点
を
よ
り
細
や
か
な

指
導
に
つ
な
げ
ま
す
。

　
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に
よ
る

１
人
１
台
端
末
を
活
用
な
ど
、Ｉ
Ｃ
Ｔ

活
用
の
指
定
研
究
を
推
進
し
ま
す
。

　
ま
た
、
新
た
に
英
語
力
向
上
事
業

と
い
た
し
ま
し
て
、
市
内
中
学
生
の

英
語
暗
唱
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
豊
か
な
心
と
体
を
育
む
教
育
に
つ

い
て
は
、
学
校
、
家
庭
、
地
域
が
連

携
し
た
心
の
教
育
の
充
実
と
と
も
に
、

小
学
校
か
ら
中
学
校
へ
の
円
滑
な
接

続
を
目
指
し
ま
す
。

　
部
活
動
に
お
い
て
は
、
各
学
校
に

お
け
る
活
動
方
針
の
公
表
・
遵
守
に

つ
い
て
指
導
し
ま
す
。

　
な
お
、
新
た
に
「
ふ
る
さ
と
平
和

学
習
推
進
事
業
」
を
実
施
し
、
平
和

を
よ
り
身
近
な
も
の
と
し
て
考
え
る

機
会
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
学
校
施
設
の
外
壁
等
、
非
構
造
部

材
の
耐
震
化
な
ど
に
加
え
、
教
室
不

足
に
対
応
す
る
た
め
校
舎
の
増
築
整

備
を
行
い
ま
す
。

【
生
涯
学
習
】

　
多
様
な
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
充
実

さ
せ
、
市
民
講
座
や
講
演
会
等
、
各

種
生
涯
学
習
事
業
を
展
開
し
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
の
豊
か
な
人
材
に
よ

る
様
々
な
学
び
の
機
会
を
提
供
す
る

「
地
域
子
ど
も
教
室
推
進
事
業
」
に
取

り
組
み
ま
す
。

【
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
】

　
ス
ポ
ー
ツ
大
会
・
教
室
の
充
実
と

参
加
促
進
に
つ
い
て
は
、
各
種
教
室

事
業
を
充
実
す
る
と
と
も
に
、
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
＆
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス

タ
の
開
催
な
ど
に
取
り
組
む
ほ
か
、

上
位
ス
ポ
ー
ツ
大
会
へ
出
場
・
活
躍

さ
れ
る
選
手
や
団
体
に
支
援
し
ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
団
体
・
指
導
者
の
育
成

に
つ
い
て
は
、
活
動
支
援
・
指
導
者

の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
努
め
ま
す
。

　「（
仮
称
）
雲
仙
市
新
小
浜
体
育
館
」

建
設
の
適
切
な
工
事
管
理
に
努
め
、

完
成
後
の
施
設
利
用
に
つ
い
て
取
り

ネ
ー
ジ
ャ
ー
事
業
」
を
活
用
し
、
市

民
と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
し
ま
す
。

　
地
域
づ
く
り
補
助
金
等
に
よ
り
、

市
民
活
動
団
体
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
な
ど
が
活
動
し
や
す
い
環
境
づ
く

り
を
進
め
ま
す
。

　
男
女
共
同
参
画
の
推
進
に
つ
い
て

は
、
第
３
次
雲
仙
市
男
女
共
同
参
画

計
画
に
基
づ
き
、「
男
女
が
互
い
に
認

め
合
い
、
尊
重
し
、
協
力
し
合
う
ま

ち
　
雲
仙
市
」
を
目
指
し
ま
す
。

　
人
権
啓
発
に
つ
い
て
は
、
正
し
い

理
解
と
認
識
を
深
め
る
た
め
、
人
権

相
談
所
の
開
設
を
は
じ
め
、
市
内
小

中
学
校
を
対
象
と
し
た
人
権
集
会
や

校
内
学
習
を
通
じ
た
啓
発
活
動
に
取

り
組
み
ま
す
。

【
行
政
運
営
】

　
民
間
活
力
の
活
用
に
つ
い
て
、「
地

域
活
性
化
起
業
人
制
度
」
を
活
用
し
、

民
間
企
業
等
の
社
員
の
受
け
入
れ
を

行
い
ま
す
。

　
ま
た
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
・
自
治

体
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
モ
デ
ル
事
業
の
採
択
に

向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

　
市
内
高
校
の
魅
力
づ
く
り
の
た
め
、

高
校
へ
の
支
援
を
行
い
ま
す
。
　

　
庁
舎
整
備
に
つ
い
て
は
、
引
き
続

き
「(

仮
称)

新
瑞
穂
総
合
支
所
」
の

整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。

　「
第
４
次
雲
仙
市
行
政
改
革
大
綱
」

に
よ
り
更
に
持
続
可
能
な
行
政
運
営

を
目
指
し
、
新
た
な
視
点
で
の
改
革

に
も
取
り
組
み
ま
す
。

　
行
政
手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
等
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に
つ
い
て
調
査
研
究
に

取
り
組
み
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

並
び
に
行
政
事
務
の
効
率
化
を
図
り

ま
す
。

　
職
員
の
能
力
開
発
や
意
識
改
革
、

市
民
と
の
協
働
意
識
の
醸
成
を
図
り
、

組
織
体
制
を
見
直
す
と
と
も
に
、
情

報
通
信
技
術
や
観
光
、
情
報
発
信
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
の
分
野

の
専
門
的
知
見
を
有
す
る
経
験
者
の

登
用
を
図
り
ま
す
。

【
財
政
運
営
】

　
市
税
の
口
座
振
替
推
進
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
地
方
税

の
申
告
や
納
付
等
の
電
子
化
の
促
進

な
ど
、
手
続
き
の
簡
素
化
に
取
り
組

み
ま
す
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
、
新
規

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
増
設
や
新
た
な

返
礼
品
の
開
発
、
広
報
宣
伝
活
動
・

リ
ピ
ー
タ
ー
対
策
等
へ
の
取
り
組
み

を
更
に
強
化
し
、
ま
た
、
企
業
版
ふ

る
さ
と
納
税
の
導
入
を
進
め
る
な
ど

寄
附
の
増
加
を
目
指
し
ま
す
。

　
市
公
共
施
設
の
適
正
配
置
と
将
来

的
な
財
政
負
担
の
軽
減
・
平
準
化
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
、「
雲
仙
市
公

共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
」
の
改
訂

に
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合

戦
略
を
内
包
し
た
「
第
２
次
雲
仙
市

総
合
計
画
」
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で

の
効
果
検
証
を
行
う
と
と
も
に
社
会

情
勢
の
変
化
等
も
踏
ま
え
た
後
期
基

本
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

機
関
に
対
す
る
要
望
活
動
に
取
り
組

み
ま
す
。

　
愛
野
町
か
ら
小
浜
町
ま
で
の
幹
線

道
路
整
備
に
つ
い
て
は
、
国
土
交
通

省
主
導
の
も
と
道
路
整
備
に
関
す
る

検
討
会
が
設
置
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ

り
、
一
般
国
道
57
号
の
代
替
道
路
整

備
実
現
に
向
け
、
積
極
的
に
取
り
組

み
ま
す
。

　
ま
た
、
一
般
国
道
２
５
１
号
に
お

け
る
交
通
安
全
対
策
・
自
然
災
害
防

除
の
各
事
業
に
つ
い
て
は
、
引
き
続

き
県
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
早

期
完
成
に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

　
市
道
に
つ
い
て
は
、
地
域
性
や
緊

急
性
を
考
慮
し
、
改
良
工
事
と
道
路

施
設
の
老
朽
化
に
伴
う
修
繕
・
補
修

工
事
を
計
画
的
に
実
施
し
ま
す
。

　
公
共
交
通
に
つ
い
て
は
、
市
民
の

皆
様
の
日
常
的
な
移
動
手
段
を
維
持
・

確
保
す
る
た
め
、
引
き
続
き
事
業
者

の
支
援
に
努
め
ま
す
。

　
九
州
新
幹
線
西
九
州
ル
ー
ト
の
開

業
に
つ
い
て
は
、
全
線
フ
ル
規
格
化

に
よ
る
整
備
の
実
現
に
向
け
、
関
係

機
関
と
連
携
す
る
と
と
も
に
、
２
０

２
２
年
度
秋
の
武
雄
温
泉
・
長
崎
間

の
開
業
効
果
が
最
大
限
波
及
す
る
よ

う
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

　
雲
仙
市
新
地
域
交
通
実
証
実
験
運

営
協
議
会
に
お
い
て
実
証
実
験
中
の

乗
り
合
い
送
迎
サ
ー
ビ
ス
「
チ
ョ
イ

ソ
コ
う
ん
ぜ
ん
」
に
つ
い
て
は
、
実

績
等
も
踏
ま
え
つ
つ
、
事
業
拡
張
も

視
野
に
持
続
可
能
な
地
域
交
通
の
確

立
に
向
け
て
の
研
究
を
進
め
ま
す
。

【
物
産
ブ
ラ
ン
ド
】

　
物
産
ブ
ラ
ン
ド
の
販
売
促
進
に
つ

い
て
は
、
本
市
の
農
畜
水
産
物
や
特

産
品
の
販
路
拡
大
に
向
け
た
支
援
を

行
い
、
都
市
部
企
業
等
と
連
携
を
図

り
、Ｐ
Ｒ
強
化
に
努
め
る
と
と
も
に
、

地
域
産
品
の
海
外
展
開
に
つ
い
て
、

中
小
企
業
や
団
体
等
の
輸
出
に
向
け

た
取
り
組
み
を
支
援
し
ま
す
。

【
商
工
業
・
企
業
誘
致
・
新
産
業
】

　
地
場
産
業
の
経
営
力
向
上
に
つ
い

て
は
、
運
転
資
金
や
設
備
資
金
に
対

す
る
融
資
制
度
等
に
よ
り
、
中
小
企

業
の
販
路
拡
大
や
新
商
品
の
開
発
、

機
械
設
備
等
の
取
得
を
支
援
し
ま
す
。

　
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
の
影
響
を
受
け
た
事
業
者

の
皆
様
へ
引
き
続
き
支
援
し
、
必
要

な
対
策
の
研
究
を
重
ね
ま
す
。

　
商
工
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
雲

仙
市
商
工
会
と
連
携
し
、
小
規
模
事

業
者
の
経
営
改
善
指
導
を
行
う
と
と

も
に
、
創
業
や
新
規
出
店
、
経
営
の

持
続
化
の
支
援
を
拡
充
し
ま
す
。

　
製
造
業
を
中
心
と
し
た
企
業
誘
致

の
推
進
を
図
り
、
経
済
の
活
性
化
と

雇
用
の
場
の
確
保
に
努
め
ま
す
。 

　
２
月
に
分
譲
開
始
し
た
「
吾
妻

町
下
工
業
団
地
」
に
続
き
、「
多
比
良

港
工
業
団
地
」
も
、
早
期
分
譲
で
き

る
よ
う
整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
働
き
や
す
い
職
場
環
境
づ
く
り
と

就
職
支
援
に
つ
い
て
は
、新
た
に
「
特

定
地
域
づ
く
り
事
業
協
同
組
合
」
設

立
・
運
営
の
支
援
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
若
者
の
地
元
就
職
支
援
に
つ
い
て

は
、
島
原
半
島
地
域
企
業
説
明
会
を

開
催
し
、
労
働
人
口
確
保
・
定
住
促

進
に
努
め
ま
す
。

【
観
光
・
交
流
】

　
観
光
振
興
に
つ
い
て
は
、
昨
年
６

月
に
「
雲
仙
市
観
光
戦
略
〜
雲
仙
温

泉
編
〜
」
を
策
定
し
て
お
り
、
令
和

３
年
度
は
、
小
浜
温
泉
と
雲
仙
温
泉

の
連
携
・
協
働
に
よ
る
観
光
戦
略
の

策
定
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
受
け
入
れ
環
境
の
整
備
に
つ
い
て

は
、
新
た
な
観
光
組
織
の
設
立
に
向

け
、
準
備
組
織
の
立
ち
上
げ
、
体
制

整
備
等
を
支
援
し
ま
す
。

　
宿
泊
施
設
整
備
へ
の
支
援
に
つ
い

て
は
、
大
規
模
建
築
物
の
安
全
面
の

強
化
に
向
け
、
耐
震
化
の
支
援
に
取

り
組
み
ま
す
。

　
国
内
外
の
誘
客
に
つ
い
て
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を

踏
ま
え
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
含
め

た
新
た
な
旅
の
ス
タ
イ
ル
な
ど
、
観

光
客
の
満
足
度
向
上
に
つ
な
が
る
取

り
組
み
を
行
う
と
と
も
に
、
新
し
い

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
な
ど
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
時
代
に
求

め
ら
れ
る
取
り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

【
道
路
・
公
共
交
通
】

　
地
域
高
規
格
道
路｢

島
原
道
路｣

に

つ
い
て
は
、
有
明
瑞
穂
バ
イ
パ
ス
の

事
業
化
に
よ
り
計
画
区
間
全
て
に
お

い
て
事
業
化
が
な
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

早
期
全
線
開
通
を
目
指
し
て
、
関
係

【
社
会
基
盤
】

　
地
震
等
の
災
害
に
強
い
住
環
境
を

目
指
し
、
住
宅
耐
震
化・危
険
ブ
ロ
ッ

ク
塀
除
却
費
の
補
助
制
度
の
周
知
に

努
め
な
が
ら
、
老
朽
危
険
空
家
除
却

費
・
住
宅
性
能
向
上
リ
フ
ォ
ー
ム
費

の
補
助
制
度
の
周
知
に
引
き
続
き
努

め
ま
す
。

　
ま
た
、
危
険
な
状
態
の
空
家
等
に

つ
い
て
は
、「
空
家
等
対
策
の
推
進
に

関
す
る
特
別
措
置
法
」
に
基
づ
き
、

必
要
な
助
言
、
指
導
等
を
行
い
ま
す
。

　
一
級
河
川
山
田
川
に
お
き
ま
し
て

は
、
河
川
の
拡
幅
に
伴
う
市
道
吾
妻

大
塚
・
土
井
線
の
船
津
橋
架
け
替
え

に
着
手
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

事
業
の
早
期
完
成
に
向
け
た
要
望
活

動
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
自
然
災
害
対
策
に
つ
い
て
は
、
老

朽
化
し
た
河
川
護
岸
の
修
繕
・
補
修

工
事
を
行
う
と
と
も
に
、
施
設
の
維

持
管
理
を
適
切
に
行
い
、
被
害
の
防

止
、
減
災
に
努
め
ま
す
。

　
ま
た
、
国
・
県
等
の
河
川
に
お
い

て
も
、
県
と
連
携
し
て
浚
渫
・
支
障

木
の
伐
採
・
除
草
作
業
な
ど
、
河
川

の
適
正
な
維
持
管
理
に
よ
り
氾
濫
被

害
の
防
止
を
図
る
と
と
も
に
、
河
川

整
備
、
急
傾
斜
対
策
に
取
り
組
み
、

防
災
、
減
災
に
努
め
ま
す
。

　
漁
港
海
岸
保
全
施
設
の
整
備
に
つ

い
て
は
、
台
風
等
の
高
潮
の
越
波
に

よ
る
被
害
か
ら
周
辺
住
民
の
生
命
・

財
産
を
守
る
た
め
、
海
岸
の
整
備
を

進
め
、
千
千
石
漁
港
海
岸
の
事
業
は
、

関
係
機
関
と
協
議
を
行
い
、
計
画
的

に
取
り
組
み
ま
す
。

【
上
下
水
道
】

　
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
適
切
な

水
道
事
業
の
運
営
を
図
り
、
安
全
・

安
心
な
水
道
水
の
安
定
的
な
供
給
に

努
め
、
計
画
的
に
配
水
管
を
耐
震
管

へ
更
新
し
、
老
朽
化
し
た
浄
水
場
の

電
気
計
装
設
備
等
を
整
備
し
ま
す
。

　
下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
公
営

企
業
会
計
の
適
用
に
よ
り
、
経
営
の

健
全
性
や
計
画
性
、
透
明
性
の
向
上

を
図
る
と
と
も
に
、
施
設
の
適
正
な

維
持
管
理
に
努
め
、
計
画
的
な
改
築

更
新
と
耐
震
化
を
進
め
ま
す
。

　
水
洗
化
率
の
向
上
に
つ
い
て
は
、

下
水
道
へ
の
接
続
と
あ
わ
せ
、
下
水

道
区
域
外
の
合
併
浄
化
槽
の
設
置
に

つ
い
て
も
、
引
き
続
き
推
進
し
ま
す
。

【
情
報
化
・
先
端
技
術
】

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て
は
、
光
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド

基
盤
整
備
に
つ
い
て
、
令
和
３
年
度

内
で
の
市
内
全
域
整
備
完
了
に
向
け
、

取
り
組
み
ま
す
。

【
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
】

　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
に

つ
い
て
は
、
木
質
系
バ
イ
オ
マ
ス
ボ

イ
ラ
ー
の
公
共
施
設
へ
の
導
入
に
向

け
て
取
り
組
み
を
進
め
る
と
と
も
に
、

畜
産
ふ
ん
尿
を
活
用
し
た
湿
潤
系
バ

イ
オ
マ
ス
発
電
に
つ
い
て
は
、
市
内

で
の
建
設
に
向
け
、
支
援
・
推
進
を

図
り
、
誘
致
に
努
め
ま
す
。

　
地
熱
発
電
に
つ
い
て
は
、
地
熱
資

源
の
保
護
・
活
用
に
関
す
る
条
例
に

よ
り
、
持
続
可
能
な
活
用
が
図
れ
る

よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

　
環
境
保
全
の
意
識
啓
発
の
た
め
、

人
財
と
郷
土

４ 基
本
方
針

協
働
と
戦
略

５ 基
本
方
針
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今
後
も
、
雲
仙
市
の
未
来
が
確
か

な
発
展
を
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
全
力
を
傾
注
し
、
ま
い
進
し
て
い

く
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
議
員
並

び
に
市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

■
令
和
３
年
度
の
主
な
取
り
組
み

※

「
第
２
次
雲
仙
市
総
合
計
画
」
の

基
本
方
針
に
沿
っ
て
説
明
し
ま
す
。

【
出
会
い
・
結
婚
・
移
住
・
定
住
】

　
出
会
い
・
結
婚
の
支
援
に
つ
い
て

は
、「
雲
仙
市
　
新・子
育
て
応
援
パ
ッ

ケ
ー
ジ
」の
各
事
業
を
推
進
し
、特
に
、

年
齢
等
に
よ
り
結
婚
奨
励
金
の
対
象

外
と
な
っ
た
ご
夫
婦
が
出
産
さ
れ
た

場
合
に
も
奨
励
金
を
交
付
す
る
よ
う

拡
充
し
ま
す
。

　
移
住
・
定
住
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
移
住
・

定
住
に
特
化
し
た
ペ
ー
ジ
を
作
成
、

な
が
さ
き
移
住
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

と
連
携
を
図
り
、
本
市
の
魅
力
を
発

信
し
ま
す
。

　
関
係
人
口
の
創
出
に
つ
い
て
は
、

本
市
へ
の
移
住
・
定
住
を
促
進
す
る

た
め
、
都
市
部
の
方
々
を
対
象
と
し

た
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
等
に
取
り
組
み
、

市
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

【
子
育
て
支
援
】

　
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

事
業
で
母
子
保
健
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

■
３
期
目
の
市
政
運
営（
所
信
）に
つ
い
て

　
市
長
就
任
後
か
ら
、
本
市
の
重
要

課
題
で
あ
る
人
口
減
少
問
題
の
克
服
、

地
域
経
済
の
発
展
な
ど
の
本
市
地
方

創
生
の
確
立
に
向
け
た
取
り
組
み
に

努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
特
に
、
２
期
目
か
ら
は
、
子
育
て

世
代
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
る

「
雲
仙
市
　
新
・
子
育
て
応
援
パ
ッ

ケ
ー
ジ
」
の
構
築
や
農
業
分
野
に
お

け
る
大
型
農
地
整
備
の
推
進
、
企
業

誘
致
に
向
け
た
環
境
整
備
、「
雲
仙
市

観
光
戦
略
」
の
策
定
や
推
進
な
ど
、

各
分
野
に
お
い
て
着
実
な
推
進
に
努

め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
な
ど
、
従
来

の
課
題
に
加
え
、
雲
仙
市
の
未
来
を

創
る
た
め
の
新
た
な
課
題
が
見
え
て

き
た
こ
と
か
ら
立
候
補
を
決
意
し
、

無
投
票
に
て
当
選
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
改
め
て
、「
市
民
皆
様
の
お
声
に
真

摯
に
耳
を
傾
け
、
経
営
感
覚
を
持
っ

て
市
政
運
営
に
取
り
組
む
こ
と
」
を

信
念
と
し
、
雲
仙
市
の
価
値
を
最
大

限
に
高
め
ら
れ
る
よ
う
、
職
務
を
務

め
さ
せ
て
い
た
だ
く
所
存
で
す
。

　
雲
仙
市
が
更
に
飛
躍
す
る
た
め
に

は
、
こ
れ
ま
で
の
歩
み
を
止
め
る
こ

と
な
く
市
民
の
視
点
・
立
ち
位
置
で

の
市
政
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
最

小
限
の
行
政
コ
ス
ト
で
最
大
限
の
行

政
サ
ー
ビ
ス
を
基
本
と
し
、
前
例
に

と
ら
わ
れ
ず
新
た
な
政
策
に
も
挑
ん

で
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
私
は
、
２
期
８
年
で
実
感
し
た
成

果
と
課
題
を
踏
ま
え
、「
継
続
」と「
改

革
」
を
テ
ー
マ
に
掲
げ
、
次
の
７
つ

の
項
目
を
中
心
に
市
政
運
営
に
取
り

組
み
ま
す
。

【
３
期
目
の
取
り
組
み
項
目
】

①
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

対
策

②
市
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
防
災

対
策

③
暮
ら
し
と
経
済
の
基
盤
と
な
る
　

道
路
整
備
の
実
現

④
農
林
水
産
業
の
　
稼
ぐ
力
　
の

　
強
化

⑤
観
光
の
再
生
と
移
住
対
策
の
加
速

⑥
安
心
し
た
子
育
て
環
境
の
実
現

⑦
新
産
業
と
ま
ち
づ
く
り

タ
ー
に
よ
る
妊
婦
を
対
象
と
し
た
個

別
面
談
を
行
い
、
安
心
し
て
出
産
・

育
児
が
行
え
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。

　
ま
た
、
産
婦
健
診
事
業
、
子
育
て

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
業
、
地
域
子

育
て
支
援
拠
点
事
業
、
利
用
者
支
援

事
業
や
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業

を
継
続
し
ま
す
。

　
妊
娠
・
子
育
て
に
関
す
る
経
済
的

負
担
の
軽
減
に
つ
い
て
は
、
育
児
用

品
購
入
助
成
事
業
、
保
育
園
等
副
食

費
助
成
事
業
実
施
の
ほ
か
、
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
費
用
の
一
部
助

成
や
、
新
生
児
聴
覚
検
査
の
費
用
の

助
成
額
を
増
額
し
ま
す
。

　
特
定
不
妊
治
療
の
一
部
助
成
に
つ

い
て
は
、
国
の
制
度
改
正
に
伴
い
、

助
成
回
数
を
拡
充
し
、
助
成
対
象
者

に
事
実
婚
の
カ
ッ
プ
ル
を
加
え
る
こ

と
で
、
よ
り
広
く
支
援
し
ま
す
。

　
障
害
児
保
育
事
業
、
延
長
保
育
事

業
、
病
児
保
育
事
業
等
を
継
続
し
、

仕
事
と
子
育
て
を
両
立
で
き
る
環
境

づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

【
地
域
福
祉
・
高
齢
者
福
祉
】

　
地
域
福
祉
に
つ
い
て
は
、「
第
３
期

雲
仙
市
地
域
福
祉
計
画
」
に
基
づ
き
、

協
働
に
よ
る
地
域
に
根
ざ
し
た
支
え

合
い
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　
認
知
症
高
齢
者
等
に
対
す
る
個
人

賠
償
責
任
保
険
事
業
に
よ
り
、
認
知

症
の
方
と
そ
の
家
族
が
地
域
で
安
心

し
て
生
活
す
る
こ
と
が
で
き
る
環
境

整
備
に
努
め
ま
す
。

　
介
護
予
防
に
つ
い
て
は
、
保
健
事

業
と
介
護
予
防
の
一
体
的
な
実
施
に

取
り
組
み
、
成
年
後
見
制
度
利
用
支

援
事
業
に
つ
い
て
は
、
広
報
、
相
談

な
ど
の
機
能
を
強
化
し
ま
す
。

【
障
が
い
者
福
祉
】

　「
第
４
期
雲
仙
市
障
害
者
計
画
」
に

基
づ
き
、
相
談
支
援
体
制
の
充
実
・

強
化
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
日
常

生
活
の
支
援
に
つ
い
て
は
、
特
別
支

援
学
校
へ
の
通
学
支
援
の
拡
充
を
図

る
と
と
も
に
、
障
が
い
児
者
の
重
度

化
、
高
齢
化
や
「
親
亡
き
後
」
を
見

据
え
、
地
域
全
体
で
支
え
る
支
援
体

制
の
強
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

【
健
康
・
医
療
体
制
】

　
健
診
等
受
診
率
の
向
上
に
つ
い
て

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
を
講
じ
な
が
ら
、
受
診
勧
奨
や

健
診
の
周
知
、
個
別
の
保
健
指
導
や

健
康
教
室
を
実
施
し
、
生
活
習
慣
病

の
予
防
と
新
た
に
「
閉
塞
性
動
脈
硬

化
症
検
査
」
を
取
り
入
れ
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

つ
い
て
は
、
必
要
な
対
策
を
講
じ
る

と
と
も
に
、
ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接
種

に
つ
い
て
は
、
南
高
医
師
会
や
関
係

機
関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
接
種
体

制
を
整
備
し
、
接
種
時
期
や
接
種
方

法
な
ど
を
適
切
に
周
知
し
ま
す
。

　
市
民
主
体
の
健
康
づ
く
り
と
生
活

習
慣
病
予
防
の
た
め
、
食
に
関
す
る

正
し
い
知
識
の
普
及
啓
発
や
食
生
活

改
善
推
進
員
の
活
動
支
援
・
養
成
に

取
り
組
む
と
と
も
に
、
職
員
が
講
師

と
な
る
出
前
講
座「
キ
ラ
ッ
と
健
康
！

応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
引
き
続
き

取
り
組
み
ま
す
。

　
こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て

は
、「
雲
仙
市
自
殺
対
策
計
画
」
に
基

は
、
県
営
農
地
整
備
事
業
地
６
地
区

の
ほ
か
、
令
和
３
年
度
か
ら
新
規
採

択
の
吾
妻
町
横
田
地
区
の
事
業
推
進

と
南
串
山
町
荒
牧
尾
登
地
区
の
事
業

化
推
進
を
図
り
ま
す
。

　
小
規
模
団
地
の
農
地
整
備
に
つ
い

て
は
、
農
地
中
間
管
理
機
構
関
連
農

地
整
備
事
業
等
に
よ
り
、
事
業
推
進

組
織
５
地
区
の
事
業
化
を
進
め
ま
す
。

　
優
良
農
地
の
確
保
対
策
に
つ
い
て

は
、
農
地
中
間
管
理
機
構
を
介
し
た

担
い
手
へ
の
農
地
の
利
用
集
積
を
促

進
し
ま
す
。

　
人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
実
質
化
に
よ

り
農
地
利
用
の
最
適
化
を
推
進
し
、

耕
作
放
棄
地
の
実
態
把
握
や
違
反
転

用
の
早
期
発
見
・
防
止
を
目
的
と
し

た
農
業
委
員
会
の
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル

の
結
果
等
を
踏
ま
え
、
農
地
の
荒
廃

化
等
の
抑
制
や
有
利
な
基
盤
整
備
の

推
進
に
努
め
ま
す
。

　
令
和
３
年
度
か
ら
農
地
賃
借
の
下

限
面
積
を
引
き
下
げ
る
こ
と
に
よ
り
、

新
た
な
担
い
手
確
保
に
努
め
、「
農
地

情
報
バ
ン
ク
制
度
」
を
創
設
し
、
耕

作
放
棄
地
発
生
防
止
に
努
め
ま
す
。

　
ま
た
、「
雲
仙
市
空
き
家
バ
ン
ク
」

と
連
携
し
た
「
農
地
付
き
空
き
家
」

登
録
の
推
進
を
図
り
、
移
住
希
望
者

の
定
住
促
進
に
繋
げ
ま
す
。

　
有
害
鳥
獣
被
害
防
止
に
つ
い
て
は
、

鳥
害
対
策
事
業
の
活
用
に
よ
り
、
農

作
物
被
害
の
低
減
を
図
り
ま
す
。

　
中
山
間
地
域
の
農
業
生
産
活
動
の

維
持
・
発
展
や
地
域
の
活
性
化
等
の

推
進
に
努
め
、
農
産
物
の
品
質
向
上

に
つ
い
て
は
、
環
境
に
配
慮
し
た
農

づ
き
、
啓
発
活
動
や
お
守
り
型
の
相

談
窓
口
一
覧
の
配
布
等
、
適
切
な
相

談
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
自
殺
予
防

対
策
を
推
進
し
ま
す
。

　
医
療
・
救
急
体
制
に
つ
い
て
は
、

日
曜
、
休
日
の
在
宅
当
番
医
制
や
休

日
在
宅
歯
科
当
番
医
制
、
病
院
群
輪

番
制
を
南
高
医
師
会
や
島
原
南
高
歯

科
医
師
会
の
協
力
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
雲
仙
・
南
島
原
保
健
組
合

運
営
の
公
立
新
小
浜
病
院
（
新
名
称
・

公
立
小
浜
温
泉
病
院
）
に
つ
い
て
は
、

来
院
者
の
利
便
性
向
上
と
安
定
的
な

運
営
に
取
り
組
み
ま
す
。

【
暮
ら
し
の
安
全
確
保
】

　
地
域
防
災
体
制
の
強
化
に
つ
い
て

は
、
自
主
防
災
組
織
の
設
立
、
育
成
、

強
化
に
向
け
た
支
援
や
防
災
訓
練
等

を
推
進
し
、
災
害
発
生
時
に
迅
速
な

情
報
提
供
が
で
き
る
よ
う
、
防
災
情

報
シ
ス
テ
ム
の
整
備
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
避
難
所
に
お
け
る
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
防
止

対
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
小
浜
消
防
署
の
建
替
え
に
つ
い
て

は
、
消
防
力
向
上
対
策
検
討
委
員
会

の
検
討
結
果
を
踏
ま
え
、
県
央
地
域

広
域
市
町
村
圏
組
合
と
協
議
し
ま
す
。

　
防
犯
対
策
の
充
実
に
つ
い
て
は
、

自
治
会
が
行
う
防
犯
灯
整
備
支
援
・

防
犯
活
動
を
推
進
し
、
夜
間
に
お
け

る
犯
罪
の
防
止
と
安
全
確
保
に
努
め

ま
す
。

　
交
通
安
全
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て
は
、
高
齢
者
対
象
体
験
型
講
習
会

の
実
施
や
子
ど
も
の
交
通
安
全
教
育

に
取
り
組
み
ま
す
。

　
消
費
者
保
護
に
つ
い
て
は
、
消
費

者
相
談
が
増
加
し
て
お
り
、
消
費
者

被
害
の
未
然
防
止
に
努
め
ま
す
。

【
低
所
得
者
支
援
】

　
生
活
困
窮
者
支
援
に
つ
い
て
は
、

産
業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
資
格
を
有
す

る
就
労
支
援
員
を
配
置
し
、
自
立
・

相
談
支
援
、
就
労
支
援
な
ど
の
充
実

に
努
め
ま
す
。

　
生
活
保
護
に
つ
い
て
は
、
生
活
保

護
制
度
の
適
正
な
運
用
に
努
め
る
と

と
も
に
、
健
康
管
理
支
援
事
業
に
取

り
組
み
ま
す
。

【
農
業
】

　
担
い
手
の
確
保
・
育
成
対
策
に
つ

い
て
は
、
認
定
農
業
者
等
補
助
金
、

農
業
次
世
代
人
材
投
資
事
業
、
市
単

独
事
業
で
あ
る
新
規
就
農
者
移
住
促

進
事
業
を
活
用
し
、
ま
た
、
新
規
就

農
者
支
援
に
お
い
て
は
、
親
元
就
農

者
へ
の
支
援
策
と
し
て
、
農
業
機
械

導
入
や
農
業
施
設
整
備
に
対
す
る
補

助
を
拡
充
し
ま
す
。

　
集
落
営
農
組
織
の
育
成
対
策
に
つ

い
て
は
、
中
山
間
地
域
を
中
心
に
集

落
営
農
組
織
の
育
成
や
法
人
化
を
進

め
る
と
と
も
に
、
地
域
お
こ
し
協
力

隊
集
落
営
農
支
援
員
に
よ
る
農
村
集

落
の
活
性
化
や
地
域
資
源
の
情
報
発

信
を
図
り
ま
す
。

　
農
業
生
産
基
盤
の
整
備
に
つ
い
て

業
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

　
生
産
性
向
上
と
コ
ス
ト
縮
減
対
策

に
つ
い
て
は
、
情
報
技
術
の
利
活
用
、

高
性
能
農
業
機
械
・
施
設
の
導
入
等

に
よ
り
、
労
働
時
間
の
短
縮
や
生
産

性
向
上
に
努
め
、
ス
マ
ー
ト
農
業
に

つ
い
て
は
、
ド
ロ
ー
ン
の
導
入
や
ド

ロ
ー
ン
資
格
取
得
支
援
事
業
を
活
用

さ
れ
た
農
業
者
等
も
増
加
し
て
お
り
、

登
録
農
薬
の
拡
大
の
推
進
・
生
産
性

の
向
上
と
コ
ス
ト
縮
減
に
取
り
組
み

ま
す
。

　
優
良
畜
産
物
の
生
産
性
向
上
に
つ

い
て
は
、
各
種
補
助
事
業
を
活
用
し

た
施
設
整
備
や
規
模
拡
大
を
推
進
す

る
と
と
も
に
、
防
疫
体
制
の
強
化
を

図
り
、
安
全
・
安
心
な
畜
産
物
の
生

産
に
取
り
組
み
ま
す
。

【
林
業
】

　
認
定
林
業
事
業
体
へ
の
支
援
体
制

を
強
化
、
森
林
経
営
長
期
受
委
託
を

推
進
し
、
森
林
施
業
の
集
約
化
体
制

と
新
規
事
業
体
の
育
成
等
に
取
り
組

む
と
と
も
に
、
林
業
専
用
道
の
整
備

や
簡
易
で
耐
久
性
の
あ
る
路
網
の
開

設
を
推
進
し
ま
す
。

　
新
た
な
森
林
管
理
制
度
に
基
づ
き
、

未
整
備
森
林
の
解
消
を
図
り
、
持
続

的
な
森
林
資
源
の
維
持
に
努
め
る
と

と
も
に
、
森
林
資
源
の
育
成
・
確
保

に
つ
い
て
、
利
用
間
伐
を
中
心
と
し

た
森
林
整
備
を
推
進
し
ま
す
。
木
材

の
販
路
拡
大
に
つ
い
て
は
、
公
共
施

設
建
築
や
公
共
工
事
に
お
け
る
県
産

材
の
利
用
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
な
ど
、
新
た

な
販
路
拡
大
に
取
り
組
み
ま
す
。

【
水
産
業
】

　
水
産
業
に
つ
い
て
は
、
昨
年
４
月

に
諫
早
湾
漁
業
協
同
組
合
が
発
足
し

て
お
り
、
諫
早
市
・
県
と
連
携
し
、

支
援
を
継
続
し
ま
す
。

　
担
い
手
の
確
保
・
育
成
と
経
営
支

援
に
つ
い
て
は
、
県
と
連
携
し
、
新

規
漁
業
就
業
者
の
発
掘
と
漁
業
研
修

に
対
す
る
支
援
、
経
営
指
導
等
を
継

続
し
、
既
存
漁
業
者
の
経
営
安
定
と

後
継
者
の
育
成
を
図
り
ま
す
。

　
有
明
海
の
海
底
耕
耘
を
継
続
、
藻

場
、
干
潟
の
保
全
活
動
・
漂
流
漂
着

物
の
除
去
等
、
漁
船
の
省
エ
ネ
機
器

等
の
導
入
を
支
援
し
、
生
産
性
・
収

益
性
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　
漁
港
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

南
串
山
京
泊
漁
港
の
浮
桟
橋
・
橋
梁

の
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
大
型

船
の
係
留
、
漁
具
の
修
理
・
保
管
が

で
き
る
岸
壁
・
用
地
整
備
に
向
け
、

測
量
並
び
に
設
計
に
着
手
し
、
市
管

理
の
漁
港
に
つ
い
て
は
、
漁
港
の
機

能
回
復
を
図
る
対
策
工
事
に
着
手
し

ま
す
。

　
水
産
資
源
の
維
持
・
保
全
に
つ
い

て
は
、
種
苗
放
流
事
業
や
養
殖
産
地

協
議
会
が
取
り
組
む
収
益
性
の
高
い

養
殖
業
の
育
成
を
支
援
し
ま
す
。

　
諫
早
湾
干
拓
事
業
潮
受
堤
防
排
水

門
の
問
題
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
市
民
の
安
心
・

安
全
、
雲
仙
市
の
農
業
・

漁
業
を
守
る
こ
と
を
第
一

に
考
え
、
長
崎
県
・
諫
早

市
と
連
携
を
図
り
な
が
ら

対
処
し
ま
す
。

組
み
を
進
め
ま
す
。

　
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
成
功
に
向
け
、

５
月
７
日
に
行
わ
れ
る
予
定
の
聖
火

リ
レ
ー
の
運
営
や
競
技
応
援
観
戦
な

ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

【
歴
史
・
文
化
・
芸
術
】

　
文
化
財
の
保
存
・
活
用
に
つ
い
て

は
、
鍋
島
邸
の
積
極
的
な
活
用
に
努

め
、
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
の

景
観
復
元
の
た
め
の
調
査
研
究
、
修

理
・
修
景
事
業
を
通
し
て
、
町
並
み

景
観
の
保
存
に
取
り
組
む
ほ
か
、
県

営
基
盤
整
備
事
業
に
伴
う
埋
蔵
文
化

財
発
掘
調
査
を
実
施
し
、
調
査
成
果

や
遺
物
の
展
示
公
開
を
行
い
ま
す
。

　
芸
術
・
文
化
環
境
の
創
造
に
つ
い

て
は
、
雲
仙
市
文
化
会
館
自
主
文
化

事
業
振
興
会
な
ど
の
関
係
団
体
と
連

携
し
て
、
音
楽
・
舞
台
・
芸
術
公
演

や
文
化
団
体
等
の
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど

を
開
催
し
ま
す
。

【
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
】

　
自
治
会
活
動
の
支
援
に
つ
い
て
は
、

自
治
集
会
所
等
整
備
事
業
補
助
金
の

補
助
上
限
額
な
ど
を
拡
充
し
、
自
治

会
活
動
活
性
化
交
付
金
な
ど
の
支
援

を
行
い
、
ま
た
、
自
治
会
長
連
合
会

と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
自
治
会
へ

の
加
入
促
進
や
各
自
治
会
組
織
間
の

情
報
の
共
有
等
に
努
め
ま
す
。

　
ふ
る
さ
と
財
団
の
「
地
域
再
生
マ

環
境
教
育
等
の
充
実
や
環
境
保
全
活

動
の
支
援
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
不
法
投
棄
に
つ
い
て
は
監
視
体
制

を
維
持
し
、
協
定
を
締
結
し
て
い
る

市
内
郵
便
局
と
連
携
を
図
り
ま
す
。

　
ご
み
の
減
量
化
・
資
源
化
に
つ
い

て
は
、
ご
み
の
出
し
方
・
分
け
方
の

周
知
を
行
う
と
と
も
に
、
リ
サ
イ
ク

ル
推
進
の
た
め
、
小
型
電
子
機
器
類
・

古
紙
類
の
回
収
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
し
尿
処
理
体
制
に
つ
い
て
は
、
環

境
セ
ン
タ
ー
施
設
運
転
管
理
を
、
直

営
か
ら
民
間
委
託
等
を
視
野
に
効
率

的
な
体
制
構
築
に
取
り
組
み
ま
す
。

【
学
校
教
育
】

　
小
学
校
で
令
和
２
年
度
か
ら
、
中

学
校
で
令
和
３
年
度
か
ら
全
面
実
施

と
な
る
新
学
習
指
導
要
領
の
趣
旨
を

十
分
踏
ま
え
な
が
ら
、
日
々
の
学
習

指
導
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
研
究
指
定
事
業
の
情
報
発

信
と
研
究
成
果
の
共
有
化
、
市
独
自

の
学
力
調
査
を
実
施
し
、
一
人
一
人

の
課
題
や
改
善
点
を
よ
り
細
や
か
な

指
導
に
つ
な
げ
ま
す
。

　
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に
よ
る

１
人
１
台
端
末
を
活
用
な
ど
、Ｉ
Ｃ
Ｔ

活
用
の
指
定
研
究
を
推
進
し
ま
す
。

　
ま
た
、
新
た
に
英
語
力
向
上
事
業

と
い
た
し
ま
し
て
、
市
内
中
学
生
の

英
語
暗
唱
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
豊
か
な
心
と
体
を
育
む
教
育
に
つ

い
て
は
、
学
校
、
家
庭
、
地
域
が
連

携
し
た
心
の
教
育
の
充
実
と
と
も
に
、

小
学
校
か
ら
中
学
校
へ
の
円
滑
な
接

続
を
目
指
し
ま
す
。

　
部
活
動
に
お
い
て
は
、
各
学
校
に

お
け
る
活
動
方
針
の
公
表
・
遵
守
に

つ
い
て
指
導
し
ま
す
。

　
な
お
、
新
た
に
「
ふ
る
さ
と
平
和

学
習
推
進
事
業
」
を
実
施
し
、
平
和

を
よ
り
身
近
な
も
の
と
し
て
考
え
る

機
会
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
学
校
施
設
の
外
壁
等
、
非
構
造
部

材
の
耐
震
化
な
ど
に
加
え
、
教
室
不

足
に
対
応
す
る
た
め
校
舎
の
増
築
整

備
を
行
い
ま
す
。

【
生
涯
学
習
】

　
多
様
な
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
充
実

さ
せ
、
市
民
講
座
や
講
演
会
等
、
各

種
生
涯
学
習
事
業
を
展
開
し
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
の
豊
か
な
人
材
に
よ

る
様
々
な
学
び
の
機
会
を
提
供
す
る

「
地
域
子
ど
も
教
室
推
進
事
業
」
に
取

り
組
み
ま
す
。

【
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
】

　
ス
ポ
ー
ツ
大
会
・
教
室
の
充
実
と

参
加
促
進
に
つ
い
て
は
、
各
種
教
室

事
業
を
充
実
す
る
と
と
も
に
、
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
＆
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス

タ
の
開
催
な
ど
に
取
り
組
む
ほ
か
、

上
位
ス
ポ
ー
ツ
大
会
へ
出
場
・
活
躍

さ
れ
る
選
手
や
団
体
に
支
援
し
ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
団
体
・
指
導
者
の
育
成

に
つ
い
て
は
、
活
動
支
援
・
指
導
者

の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
努
め
ま
す
。

　「（
仮
称
）
雲
仙
市
新
小
浜
体
育
館
」

建
設
の
適
切
な
工
事
管
理
に
努
め
、

完
成
後
の
施
設
利
用
に
つ
い
て
取
り

ネ
ー
ジ
ャ
ー
事
業
」
を
活
用
し
、
市

民
と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
し
ま
す
。

　
地
域
づ
く
り
補
助
金
等
に
よ
り
、

市
民
活
動
団
体
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
な
ど
が
活
動
し
や
す
い
環
境
づ
く

り
を
進
め
ま
す
。

　
男
女
共
同
参
画
の
推
進
に
つ
い
て

は
、
第
３
次
雲
仙
市
男
女
共
同
参
画

計
画
に
基
づ
き
、「
男
女
が
互
い
に
認

め
合
い
、
尊
重
し
、
協
力
し
合
う
ま

ち
　
雲
仙
市
」
を
目
指
し
ま
す
。

　
人
権
啓
発
に
つ
い
て
は
、
正
し
い

理
解
と
認
識
を
深
め
る
た
め
、
人
権

相
談
所
の
開
設
を
は
じ
め
、
市
内
小

中
学
校
を
対
象
と
し
た
人
権
集
会
や

校
内
学
習
を
通
じ
た
啓
発
活
動
に
取

り
組
み
ま
す
。

【
行
政
運
営
】

　
民
間
活
力
の
活
用
に
つ
い
て
、「
地

域
活
性
化
起
業
人
制
度
」
を
活
用
し
、

民
間
企
業
等
の
社
員
の
受
け
入
れ
を

行
い
ま
す
。

　
ま
た
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
・
自
治

体
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
モ
デ
ル
事
業
の
採
択
に

向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

　
市
内
高
校
の
魅
力
づ
く
り
の
た
め
、

高
校
へ
の
支
援
を
行
い
ま
す
。
　

　
庁
舎
整
備
に
つ
い
て
は
、
引
き
続

き
「(

仮
称)

新
瑞
穂
総
合
支
所
」
の

整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。

　「
第
４
次
雲
仙
市
行
政
改
革
大
綱
」

に
よ
り
更
に
持
続
可
能
な
行
政
運
営

を
目
指
し
、
新
た
な
視
点
で
の
改
革

に
も
取
り
組
み
ま
す
。

　
行
政
手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
等
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に
つ
い
て
調
査
研
究
に

取
り
組
み
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

並
び
に
行
政
事
務
の
効
率
化
を
図
り

ま
す
。

　
職
員
の
能
力
開
発
や
意
識
改
革
、

市
民
と
の
協
働
意
識
の
醸
成
を
図
り
、

組
織
体
制
を
見
直
す
と
と
も
に
、
情

報
通
信
技
術
や
観
光
、
情
報
発
信
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
の
分
野

の
専
門
的
知
見
を
有
す
る
経
験
者
の

登
用
を
図
り
ま
す
。

【
財
政
運
営
】

　
市
税
の
口
座
振
替
推
進
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
地
方
税

の
申
告
や
納
付
等
の
電
子
化
の
促
進

な
ど
、
手
続
き
の
簡
素
化
に
取
り
組

み
ま
す
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
、
新
規

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
増
設
や
新
た
な

返
礼
品
の
開
発
、
広
報
宣
伝
活
動
・

リ
ピ
ー
タ
ー
対
策
等
へ
の
取
り
組
み

を
更
に
強
化
し
、
ま
た
、
企
業
版
ふ

る
さ
と
納
税
の
導
入
を
進
め
る
な
ど

寄
附
の
増
加
を
目
指
し
ま
す
。

　
市
公
共
施
設
の
適
正
配
置
と
将
来

的
な
財
政
負
担
の
軽
減
・
平
準
化
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
、「
雲
仙
市
公

共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
」
の
改
訂

に
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合

戦
略
を
内
包
し
た
「
第
２
次
雲
仙
市

総
合
計
画
」
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で

の
効
果
検
証
を
行
う
と
と
も
に
社
会

情
勢
の
変
化
等
も
踏
ま
え
た
後
期
基

本
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

機
関
に
対
す
る
要
望
活
動
に
取
り
組

み
ま
す
。

　
愛
野
町
か
ら
小
浜
町
ま
で
の
幹
線

道
路
整
備
に
つ
い
て
は
、
国
土
交
通

省
主
導
の
も
と
道
路
整
備
に
関
す
る

検
討
会
が
設
置
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ

り
、
一
般
国
道
57
号
の
代
替
道
路
整

備
実
現
に
向
け
、
積
極
的
に
取
り
組

み
ま
す
。

　
ま
た
、
一
般
国
道
２
５
１
号
に
お

け
る
交
通
安
全
対
策
・
自
然
災
害
防

除
の
各
事
業
に
つ
い
て
は
、
引
き
続

き
県
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
早

期
完
成
に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

　
市
道
に
つ
い
て
は
、
地
域
性
や
緊

急
性
を
考
慮
し
、
改
良
工
事
と
道
路

施
設
の
老
朽
化
に
伴
う
修
繕
・
補
修

工
事
を
計
画
的
に
実
施
し
ま
す
。

　
公
共
交
通
に
つ
い
て
は
、
市
民
の

皆
様
の
日
常
的
な
移
動
手
段
を
維
持
・

確
保
す
る
た
め
、
引
き
続
き
事
業
者

の
支
援
に
努
め
ま
す
。

　
九
州
新
幹
線
西
九
州
ル
ー
ト
の
開

業
に
つ
い
て
は
、
全
線
フ
ル
規
格
化

に
よ
る
整
備
の
実
現
に
向
け
、
関
係

機
関
と
連
携
す
る
と
と
も
に
、
２
０

２
２
年
度
秋
の
武
雄
温
泉
・
長
崎
間

の
開
業
効
果
が
最
大
限
波
及
す
る
よ

う
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

　
雲
仙
市
新
地
域
交
通
実
証
実
験
運

営
協
議
会
に
お
い
て
実
証
実
験
中
の

乗
り
合
い
送
迎
サ
ー
ビ
ス
「
チ
ョ
イ

ソ
コ
う
ん
ぜ
ん
」
に
つ
い
て
は
、
実

績
等
も
踏
ま
え
つ
つ
、
事
業
拡
張
も

視
野
に
持
続
可
能
な
地
域
交
通
の
確

立
に
向
け
て
の
研
究
を
進
め
ま
す
。

【
物
産
ブ
ラ
ン
ド
】

　
物
産
ブ
ラ
ン
ド
の
販
売
促
進
に
つ

い
て
は
、
本
市
の
農
畜
水
産
物
や
特

産
品
の
販
路
拡
大
に
向
け
た
支
援
を

行
い
、
都
市
部
企
業
等
と
連
携
を
図

り
、Ｐ
Ｒ
強
化
に
努
め
る
と
と
も
に
、

地
域
産
品
の
海
外
展
開
に
つ
い
て
、

中
小
企
業
や
団
体
等
の
輸
出
に
向
け

た
取
り
組
み
を
支
援
し
ま
す
。

【
商
工
業
・
企
業
誘
致
・
新
産
業
】

　
地
場
産
業
の
経
営
力
向
上
に
つ
い

て
は
、
運
転
資
金
や
設
備
資
金
に
対

す
る
融
資
制
度
等
に
よ
り
、
中
小
企

業
の
販
路
拡
大
や
新
商
品
の
開
発
、

機
械
設
備
等
の
取
得
を
支
援
し
ま
す
。

　
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
の
影
響
を
受
け
た
事
業
者

の
皆
様
へ
引
き
続
き
支
援
し
、
必
要

な
対
策
の
研
究
を
重
ね
ま
す
。

　
商
工
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
雲

仙
市
商
工
会
と
連
携
し
、
小
規
模
事

業
者
の
経
営
改
善
指
導
を
行
う
と
と

も
に
、
創
業
や
新
規
出
店
、
経
営
の

持
続
化
の
支
援
を
拡
充
し
ま
す
。

　
製
造
業
を
中
心
と
し
た
企
業
誘
致

の
推
進
を
図
り
、
経
済
の
活
性
化
と

雇
用
の
場
の
確
保
に
努
め
ま
す
。 

　
２
月
に
分
譲
開
始
し
た
「
吾
妻

町
下
工
業
団
地
」
に
続
き
、「
多
比
良

港
工
業
団
地
」
も
、
早
期
分
譲
で
き

る
よ
う
整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
働
き
や
す
い
職
場
環
境
づ
く
り
と

就
職
支
援
に
つ
い
て
は
、新
た
に
「
特

定
地
域
づ
く
り
事
業
協
同
組
合
」
設

立
・
運
営
の
支
援
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
若
者
の
地
元
就
職
支
援
に
つ
い
て

は
、
島
原
半
島
地
域
企
業
説
明
会
を

開
催
し
、
労
働
人
口
確
保
・
定
住
促

進
に
努
め
ま
す
。

【
観
光
・
交
流
】

　
観
光
振
興
に
つ
い
て
は
、
昨
年
６

月
に
「
雲
仙
市
観
光
戦
略
〜
雲
仙
温

泉
編
〜
」
を
策
定
し
て
お
り
、
令
和

３
年
度
は
、
小
浜
温
泉
と
雲
仙
温
泉

の
連
携
・
協
働
に
よ
る
観
光
戦
略
の

策
定
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
受
け
入
れ
環
境
の
整
備
に
つ
い
て

は
、
新
た
な
観
光
組
織
の
設
立
に
向

け
、
準
備
組
織
の
立
ち
上
げ
、
体
制

整
備
等
を
支
援
し
ま
す
。

　
宿
泊
施
設
整
備
へ
の
支
援
に
つ
い

て
は
、
大
規
模
建
築
物
の
安
全
面
の

強
化
に
向
け
、
耐
震
化
の
支
援
に
取

り
組
み
ま
す
。

　
国
内
外
の
誘
客
に
つ
い
て
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を

踏
ま
え
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
含
め

た
新
た
な
旅
の
ス
タ
イ
ル
な
ど
、
観

光
客
の
満
足
度
向
上
に
つ
な
が
る
取

り
組
み
を
行
う
と
と
も
に
、
新
し
い

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
な
ど
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
時
代
に
求

め
ら
れ
る
取
り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

【
道
路
・
公
共
交
通
】

　
地
域
高
規
格
道
路｢

島
原
道
路｣

に

つ
い
て
は
、
有
明
瑞
穂
バ
イ
パ
ス
の

事
業
化
に
よ
り
計
画
区
間
全
て
に
お

い
て
事
業
化
が
な
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

早
期
全
線
開
通
を
目
指
し
て
、
関
係

【
社
会
基
盤
】

　
地
震
等
の
災
害
に
強
い
住
環
境
を

目
指
し
、
住
宅
耐
震
化・危
険
ブ
ロ
ッ

ク
塀
除
却
費
の
補
助
制
度
の
周
知
に

努
め
な
が
ら
、
老
朽
危
険
空
家
除
却

費
・
住
宅
性
能
向
上
リ
フ
ォ
ー
ム
費

の
補
助
制
度
の
周
知
に
引
き
続
き
努

め
ま
す
。

　
ま
た
、
危
険
な
状
態
の
空
家
等
に

つ
い
て
は
、「
空
家
等
対
策
の
推
進
に

関
す
る
特
別
措
置
法
」
に
基
づ
き
、

必
要
な
助
言
、
指
導
等
を
行
い
ま
す
。

　
一
級
河
川
山
田
川
に
お
き
ま
し
て

は
、
河
川
の
拡
幅
に
伴
う
市
道
吾
妻

大
塚
・
土
井
線
の
船
津
橋
架
け
替
え

に
着
手
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

事
業
の
早
期
完
成
に
向
け
た
要
望
活

動
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
自
然
災
害
対
策
に
つ
い
て
は
、
老

朽
化
し
た
河
川
護
岸
の
修
繕
・
補
修

工
事
を
行
う
と
と
も
に
、
施
設
の
維

持
管
理
を
適
切
に
行
い
、
被
害
の
防

止
、
減
災
に
努
め
ま
す
。

　
ま
た
、
国
・
県
等
の
河
川
に
お
い

て
も
、
県
と
連
携
し
て
浚
渫
・
支
障

木
の
伐
採
・
除
草
作
業
な
ど
、
河
川

の
適
正
な
維
持
管
理
に
よ
り
氾
濫
被

害
の
防
止
を
図
る
と
と
も
に
、
河
川

整
備
、
急
傾
斜
対
策
に
取
り
組
み
、

防
災
、
減
災
に
努
め
ま
す
。

　
漁
港
海
岸
保
全
施
設
の
整
備
に
つ

い
て
は
、
台
風
等
の
高
潮
の
越
波
に

よ
る
被
害
か
ら
周
辺
住
民
の
生
命
・

財
産
を
守
る
た
め
、
海
岸
の
整
備
を

進
め
、
千
千
石
漁
港
海
岸
の
事
業
は
、

関
係
機
関
と
協
議
を
行
い
、
計
画
的

に
取
り
組
み
ま
す
。

【
上
下
水
道
】

　
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
適
切
な

水
道
事
業
の
運
営
を
図
り
、
安
全
・

安
心
な
水
道
水
の
安
定
的
な
供
給
に

努
め
、
計
画
的
に
配
水
管
を
耐
震
管

へ
更
新
し
、
老
朽
化
し
た
浄
水
場
の

電
気
計
装
設
備
等
を
整
備
し
ま
す
。

　
下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
公
営

企
業
会
計
の
適
用
に
よ
り
、
経
営
の

健
全
性
や
計
画
性
、
透
明
性
の
向
上

を
図
る
と
と
も
に
、
施
設
の
適
正
な

維
持
管
理
に
努
め
、
計
画
的
な
改
築

更
新
と
耐
震
化
を
進
め
ま
す
。

　
水
洗
化
率
の
向
上
に
つ
い
て
は
、

下
水
道
へ
の
接
続
と
あ
わ
せ
、
下
水

道
区
域
外
の
合
併
浄
化
槽
の
設
置
に

つ
い
て
も
、
引
き
続
き
推
進
し
ま
す
。

【
情
報
化
・
先
端
技
術
】

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て
は
、
光
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド

基
盤
整
備
に
つ
い
て
、
令
和
３
年
度

内
で
の
市
内
全
域
整
備
完
了
に
向
け
、

取
り
組
み
ま
す
。

【
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
】

　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
に

つ
い
て
は
、
木
質
系
バ
イ
オ
マ
ス
ボ

イ
ラ
ー
の
公
共
施
設
へ
の
導
入
に
向

け
て
取
り
組
み
を
進
め
る
と
と
も
に
、

畜
産
ふ
ん
尿
を
活
用
し
た
湿
潤
系
バ

イ
オ
マ
ス
発
電
に
つ
い
て
は
、
市
内

で
の
建
設
に
向
け
、
支
援
・
推
進
を

図
り
、
誘
致
に
努
め
ま
す
。

　
地
熱
発
電
に
つ
い
て
は
、
地
熱
資

源
の
保
護
・
活
用
に
関
す
る
条
例
に

よ
り
、
持
続
可
能
な
活
用
が
図
れ
る

よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

　
環
境
保
全
の
意
識
啓
発
の
た
め
、

社
会
基
盤
と
環
境

３ 基
本
方
針



● 広報うんぜん
令和  3年5月 6

　第２次雲仙市総合計画に掲げた政策および施策の実現に向け、各種事業の重要性や優先度、効果等を十分に考慮
し、効率的な事業実施を目指します。

　歳入について、市税（市民税や固定資産税などの市が徴
収するお金）は市民税および固定資産税の減などにより、
31億8,960万9千円（6億4,566万2千円減・増減率
△16.8％）を計上しているほか、繰入金（各種基金から繰
り入れるお金）は減債基金の取り崩しなどにより、38億
5,220万1千円（10億7,530万4千円増・増減率38.7％）
を計上しています。
　また、市債（道路整備などの建設事業を行うために国や
銀行などから借り入れるお金）は、45億6,170万円（1億
3,360万円増・増減率3.0％）を計上しています。

　歳出について、民生費（高齢者支援・障害者支援・生活
保護・幼児保育などの福祉サービス経費）の占める割合
が多く、「障害者自立支援給付事業」の増などにより、103
億9,627万2千円（1億6,511万7千円増・増減率1.6％）
を計上しています。
　また、教育費（教育委員会、小・中学校、社会教育など教
育のための経費）は、「小浜体育館整備事業」や「公立学校施
設整備事業」などにより、44 億 2,189 万 8 千円（7 億
3,121万8千円増・増減率19.8％）を計上しています。

令和３年度
当初予算総額

●一般会計

【一般会計歳入】 【一般会計歳出】

431億2,338万1千円431億2,338万1千円
317億7,679万3千円

●特別会計 総額　76億3,299万5千円

対前年度増減額　10億9,492万3千円（増減率3.6％）

対前年度増減額　△1億533万2千円（増減率△1.4％）

国民健康保険特別会計
66億8,262万2千円（増減率　△1.0％）

国民宿舎事業特別会計
2,832万3千円（増減率　△52.8％）
企業誘致用地整備事業特別会計

3億6,872万円（増減率　△4.8％）

※詳細は、6 月に世帯配布予定の「知っておきたい雲仙市のしごと」をご覧ください。
※企業会計の予算額は収益的支出と資本的支出の合計額

後期高齢者医療特別会計
5億4,288万3千円（増減率　2.7％）

温泉浴場事業特別会計
1,044万7千円（増減率　△2.8％）

●企業会計 総額　37億1,359万3千円
対前年度増減額　9,356万5千円（増減率2.6％）

水道事業会計
20億3,299万3千円（増減率　8.8％）

下水道事業会計
16億8,060万円（増減率　△4.1％）

（単位：千円）
その他

（地方消費税交付金など）
1,589,958（4.8％）

市債
4,561,700
（14.4％）

県支出金
3,006,362
（9.5％）

国庫支出金
4,456,499
（14.0％） 地方交付税

9,848,830
（31.1％）

繰入金・財産収入など
4,410,193
（13.9％）

民生費
10,396,272
（32.7％）

衛生費
2,218,083
（7.0％）

自主財源
8,313,444
（26.2％）

依存財源
23,463,349
（73.8％）

土木費
2,893,977
（9.1％）

農林水産業費
・商工費
3,064,583
（9.6％）

公債費
3,146,335
（9.9％）

総務費
3,993,251
（12.6％）

教育費
4,421,898
（13.9％）

市税
3,189,609
（10.0％）

使用料及び手数料
305,235（1.0％）

分担金及び負担金
97,322（0.3％）

諸収入
311,085（1.0％） その他

84,169
（0.3％）

議会費
203,954（0.6％）

消防費
1,354,271
（4.3％）

歳 入 歳 出



● 広報うんぜん
令和  3年5月7

問　地域づくり推進課　☎0957-38-3111

　全国の多くの市町村と同じように、雲仙市も人口の減少が進んでいます。こうした中、雲仙市では婚姻数を増やす取
り組みや、市内へ移住・定住される方への住まいや子育てなどさまざまな支援を行っています。

①お見合いシステム登録促進補助
　県の婚活サポートセンターが運営する「お見合いシ
ステム」への登録料（１万円）を全額補助します。
対象となる人　以下すべてに該当する人
　・雲仙市内に１年以上住んでいる人
　・20歳以上 42歳未満の独身男女
　・市の「幸せ運ぶメールマガジン」に登録できる人
金額　　１万円

帰ってこんね、暮らしてみんね
～お知り合いの方にご紹介ください～

②グループ交流促進事業
　県が実施する「企業間交流事業」を推進し、グループ交流の促
進に取り組みます。
③婚活イベントの支援
　民間の団体等が開催する、婚活イベントにかかる経費を補助
します。
対象となるイベント（以下すべてに該当するイベント）
　・営利目的ではないもの　　・参加予定者が概ね 10名以上
　・参加者の半数以上が雲仙市内に居住または勤務
金額　　補助対象経費の３分の２（１回 10万円まで）

出
会
い

④カップル応援事業　市内の「世話好き」の皆様、ぜひご応募ください！
　出会いから結婚までサポートする市民の方を「世話やき隊」として市が登録し、悩み事相談などカップルの応援に取り組
んでいただくものです。世話やき隊の活動により成婚に至った場合は、奨励金 10万円を交付します。
「世話やき隊」に登録できる人（以下すべてに該当する人）
　・市内にお住まいで 20歳以上の既婚の人　　・結婚サポートを業としていない人
　・県婚活サポートセンターのお見合いシステムサポーターまたは縁結び隊に登録できる人
　・個人情報の収集や管理等について、「雲仙市個人情報保護条例」を遵守する人

恋

　愛

⑤結婚奨励金　※令和３年度までの『婚姻届出』が必要です！
　平成 31年４月１日以降に結婚された夫婦に奨励金を交付し、新婚世帯の経済的負担を軽減することで、結婚を希望され
るお二人の後押しをします。
奨励金の対象となる夫婦（以下すべてに該当する夫婦）
　・夫婦ともに 42歳未満で、婚姻した日から１年以内に申請し承認を受けた夫婦、もしくは夫婦の両方またはいずれか一
　　方が42歳以上であっても、上記期間に婚姻し、令和５年３月31日までに出生した夫婦（出生した日から１年以内 (※)
　　に申請し、承認を受ける必要があります。）
　　※出生日が平成 31年４月１日から令和３年３月 31日までの方は令和４年３月 31日まで申請できます。
　・３年以上市内へ居住することを誓約する夫婦　　・市内の自治会へ加入している夫婦
金額　以下の金額を３年に分けて交付
　夫婦ともに市内に在住：50万円／夫婦のいずれかが市に転入：55万円／夫婦ともに市に転入：60万円
⑥結婚新生活支援補助金
　令和３年１月１日以降に結婚される夫婦に、結婚に伴う新居の費用や引越し費用等を補助し、新婚世帯の経済的負担を
軽減することで、結婚を希望されるお二人の後押しをします。
奨励金の対象となる夫婦　以下すべてに該当する夫婦
　・夫婦ともに 39歳以下で、３年以上市内へ居住することを誓約する夫婦
　・新婚夫婦の所得の合計額が 400万円未満である夫婦　　・県または市が行う研修等を受講すること
対象となる経費　　住居の購入費または賃料、敷金、礼金、引越し費用　など
金額　　補助対象経費の全額（29歳以下：60万円まで、39歳以下：30万円まで※年齢区分は夫婦のいずれか高い方）

結

　婚

《結婚応援》　出会いから結婚まで切れ目ない支援

定住促進奨励補助金
※令和３年度までに
　取得した物件が対象

若者ＵＩターン家賃補助金
※令和３年度までに転入した方が対象

新築住宅取得
補助金
中古住宅購入
補助金

新築住宅取得者に以下の合計額を５年間交付（５年以上定住）
　①固定資産税の２分の１（上限 10万円）　②18歳以下に１万円 /人
中古住宅購入者に以下の合計額を交付（５年以上定住）
　①定額 10万円　　②18歳以下に１万円 /人
若者を含む世帯が市内へ転入した場合、家賃の２分の１を補助（２年以上定住）
　上限　単身：15,000 円／月　　複数：25,000 円／月

《住まいに関する支援》
補助金等の名称 概　　　要

定住促進奨学資金償還補助金
市内に居住し奨学資金を償還する方に対し、償還金の支払額の一部を補助。
※令和２年４月１日以後に奨学資金の償還を開始する方が対象。
　補助額　　補助対象期間に支払う償還金の２分の１以内
　上限（年間）　　高等学校　36,000 円／専門学校等　45,000 円／大学等　60,000 円

《その他支援》
補助金等の名称 概　　　要

※補助金等には他にも要件があります。詳しくは右記へお問い合わせください。

長崎県婚活サポートセンター

● 広報うんぜん
令和  3年5月 6

　第２次雲仙市総合計画に掲げた政策および施策の実現に向け、各種事業の重要性や優先度、効果等を十分に考慮
し、効率的な事業実施を目指します。

　歳入について、市税（市民税や固定資産税などの市が徴
収するお金）は市民税および固定資産税の減などにより、
31億8,960万9千円（6億4,566万2千円減・増減率
△16.8％）を計上しているほか、繰入金（各種基金から繰
り入れるお金）は減債基金の取り崩しなどにより、38億
5,220万1千円（10億7,530万4千円増・増減率38.7％）
を計上しています。
　また、市債（道路整備などの建設事業を行うために国や
銀行などから借り入れるお金）は、45億6,170万円（1億
3,360万円増・増減率3.0％）を計上しています。

　歳出について、民生費（高齢者支援・障害者支援・生活
保護・幼児保育などの福祉サービス経費）の占める割合
が多く、「障害者自立支援給付事業」の増などにより、103
億9,627万2千円（1億6,511万7千円増・増減率1.6％）
を計上しています。
　また、教育費（教育委員会、小・中学校、社会教育など教
育のための経費）は、「小浜体育館整備事業」や「公立学校施
設整備事業」などにより、44 億 2,189 万 8 千円（7 億
3,121万8千円増・増減率19.8％）を計上しています。

令和３年度
当初予算総額

●一般会計

【一般会計歳入】 【一般会計歳出】

431億2,338万1千円431億2,338万1千円
317億7,679万3千円

●特別会計 総額　76億3,299万5千円

対前年度増減額　10億9,492万3千円（増減率3.6％）

対前年度増減額　△1億533万2千円（増減率△1.4％）

国民健康保険特別会計
66億8,262万2千円（増減率　△1.0％）

国民宿舎事業特別会計
2,832万3千円（増減率　△52.8％）
企業誘致用地整備事業特別会計

3億6,872万円（増減率　△4.8％）

※詳細は、6 月に世帯配布予定の「知っておきたい雲仙市のしごと」をご覧ください。
※企業会計の予算額は収益的支出と資本的支出の合計額

後期高齢者医療特別会計
5億4,288万3千円（増減率　2.7％）

温泉浴場事業特別会計
1,044万7千円（増減率　△2.8％）

●企業会計 総額　37億1,359万3千円
対前年度増減額　9,356万5千円（増減率2.6％）

水道事業会計
20億3,299万3千円（増減率　8.8％）

下水道事業会計
16億8,060万円（増減率　△4.1％）

（単位：千円）
その他

（地方消費税交付金など）
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ニュースうんぜん

「ノウフク・アワード２０２０」受賞！
　３月１２日、農福連携の取り組みに送られる「ノウフ
ク・アワード２０２０」の表彰式が開催され、雲仙市内
に事業所を有する社会福祉法人南高愛隣会の「ハロー
フレンズ」、「いこいのひろばおおぞら」および「あいり
ん」の各取り組みが、「人を耕すの部」におきまして、審
査員特別賞を受賞されました。誠におめでとうござい
ます。

　４月７、８の両日、市内の小中学校で入学式がありま
した。７日は全７中学校で計３６８人、８日は全１７小学
校で計３４３人が入学。春の日差しの中、新生活のスター
トを切りました。
　このうち愛野中学校には７４人が入学。保護者に見守
られながら新入生代表が「いろいろなことに積極的に取
り組みたい」と誓いの言葉を述べました。
　また、２６人が入学した千々石第一小学校では、６年生
が全員で歓迎の言葉を送りました。教室に戻った新１年
生は保護者と一緒に教科書などを準備。新しい文房具に
目をキラキラ輝かせ、これから始まる新生活を待ちきれ
ない様子でした。

市民講座「知っておこう！相続と贈与」を開催！
　３月１５日、長崎県金融広報委員会の今井一成弁護
士をお招きし、相続や遺言書、贈与税などの基礎知識を
学ぶことを目的に標記講座を開催しました。講座では、
色々な事例をもとに相続人や相続権の基本的な考え
方、法律の解釈、遺言書の作り方、相続税などをわかり
やすく解説をしていただきました。
　参加された方は、熱心に聞き入り、多数の質問も相次
ぎ、関心の高さがうかがえました。

災害協定を締結しました！
　市では、近年多発する災害等に備え、専門的な知見
や技術を持つ民間企業や団体等の協力が不可欠であ
るとの考えから、様々な企業や団体等との協定の締結
と連携の強化に取り組んでいます。
　３月２５日に下記の２団体と災害が発生した際の
連携等に関する協定を締結しました。

「防災パートナーシップに
　　関する協定」
長崎文化放送株式会社

（ＮＣＣ）
災害時における防災情
報の放送並びに平常時
における災害予防対策
等

「災害時における物資供
給に関する協定」

生活協同組合ララコープ
災害発生時における食
料、飲料水、生活必需品
等の物資の調達、運搬
等

ご入学おめでとうございます！

　３月６日に第４９回および第５０回日本農業賞表彰式
が開催され、「島原雲仙農協なんこういちご部会」が第
５０回日本農業賞集団組織の部・特別賞を受賞されま
した。部会員および関係者の方々はＪＡ島原雲仙本店に
てオンラインにて出席しました。この度の表彰は部会員
および関係機関
の方々がたゆま
ぬ努力を積み重
ねてこられた賜物
だと思われます。
誠におめでとうご
ざいます。

第４９回および第５０回日本農業賞表彰式が
開催されました！

◀千々石
　第一小学校

◀愛野中学校
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「小豆島石の絵手紙ロード」に愛野町
塩津茂雄さんの作品が設置されました！

１００回目のハッピーバースデー♪

雲仙市の新入職員を紹介します！

多彩な演奏で来場者を魅了！
　３月２８日、南串山町のハマユリックスホールにお
いて、小浜中学校吹奏楽部による第４４回定期演奏会
が開催されました。演奏会は、１年間の集大成として、
保護者や地域の方々へ感謝の気持ちを込めて毎年披露
されています。全国トップクラスの演奏はもちろんの
こと、マーチングや歌、ダンスもあり、次々と変わる演
出で観ている人を魅了し、楽しませました。

　本年４月から新たに採用された、２３人
の職員を紹介します。お見かけの際はぜひ
お声がけください。
〈四列目左から〉
生涯学習課 /小林優己　市民安全課 /草野貴瑠
監理課 /山本晴彦　農業委員会 /山内将平

〈三列目左から〉
観光物産課 /瀬戸正志　愛野総合支所 /本岡寿樹
水道課 /志岐始　財政課 /寺平光希　
危機管理課 /熊﨑拓己

〈二列目左から〉
政策企画課 /中村亮介　収納推進課 /姫野拓朗
健康づくり課 /吉田陽一　子ども支援課 /荒木太佑
道路河川課 /山本一輝　観光物産課 /竹中隆一
下水道課 /青山大樹　農林課 /中尾大蔵

〈一列目左から〉
財産管理課 /横田早耶香　総合窓口課 /町田楓乃
総合窓口課 /渡辺薫　健康づくり課 /神近真美
政策企画課 /岸川奈桜里　スポーツ振興課 /寺田温子

　昨年１１月１２日、香川県小豆島小海地区に愛野町塩津
茂雄さんの作品『雲仙普賢岳と麦』が設置されました。
　雲仙市と友好姉妹都市を結んでいる香川県土庄町は
古くから良質な花崗岩の産地として知られており、瀬戸
内国際芸術祭２０１６を契機として石の絵手紙事業が始
まりました。
　作品を提供された塩津さんは、「土庄町よりご連絡を
いただき、作品を作る
こととなりました。作
品は、雲仙市のシンボ
ルである雲仙普賢岳
と、春の時期に畑一
面に広がる大好きな
麦を描きました。」と
話されました。

　南串山町にお住まいの酒井ツヨノさん、国
見町にお住まいの飯田チクヨさん、千々石町
の施設に入所中の山口春雄さん、愛野町にお
住まいの中溝ヱミ子さんが１００歳を迎えら
れました。
　酒井さんの長生きの秘訣は「何かあったら
すぐ主治医に相談すること」だそうです。
　飯田さんの秘訣は「何でも好き嫌いなく食
べること」だそうです。
　山口さんの秘訣は「散歩をして自分の身体
を大切にすること」だそうです。
　中溝さんの秘訣は「自然体で生きること」だ
そうです。
　皆さん、おめでとうございました。

UNZEN CITY NEWS

酒井ツヨノさん 飯田チクヨさん

山口春雄さん 中溝ヱミ子さん
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方、法律の解釈、遺言書の作り方、相続税などをわかり
やすく解説をしていただきました。
　参加された方は、熱心に聞き入り、多数の質問も相次
ぎ、関心の高さがうかがえました。

災害協定を締結しました！
　市では、近年多発する災害等に備え、専門的な知見
や技術を持つ民間企業や団体等の協力が不可欠であ
るとの考えから、様々な企業や団体等との協定の締結
と連携の強化に取り組んでいます。
　３月２５日に下記の２団体と災害が発生した際の
連携等に関する協定を締結しました。

「防災パートナーシップに
　　関する協定」
長崎文化放送株式会社

（ＮＣＣ）
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報の放送並びに平常時
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ご入学おめでとうございます！
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が開催され、「島原雲仙農協なんこういちご部会」が第
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「はり等施術受給者証」と「高齢者及び障害者タクシー券」を交付しています！

骨髄等の提供者に助成金を交付します！～雲仙市骨髄等移植ドナー支援事業～
　骨髄移植・末梢血幹細胞移植★と提供者（ドナー）登録の推進を図り、骨髄等を提供しやすい社会を目指すため、
骨髄等のドナーとなった市民を対象に、令和３年度より助成金を交付します。

★骨髄移植・末梢血幹細胞移植とは？
白血病や再生不良性貧血などの病気によって、正常な造血が行われなくなっ
た患者さんの造血幹細胞を、健康な人から提供された骨髄や末梢血中の造血
幹細胞に置き換えることによって、造血機能を回復させる治療法です。

○次のすべてに該当する人
 （市税に滞納がある人や暴力団関係者は対象外）
　①骨髄等の提供を完了した日に、市内に住所を有する人
　②骨髄等の提供を完了したことを証明する書類の交付を受けた人
　③骨髄等を提供するにあたり、骨髄等提供のための有給休暇制度
　　を設けている企業、団体に属していない人
　④この助成金に類する他の助成金の交付を受けていない人

【交付窓口】福祉課、総合窓口課、各総合支所　※代理人の受け取りもできます。

※タクシー券を希望の人で身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳、更生医療受給者証（人工透析のみ）、
　特定医療費（指定難病）受給者証または、運転経歴証明書をお持ちの人は、必ずご持参ください。

問　総合窓口課　　　　　　　　　　☎0957-38-3111
長崎県後期高齢者医療広域連合　☎095-816-3930

問　福祉課　☎0957-36-2500

問　健康づくり課
 ☎0957-36-2500

　長崎県後期高齢者医療広域連合では、「お口“いきいき”健康支援（口腔ケア）事業」を
実施しています。
　お口の機能（噛む力、飲み込む力等）が衰えると、食事が美味しく食べられないだけでな
く、肺炎などの病気につながります。
　お口の機能を保ち、健康で生活できるように、お口の健康指導を受けてみませんか。

後期高齢者のみなさまへ
お口の健康指導を受けてみませんか？
後期高齢者のみなさまへ
お口の健康指導を受けてみませんか？

※一部受診できない歯科医院がありますので、受診の際はお問い合わせください。

○長崎県後期高齢者医療の被
　保険者
 （県外居住の方や入院（所）中
　の方は除きます。）

対象者
○長崎県後期高齢者医療広域
　連合
○雲仙市役所、またはお近く
　の各総合支所
○受診を希望する歯科医院

受診券の申込先
○歯科医院へ予約し、受診券
　と保険証を持って受診

（注）治療は対象外であり、
　　 同日に行えません。

受診券が届いたら

お口の中の

『健康チェ
ック』

無 料

○持参するもの  （「はり等施術受給者証」並びに「高齢者及び障害者タクシー券」共通）

高齢者及び障害者タクシー券

はり等施術受給者証

※年度途中で①、②いずれかの要件を満たした場合は該当月から受け取ることができます。

・雲仙市内に住所を有している人

・雲仙市内に住所を有し、かつ、現に居住している人で次の要件のどれかを満たす人
①満７０歳以上の人
②障害者手帳１級～３級、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳をお持ちの人

代理人が窓口へ出向く場合

本人の場合 ・健康保険証や免許証などの本人確認できるもの
・印鑑（認印可）
・利用者本人の健康保険証や免許証などの本人から委任されたと確認できるもの
・印鑑（本人または代理人の認印可）

○対象者

○骨髄等の提供に必要な通院、入院等に
　１日につき２万円、
　１回の提供に対し１４万円を上限として
　助成します。

○骨髄等の提供が完了した日から９０日以
　内に申請書等の書類の提出が必要です。

対象となる人 助成額

手続き
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○内容などの詳細については、各問い合わせ先に直接お尋ねください。
○通勤距離が片道２キロメートル以上ある場合は、報酬とは別に通勤手当が支給されます。
○申込方法…担当課、人事課または各総合支所に備え付けの「会計年度任用職員申込書」に写真を貼り、必要事項を記 
　　　　　　入の上、担当課または人事課に提出してください。（申込書は、市ホームページからダウンロードするこ
　　　　　　とができます。）

○希望される方は必ず、募集要項をご確認のうえ、お申し込みください。
　募集要項・申込書は、雲仙市ホームページまたは財産管理課、各総合支所で受け取ることができます。

会計年度任用職員を募集します

令和３年度 雲仙市海水浴場管理運営業務受託者を募集します

新型コロナウイルスワクチン予防接種業務（看護師）　　　健康づくり課（☎0957-36-2500）
新型コロナウイルスワクチン予防接種業務
①予診票の聞き取り・確認　　②接種後の健康観察従事　　③薬液充填
※担当業務については、個別に市よりご相談させていただきます。
登録後、集団接種スケジュールに応じて雇用
５月１８日～９月１６日までを予定
・吾妻町ふるさと会館
・南串山保健福祉センター
５名程度
・看護師の資格（正看または准看）を有する人（資格免許証の写しを添付）

業 務 内 容

勤 務 日
勤 務 時 間

勤 務 場 所

募 集 人 員
応 募 資 格

報 酬
社会保険等

選 考 方 法

選　考　日

時給　正看１,１１０円　准看９８０円
なし

なし（登録）

市役所へ登録

市マイクロバス等運転業務　　　　　　　　　　　　　　　財産管理課（☎0957-38-3111）
市所有のマイクロバスおよび１０人乗りワゴン車等の運転
市から要請があったとき
マイクロバス利用状況による。
（宿泊を伴う場合あり）
市内または市外
１名
・１日の勤務時間が４時間未満の場合　５,５２０円
・１日の勤務時間が４時間以上の場合には１時間あたり１,３８０円を加算
※超過勤務、深夜勤務の場合は割増有
※宿泊、市外勤務の場合には別途支給有
・２０歳以上の人
・大型免許等マイクロバスの運転に必要な資格を有し、マイクロバス運転経験のある人

業 務 内 容
勤 務 日

勤 務 時 間

勤 務 場 所
募 集 人 員

報　　　酬

応 募 資 格

社会保険等

選 考 方 法

選　考　日
選 考 会 場

なし

書類審査、面接

応募者に別途通知

長浜海水浴場（国見町神代戊地先）
1,039,500円（税込）
７月１日（木）～８月２０日（金）
午前８時３０分～午後５時
区域内での物品販売やレンタル業務を行う事ができる。
・海水浴場開設期間中の監視等安全管理に関すること
・海水浴場施設の維持管理に関すること　　　など
　当該施設の管理運営業務を円滑にかつ安定して遂行できる能力を有している「市内に住所を有
する」法人またはその他の団体（法人格は不問、個人は不可）で、法人税等について滞納がない
こと　など　
　財産管理課、各総合支所に備え付けの「管理運営業務申込書」に必要事項を記入し、必要書類
を添付の上、財産管理課または各総合支所に提出してください。
５月７日（金）～２７日（木）　午後５時締切
財産管理課　☎0957-38-3111

対 象 施 設
委 託 金 額
業務委託期間
業 務 時 間
販 売 営 業

業 務 内 容

応 募 資 格

申 込 方 法

申込受付期間
お問い合わせ
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「はり等施術受給者証」と「高齢者及び障害者タクシー券」を交付しています！

骨髄等の提供者に助成金を交付します！～雲仙市骨髄等移植ドナー支援事業～
　骨髄移植・末梢血幹細胞移植★と提供者（ドナー）登録の推進を図り、骨髄等を提供しやすい社会を目指すため、
骨髄等のドナーとなった市民を対象に、令和３年度より助成金を交付します。

★骨髄移植・末梢血幹細胞移植とは？
白血病や再生不良性貧血などの病気によって、正常な造血が行われなくなっ
た患者さんの造血幹細胞を、健康な人から提供された骨髄や末梢血中の造血
幹細胞に置き換えることによって、造血機能を回復させる治療法です。

○次のすべてに該当する人
 （市税に滞納がある人や暴力団関係者は対象外）
　①骨髄等の提供を完了した日に、市内に住所を有する人
　②骨髄等の提供を完了したことを証明する書類の交付を受けた人
　③骨髄等を提供するにあたり、骨髄等提供のための有給休暇制度
　　を設けている企業、団体に属していない人
　④この助成金に類する他の助成金の交付を受けていない人

【交付窓口】福祉課、総合窓口課、各総合支所　※代理人の受け取りもできます。

※タクシー券を希望の人で身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳、更生医療受給者証（人工透析のみ）、
　特定医療費（指定難病）受給者証または、運転経歴証明書をお持ちの人は、必ずご持参ください。

問　総合窓口課　　　　　　　　　　☎0957-38-3111
長崎県後期高齢者医療広域連合　☎095-816-3930

問　福祉課　☎0957-36-2500

問　健康づくり課
 ☎0957-36-2500

　長崎県後期高齢者医療広域連合では、「お口“いきいき”健康支援（口腔ケア）事業」を
実施しています。
　お口の機能（噛む力、飲み込む力等）が衰えると、食事が美味しく食べられないだけでな
く、肺炎などの病気につながります。
　お口の機能を保ち、健康で生活できるように、お口の健康指導を受けてみませんか。

後期高齢者のみなさまへ
お口の健康指導を受けてみませんか？
後期高齢者のみなさまへ
お口の健康指導を受けてみませんか？

※一部受診できない歯科医院がありますので、受診の際はお問い合わせください。

○長崎県後期高齢者医療の被
　保険者
 （県外居住の方や入院（所）中
　の方は除きます。）

対象者
○長崎県後期高齢者医療広域
　連合
○雲仙市役所、またはお近く
　の各総合支所
○受診を希望する歯科医院

受診券の申込先
○歯科医院へ予約し、受診券
　と保険証を持って受診

（注）治療は対象外であり、
　　 同日に行えません。

受診券が届いたら

お口の中の

『健康チェ
ック』

無 料

○持参するもの  （「はり等施術受給者証」並びに「高齢者及び障害者タクシー券」共通）

高齢者及び障害者タクシー券

はり等施術受給者証

※年度途中で①、②いずれかの要件を満たした場合は該当月から受け取ることができます。

・雲仙市内に住所を有している人

・雲仙市内に住所を有し、かつ、現に居住している人で次の要件のどれかを満たす人
①満７０歳以上の人
②障害者手帳１級～３級、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳をお持ちの人

代理人が窓口へ出向く場合

本人の場合 ・健康保険証や免許証などの本人確認できるもの
・印鑑（認印可）
・利用者本人の健康保険証や免許証などの本人から委任されたと確認できるもの
・印鑑（本人または代理人の認印可）

○対象者

○骨髄等の提供に必要な通院、入院等に
　１日につき２万円、
　１回の提供に対し１４万円を上限として
　助成します。

○骨髄等の提供が完了した日から９０日以
　内に申請書等の書類の提出が必要です。

対象となる人 助成額

手続き
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　雲仙市では、１人が１日に出すごみの量を８５０グラムまで減らすことを目標としています。
　この目標達成のためには、一人ひとりが「ごみ問題」を意識し、環境に配慮した生活や行動をすることが求めら
れます。市民の皆さまのご協力を、よろしくお願いします。
　ごみを減らすための方法や、ごみ出しで多い間違いをご紹介します。

　市役所や各総合支所の入口などに設置されている左の画像の
ような水色の細長い箱をご存知でしょうか？
　投入口のサイズは横が約３０ｃｍ・縦が約１５ｃｍで、ここに入る大きさまでの家電製品を
回収する「小型家電回収ボックス」といいます。
　サイズ内であれば、ほとんどの家電製品が対象となっており、ここで回収された小型家電
は、材料の鉄やアルミ、貴金属、レアメタルなどに分けられ、リサイクルされます。
ボックスに入れる際の注意点
　●電池を使用するものは、必ず電池をはずしてください。
　●電気スタンドの場合、必ず蛍光灯や電球・ＬＥＤ球をはずしてください。
　●投入口に入らない大きさのものを、無理に押し込まないでください。
　対象品目や設置場所については、市ホームページ、または環境政策課へお尋ねください！

　雲仙市では空き缶と空きびんを通常の不燃ごみとは別に収集していますが、資源ごみとして収集
している缶・びんは、口に入れても大丈夫なものが入っていた容器のみです。

　地場産業の振興に資する雇用拡充を目的として、雇用増を伴う事業拡充を行う民間事業者に対して、その事業資金の一
部を補助します。
補　助　対　象　者　生産能力の拡大、商品・サービスの付加価値向上等を図るため雇用拡大を行う、既に事業を営んでい
　　　　　　　　　る者（中小企業基本法で規定する中小企業者で常時雇用する従業員が３０人未満の者）
補 助 対 象 事 業　新たに雇用を創出する事業を実施するものに対して支援する次の事業
　　　　　　　　　（１）地域産業の振興に資する事業、または地域課題の解決に資する事業
　　　　　　　　　（２）特に市長が認める事業
雇用に関する要件　計画期間中に一週間の所定労働時間が２０時間以上の従業員を新たに雇用し、計画期間終了後もその
　　　　　　　　　雇用を継続していただく必要があります。
補 助 対 象 経 費　人件費、店舗等借入費、設備費（不動産の取得を除く）、改修費、広告宣伝費、研究開発費、地域外
　　　　　　　　　からの事業所移転費、従業員の教育訓練費、その他特に必要と認められる経費
補助率・上限額　補助対象経費の３分の２以内とし、４００万円を限度とする。
審　査　方　法　応募締切後、市における事務的審査（１次審査）を行った後、プレゼン形式の審査会（２次審査）を
　　　　　　　　　行います。
　　　　　　　　　※上記の他にも諸条件がありますので、詳細は商工労政課にお尋ねください。
応　募　締　切　５月３１日（月） 午後５時１５分までに、商工労政課までご提出ください。

　収集するものであっても、サビついていたり汚れがひどいものは、再利用ができませんので不燃ごみとし
て出してください。また中に吸い殻など他のごみを入れないでください。
　空き缶と空きびんは同じ日に収集しますが、空き缶は水色の文字、空きびんはオレンジ色の文字のごみ袋
です。一緒に入れてしまうと収集できませんので、ご注意ください。

問　環境政策課　☎0957-38-3111

雲仙市

第６回

●減らさんば！　お宝です　使い終わった　小型家電

●分けんば！　気をつけて　間違いの多い　缶とびん

問　商工労政課　☎0957-38-3111

空き缶・空きびんで収集する
主なもの
◎水ですすいでから出してくだ
　さい。

空き缶・空きびんでは収集しない
主なもの
◎不燃ごみで出してください。

・ジュースやお茶、コーヒーなどの飲料水の缶　
・ビールやお酒、調味料、錠剤や飲み薬のびん
　→ふたは、はずしてください(※)。ラベルはそのままでも大丈夫です。
・クッキーやせんべいなどのお菓子や粉ミルクが入っていた缶
　→中の紙やビニールの仕切り、金属ではないふたなどは、はずしてください。(※)
※はずしたものは缶・びんと一緒に入れないでください。
・化粧品や消毒液などのびん
・蚊取り線香やペンキなどの缶
・殺虫剤や芳香剤などのスプレー缶

お手数をおかけしますが、ご協力をよろしくお願いします！

注意！

令和３年度　雲仙市地域産業雇用創出チャレンジ支援事業公募について
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　「お花がわらった」「かわいい魚屋さん」「ゆりかごのう
た」など、長く親しまれ歌い継がれる童謡の世界をお楽しみ
ください♪
日 時
対 　 象
講 師

費 　 用
持 参 品
場 所
申 込 先
申込期限

５月１６日 (日 ) 　午後２時～３時
全般　　定　員　２０名（先着順）
内野　さとみ　氏
（ピアノ・音楽講師、童謡
 ユニットゆずり葉代表）
無料
マスク
千々石町公民館
千々石町公民館　☎0957-37-2520
５月１４日（金）

ゆずり葉コンサート～母の日によせて
　ウクレレを始めたい、弾いてみたい方必見！ウクレレの基礎
（ウクレレの弾き方や指づかいなど）を一から楽しく学べます。
日 時

対 　 象
講 師
費 　 用
持 参 品

場 所
申 込 先

申込期間

６月５日（土）、１２日（土）、１９日（土） 〈全３回〉
午後１時３０分～３時３０分
ウクレレ未経験の方　定　員　８名（先着順）
佐々木　博行　氏
無料
筆記用具、ウクレレをお持ちの方は持参可
※無料貸出もできます。
吾妻町ふるさと会館　研修室１
生涯学習課　吾妻駐在
☎0957-38-3108
５月６日（木）～２５日（火）

たのしいウクレレ教室～入門編～

『自分作り』・『仲間作り』を始めませんか？個人で、あるいは仲間とと
もに、楽しく学びましょう♪
どこの地区でもいくつでも！！申込み受付は、平日午前９時～午後５
時までです。
皆さんのご参加お待ちしています。（マスク着用にご協力ください。）

　休館中は蔵書点検を行います。蔵書点検は、所蔵している本や雑誌・ＤＶＤなど、すべての資料を点検し、
正しく配架する作業です。利用しやすい図書館づくりのための大切な作業です。
　皆さまには大変ご不便をおかけしますが、ご理解とご協力を
お願いします。
※休館中の本の返却は、返却ポストへお願いします。
 （視聴覚資料・他市から取り寄せた資料は入れられません。）

市民
講座UNZEN

つなごう！未来へ
島原半島ユネスコ世界ジオパークUnzen Volcanic Area

「定点」① ― あの日の出来事 ―

雲仙市図書館から休館のお知らせ

　１９９１（平成３）年５月２０日に出現が確認された溶岩
ドームは、日に日に大きくなりました。そして５月２４日には
ついにその一部が崩れ、火砕流が発生し始めました。当時、
火砕流という噴火現象は、日本はもちろん、世界的にもあま
り目撃事例がなく、珍しいものでした。島原市北上木場町の
葉タバコ畑の中を通る県道の一角は、視界がぱっと開け、谷
の中を流れ下る火砕流をほぼ真正面から見ることができた
ため、多くの人が集まるようになりました。そしてその場所
は、いつしか火砕流を撮影する「定点」と呼ばれるようにな
りました。
　６月３日、朝から天気は下り坂でした。梅雨前線の接近に

伴い、午後から雨がぱらつき始め、溶岩ドームは雲の中に隠
れがちでした。午後３時半過ぎからは溶岩ドームの崩落が相
次ぎ、繰り返し火砕流が発生していました。そんな状況の
中、午後４時８分、溶岩ドームが大きく崩れ、規模の大きな
火砕流が発生しました。水無川を流れ下った火砕流の本体は
「定点」の手前で止まりましたが、火砕流と同時に発生した
高温・高速の熱風（火砕サージ）は、そのまま「定点」の周辺
にいた人々をのみこんでしまいました。
　この出来事から３０年が過ぎようとしています。次回は、
この時の経験を未来の世代に引き継ぐ取り組みをお伝えし
ます。

GEO
PARKS

つ

なご
う！未来人

写真：
「定点」と、そこに建てられて
いる白い三角錐
（令和２年１０月９日撮影）

問　雲仙市図書館　☎0957-78-3977（月曜休み）
愛野図書室　　☎0957-36-0616（月曜休み）

※「定点」は砂防指定地内に
　あるため、通常は立入りで
　きません。

雲仙市図書館
愛野図書室

休館：６月１０日（木）～１６日（水）
休館：６月２４日（木）～３０日（水）
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　雲仙市では、１人が１日に出すごみの量を８５０グラムまで減らすことを目標としています。
　この目標達成のためには、一人ひとりが「ごみ問題」を意識し、環境に配慮した生活や行動をすることが求めら
れます。市民の皆さまのご協力を、よろしくお願いします。
　ごみを減らすための方法や、ごみ出しで多い間違いをご紹介します。

　市役所や各総合支所の入口などに設置されている左の画像の
ような水色の細長い箱をご存知でしょうか？
　投入口のサイズは横が約３０ｃｍ・縦が約１５ｃｍで、ここに入る大きさまでの家電製品を
回収する「小型家電回収ボックス」といいます。
　サイズ内であれば、ほとんどの家電製品が対象となっており、ここで回収された小型家電
は、材料の鉄やアルミ、貴金属、レアメタルなどに分けられ、リサイクルされます。
ボックスに入れる際の注意点
　●電池を使用するものは、必ず電池をはずしてください。
　●電気スタンドの場合、必ず蛍光灯や電球・ＬＥＤ球をはずしてください。
　●投入口に入らない大きさのものを、無理に押し込まないでください。
　対象品目や設置場所については、市ホームページ、または環境政策課へお尋ねください！

　雲仙市では空き缶と空きびんを通常の不燃ごみとは別に収集していますが、資源ごみとして収集
している缶・びんは、口に入れても大丈夫なものが入っていた容器のみです。

　地場産業の振興に資する雇用拡充を目的として、雇用増を伴う事業拡充を行う民間事業者に対して、その事業資金の一
部を補助します。
補　助　対　象　者　生産能力の拡大、商品・サービスの付加価値向上等を図るため雇用拡大を行う、既に事業を営んでい
　　　　　　　　　る者（中小企業基本法で規定する中小企業者で常時雇用する従業員が３０人未満の者）
補 助 対 象 事 業　新たに雇用を創出する事業を実施するものに対して支援する次の事業
　　　　　　　　　（１）地域産業の振興に資する事業、または地域課題の解決に資する事業
　　　　　　　　　（２）特に市長が認める事業
雇用に関する要件　計画期間中に一週間の所定労働時間が２０時間以上の従業員を新たに雇用し、計画期間終了後もその
　　　　　　　　　雇用を継続していただく必要があります。
補 助 対 象 経 費　人件費、店舗等借入費、設備費（不動産の取得を除く）、改修費、広告宣伝費、研究開発費、地域外
　　　　　　　　　からの事業所移転費、従業員の教育訓練費、その他特に必要と認められる経費
補助率・上限額　補助対象経費の３分の２以内とし、４００万円を限度とする。
審　査　方　法　応募締切後、市における事務的審査（１次審査）を行った後、プレゼン形式の審査会（２次審査）を
　　　　　　　　　行います。
　　　　　　　　　※上記の他にも諸条件がありますので、詳細は商工労政課にお尋ねください。
応　募　締　切　５月３１日（月） 午後５時１５分までに、商工労政課までご提出ください。

　収集するものであっても、サビついていたり汚れがひどいものは、再利用ができませんので不燃ごみとし
て出してください。また中に吸い殻など他のごみを入れないでください。
　空き缶と空きびんは同じ日に収集しますが、空き缶は水色の文字、空きびんはオレンジ色の文字のごみ袋
です。一緒に入れてしまうと収集できませんので、ご注意ください。

問　環境政策課　☎0957-38-3111

雲仙市

第６回

●減らさんば！　お宝です　使い終わった　小型家電

●分けんば！　気をつけて　間違いの多い　缶とびん

問　商工労政課　☎0957-38-3111

空き缶・空きびんで収集する
主なもの
◎水ですすいでから出してくだ
　さい。

空き缶・空きびんでは収集しない
主なもの
◎不燃ごみで出してください。

・ジュースやお茶、コーヒーなどの飲料水の缶　
・ビールやお酒、調味料、錠剤や飲み薬のびん
　→ふたは、はずしてください(※)。ラベルはそのままでも大丈夫です。
・クッキーやせんべいなどのお菓子や粉ミルクが入っていた缶
　→中の紙やビニールの仕切り、金属ではないふたなどは、はずしてください。(※)
※はずしたものは缶・びんと一緒に入れないでください。
・化粧品や消毒液などのびん
・蚊取り線香やペンキなどの缶
・殺虫剤や芳香剤などのスプレー缶

お手数をおかけしますが、ご協力をよろしくお願いします！

注意！

令和３年度　雲仙市地域産業雇用創出チャレンジ支援事業公募について



市
教
育
委
員
会
「
親
子
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

市
福
祉
事
務
所
「
家
庭
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

県
教
育
委
員
会
「
24
時
間
子
供
SO
Sダ
イ
ヤ
ル
」
‥
‥
‥
‥

県
医
療
政
策
課「
小
児
救
急
で
ん
わ
相
談
」（
午
後
6時
～
午
前
8時
、日
祝
日
全
日
）

※
一
般
相
談
窓
口
　
受
付
時
間
　
午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
祝
日
・
年
末
年
始
除
く
）
女
性
相
談
員
が
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

※
男
性
相
談
窓
口
　
受
付
時
間
　
毎
月
第
２
・
４
水
曜
日
　
午
後
６
時
～
９
時
 男
性
相
談
員
が
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

◆
一
般
相
談
窓
口
☎
09
5-
82
2-
47
30

◆
男
性
相
談
窓
口
☎
09
5-
82
5-
96
22

☎
01
20
-9
6-
79
47

☎
01
20
-9
28
-4
71

☎
01
20
-0
-7
83
10

☎
＃
80
00

子
ど
も
に
関
す
る
電
話
相
談
（
Ｐ
HＳ
、
IＰ
電
話
か
ら
は
つ
な
が
り
ま
せ
ん
）

休
日
在
宅
歯
科
医
当
番
医
 

　
(診
療
時
間
／
午
前
9時
～
正
午
)

休
日
在
宅
当
番
薬
局
 (営
業
時
間
／
午
前
9時
～
午
後
5時
)

長
崎
県
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー
　
き
ら
り
あ

ま
つ
し
ま
歯
科
医
院

小
嶺
歯
科
医
院

小
嶺
歯
科
医
院

末
吉
歯
科

有
家
ふる
せ
歯
科ク
リニ
ック

松
本
歯
科
医
院

高
橋
歯
科
医
院

森
元
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

医
療
機
関
名

２
日

３
日

４
日

５
日

９
日

16
日

23
日

30
日

所
在
地

電
話
番
号

医
療
機
関
名

所
在
地

電
話
番
号

入
江
歯
科
医
院

松
井
歯
科
医
院

本
多
歯
科
医
院

清
水
歯
科
医
院

草
野
歯
科
医
院

ま
つお
デ
ンタ
ル
クリ
ニッ
ク

菅
歯
科
医
院

吉
田
歯
科
医
院

南島
原市

有家
町

国　
見　

町
南島

原市
有家

町
島原

市有
明町

南島
原市

有家
町

島原
市有

明町
南島

原市
西有

家町
島原

市有
明町

南島
原市

西有
家町

島原
市有

明町
南島

原市
南有
家町

島　
原　

市
南島

原市
南有
馬町

島　
原　

市
南島

原市
南有
馬町

島　
原　

市

82
-0
60
0

78
-2
36
6

82
-3
53
5

68
-0
15
0

82
-4
18
2

68
-3
87
2

82
-8
85
2

68
-0
01
7

82
-1
71
7

68
-0
01
1

85
-3
55
0

63
-4
84
8

85
-3
11
0

65
-0
23
3

85
-2
04
5

62
-5
02
6

ひ
と
み
薬
局
愛
野
店

薬
　
局
　
名

所
在
地

電
話
番
号

愛
野
町

２
日

36
-0
21
2

国
見
調
剤
薬
局

ヤ
マ
ト
薬
局

ふ
た
ば
調
剤
薬
局

あ
さ
ひ
調
剤
薬
局

国
見
町

南
串
山
町

国
見
町

国
見
町

９
日

23
日

30
日

65
-3
08
2

60
-4
45
4

61
-7
11
7

78
-1
10
8

ほ
ん
ま
ち
薬
局

愛
野
町

36
-2
71
2

＊雲
仙市

以外
の休

日当
番医

の情
報に
つい
ては
、長
崎県

ホー
ムペ
ージ
「長

崎
　県

救急
医療

情報
シス
テム
」ま
たは
、新
聞等

で最
新情

報を
ご確

認く
ださ
い。

3～ 　
5日

5月
く
ら
し
の
カ
レ
ン
ダ
ー

く
ら
し
の
カ
レ
ン
ダ
ー

う
ん
ぜ
ん

1

2
7

8

9

6
5

4
3

14
15

13
12

11
10

日
月

火
水

木
金

土

憲
法
記
念
日

み
ど
り
の
日

こ
ど
も
の
日

今
月
の
税

　
軽
自
動
車
税
、
固
定
資
産
税（
１
期
）

●
納
期
限
、
口
座
振
替
日
：
６
月
１
日（
月
）

●
口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
は
残
高
の
確
認
を

　
お
願
い
し
ま
す
。

今
月
の
税

　
　
　
・
固
定
資
産
税
（
１
期
）

　
　
　
・
軽
自
動
車
税
（
全
期
）

●
納
期
限
、
口
座
振
替
日
：
５
月
31
日（
月
）

●
口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
は
残
高
の
確
認
を

　
お
願
い
し
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
に

①
人
と
の
距
離
の
確
保

②
マ
ス
ク
の
着
用

③
手
洗
い

…
 人
と
の
間
隔
は
で
き
る
だ
け
２
ｍ
(最
低
１
ｍ
)空
け
る

…
 症
状
が
な
く
て
も
マ
ス
ク
を
着
用
す
る

…
 ３
０
秒
程
度
か
け
て
水
と
石
け
ん
で
丁
寧
に
洗
う

※
行
事
な
ど
は
変
更
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。※
市
外
局
番“
09
57
”は
省
略
し
て
い
ま
す
。

21
22

2316
20

19
18

17

28
29

30

27
26

25
24 31

医 医医 医 医 医 医 医医 医

医 医

医 医

医 医

医医

●
午
前
の
相
談（
受
付
午
前
９
時
３０
分
～１
０
時
３０
分
、5
月
の
対
象
R2
.5
～
R2
.12
生
）は
参
加
自
由
。

　
午
後
の
相
談
対
象
者
に
は
通
知
を
送
付
して
い
ま
す。
（
受
付
午
後１
時
３０
分
～１
時
４５
分
）

●
の
対
象
者
に
は
通
知
を
送
付
し
て
い
ま
す
。
（
受
付
/午
後
１
時
～
１
時
１
５
分
）

●
の
お
問
合
せ
は
、
地
域
づ
く
り
推
進
課
（
☎
38
-3
11
1）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
の
申
込
は
前
日
ま
で
に
保
護
課
（
☎
36
-2
50
0）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
の
予
約
は
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
☎
38
-7
83
0）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
に
参
加
希
望
の
方
は
子
ど
も
支
援
課
（
☎
36
-2
50
0）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
 …
休
日
在
宅
当
番
医（
午
前
9時
～
午
後
5時
）
　

医

　
中
村
眼
科
医
院

 （
愛
野
町
　
36
-1
06
0）

　
公
立
小
浜
温
泉
病
院

 （
小
浜
町
　
74
-2
21
1）

　
愛
野
記
念
病
院

 （
愛
野
町
　
36
-0
01
5）

　
公
立
小
浜
温
泉
病
院

 （
小
浜
町
　
74
-2
21
1）

　
愛
野
記
念
病
院

 （
愛
野
町
　
36
-0
01
5）

　
公
立
小
浜
温
泉
病
院

 （
小
浜
町
　
74
-2
21
1）

　
愛
野
記
念
病
院

 （
愛
野
町
　
36
-0
01
5）

　
公
立
小
浜
温
泉
病
院

 （
小
浜
町
　
74
-2
21
1）

　
本
田
医
院

 （
国
見
町
　
78
-2
76
8）

　
菅
耳
鼻
咽
喉
科

 （
南
串
山
町
 8
8-
31
31
）

　
太
田
整
形
外
科

 （
国
見
町
　
78
-5
41
3）

　
副
島
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

 （
小
浜
町
　
74
-3
70
0）

　
松
本
内
科
医
院

 （
国
見
町
　
65
-3
33
3）

　
ひ
ら
ゆ
医
院

 （
小
浜
町
　
74
-5
83
3）

　
佐
藤
医
院

 （
国
見
町
　
78
-5
55
5）

　
木
戸
眼
科

 （
小
浜
町
　
74
-3
22
2）

●
ぴ
あ
サ
ポ
ート
うん
ぜ
ん（
午

後
1時
30
分
～
3時
30
分
、

愛
の
夢
未
来
セ
ン
ター
）

●
視
覚
障
害
者
生
活
訓
練

  （
午
前
10
時
～
午
後
2時
、

愛
野
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

●
視
覚
障
害
者
生
活
訓
練

  （
午
前
10
時
～
午
後
2時
、

愛
野
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

●
1歳
6か
月
児
健
康
診
査

        （
国
見
農
村
環
境
改
善

セ
ン
タ
ー
）

●
1歳
6か
月
児
健
康
診
査

        （
南
串
山
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
）

●
1歳
6か
月
児
健
康
診
査

        （
瑞
穂
町
公
民
館
）

●
1歳
6か
月
児
健
康
診
査

        （
愛
野
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
）

●
パ
パ
マ
マ
ひ
ろ
ば
（
午

後
1時
～
、
愛
野
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
）

●
赤
ち
ゃ
ん
健
康
相
談（
小

浜
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー）

●
ハロ
ーワ
ーク
諫
早巡
回
相
談

  （
午
前1
0時
30
分
～
午
後
3時

15
分、
千々
石
保
健
セン
ター
）

●
行
政
相
談（
午
後
1時
～
4

時
、小
浜
総
合
支
所
、南
串

山
総
合
支
所
）

●
視
覚
障
害
者
生
活
訓
練

  （
午
前
10
時
～
午
後
2時
、

愛
野
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

●
赤
ち
ゃ
ん
健
康
相
談（
国

見
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
）

●
行
政
相
談（
午
前
9時

～
正
午
、瑞
穂
総
合
支

所
、雲
仙
市
役
所
、愛
野

総
合
支
所
）

●
人
権
よ
ろ
ず
相
談
（
午

前
9
時
～
正
午
、
愛
の

夢
未
来
セ
ン
タ
ー
）

●
赤
ち
ゃ
ん
健
康
相
談（
吾

妻
保
健
セ
ン
タ
ー
）

●
遺
言
・
契
約
等
法
律
相

談（
午
後
１
時
～
４
時
、

愛
の
夢
未
来
セ
ン
タ
ー
）

●
行
政
相
談（
午
前
９
時

～
正
午
、
国
見
総
合
支

所
、午
後
１
時
～
４
時
、

千
々
石
保
健
セ
ン
タ
ー
）

●
赤
ち
ゃ
ん
健
康
相
談（
愛

野
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

●
障
害
者
巡
回
相
談（
午

後１
時
30
分
～
4時
、瑞

穂
町
公
民
館
）



市
役
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

● 広報うんぜん
令和  3年5月 16

　市民が自ら考え実践する地域づくりを推進するため、補助金を交付します。なお、申請を行う際には、必ず事前に地
域づくり推進課までご相談ください。
【対象者】○市民･･･市内に居住している人や市内に所在する事業所に勤務する人
　　　　　○団体･･･構成員の半数以上が市民であり、政治、宗教等を目的とせず、５人以上で組織されている団体
【補助対象経費】　事業実施に必要な旅費、消耗品費、通信運搬費、手数料、委託料、使用料、借上料など

※事業の審査等を行うため、事業申請書の提出（事業開始の概ね２か月前）が必要となりますので、早めのご相談をお
　願いします。
※対象事業や補助対象経費などの詳細については、地域づくり推進課までお問い合わせください。
※市ホームページに「雲仙市地域づくり補助金のてびき」を掲載しています。

地域づくり活動を支援します！（雲仙市地域づくり補助金）

問　地域づくり推進課　☎0957-38-3111

市民または団体が、自ら企画および運営を行う研修会または講演会であり、地域の発展に資す
る地域活性化事業または、人材育成事業に関するもの（広く市民に周知を図るものに限る）
補助対象経費から事業収入等を差し引いた額の１０／１０以内（限度５０万円）

【対象事業】

【補助率等】

団体が実施主体となって行う、地域課題などの解決が図られる事業など
補助対象経費から事業収入等を差し引いた額の１０／１０以内（限度額２００万円）

【対象事業】
【補助率等】

団体が、歴史、文化、自然等地域資源の活用を目的として実施する事業
補助対象経費の１回目３／４以内、２回目以降２／３以内（限度額１００万円）

【対象事業】
【補助率等】

団体が、町または町を越えた広域的な活性化を目的として実施する事業（夏祭り事業など）
補助対象経費の２／３以内（限度額１００万円）

【対象事業】
【補助率等】

研 修 会
開 催 型

市 民
提 案 型

市 民
活 動 型

地 域
活性化型

令和３年度狩猟免許試験のお知らせ
　野生鳥獣を捕獲するためには、狩猟免許を取得し、狩猟
者登録または捕獲許可が必要です。狩猟免許を所持してい
ない者が「わな」等を使用し、捕獲すると違反になります。
◎狩猟免許試験受験に関する経費への補助がありますので、
　事前に農林課までお問い合わせください。

試験の種類
　・網猟免許（網が使用できる免許）
　・わな猟免許（わなが使用できる免許）
　・第１種銃猟免許（装薬銃および空気銃が使用できる免
　　許）
　・第２種銃猟免許（空気銃が使用できる免許）
受験資格
　・１８歳以上の方（銃猟免許受験の方は２０歳以上）で、
　　覚醒剤等の中毒者でない者
　・狩猟免許の取消等の処分を受けた場合は、処分の日か
　　ら３年以上経過している者
試験科目
　１次試験（知識試験）：
　　・鳥獣の保護および管理並びに狩猟の適正化に関する
　　　法律に関すること
　　・猟具、鳥獣および鳥獣の保護管理に関すること
　２次試験（技能試験）：
　　・鳥獣判別、猟具の判別および取り扱い等
試 験 日　７月２日（金）　
場　　所　島原振興局（島原市城内1-1205）
　　　　　※島原会場のほか県下５会場で実施されます。
　　　　　（試験日程は会場で違います。）
　　　　　※網猟、わな猟の二次試験は一次試験合格者に
　　　　　　対し同日中に実施します。
　　　　　※第１種・第２種銃猟の二次試験は一次試験合
　　　　　　格者に対し別日に実施します。　　　　　　
受付期間　５月１０日（月）～６月４日（金）
　　　　　※申請書様式等は島原振興局農業企画課で配布
　　　　　　しています。また、県のホームページからも
　　　　　　ダウンロードできます。

問　農林課　☎0957-38-3111

　市では、新築住宅への浄化槽の設置や、汲み取り・単独
浄化槽から合併浄化槽へと転換をされる場合に、工事費の
一部を補助する制度があります。
対　　象
　①下水道等区域以外に合併浄化槽を設置する人（建売住
　　宅を除く）
　②市税の未納がないこと
　③補助の交付決定より前に着工し、または完成していな
　　いこと
申請様式　環境政策課にお問い合わせいただくか、市ホー
　　　　　ムページよりダウンロードください。
申請窓口　環境政策課
補助金額（限度額）

※浄化槽の設置に係る工事費により上記補助限度額の範囲
　内で補助金額は変動します。

問　環境政策課　☎0957-38-3111

合併浄化槽を設置する場合に、工事費の一部
を補助します！

　水道メーターより宅内側で漏水があった場合、漏水修理
完了後（雲仙市指定給水装置工事事業者で修理したものに
限る）、水道料金の一部を軽減できる制度があります。た
だし、蛇口や湯沸器、給湯器、トイレの洗浄装置等の破損
や故障による漏水などは対象外となります。
　詳しくは、水道課にお尋ねください。

問　水道課　☎0957-38-3111

宅内漏水による水道料金の減免について

576,000円
693,000円
877,000円
1,638,000円
2,790,000円
3,744,000円
2,548,000円

高度処理型
498,000円
621,000円
822,000円
1,408,000円
2,208,000円
3,055,000円
2,181,000円

通常処理型
５人槽

６、７人槽
８～１０人槽
１１～２０人槽
２１～３０人槽
３１～５０人槽
５１人槽以上

区　分
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ハローワーク諫早巡回相談が開催されます！
「しごと」や「くらし」の困りごとありませんか？

予約受付中！
時間外にマイナンバーカードを受け取れます！
　総合窓口課の窓口において、６月１日（火）から毎月第１
火曜日の時間外にマイナンバーカードを受け取る事ができ
るようになりました。事前に電話予約が必要ですので、ま
ずはお問い合わせください。
交付日時　毎月第１火曜日
　　　　　（第１火曜日が祝日の場合は翌週の火曜日）
　　　　　午後５時３０分～７時
交付場所　総合窓口課（吾妻庁舎）
注意事項
　○マイナンバーカード交付業務のみとなります。
　〇予約がないと交付できません。
　〇電話予約は平日午前８時３０分～午後５時１５分にお
　　願いします。
　〇代理人へのカード交付はできません。
　〇システムの都合で予約できない日もあります。
※詳しくは、総合窓口課へお尋ねください。

問　総合窓口課　☎0957-38-3111

国民年金からのおしらせ
国民年金定額保険料に「付加保険料」を上乗せして
納めることで、将来受け取る年金額を増やせます！
＜保険料と年金額＞
定額保険料に上乗せして納める金額（付加保険料）
⇒「月額４００円」
老齢基礎年金に上乗せして受け取る年金額
⇒「２００円×付加保険料納付月数」（年額）

　２年以上受け取ると支払った付加保険料以上の金額を年
金として受け取ることができます。
例えば･･･
　毎月の保険料に上乗せして「４００円」の付加保険料を４０
年間（２０歳から６０歳まで）納めていた場合に受け取る付
加年金額は、「２００円×４８０月（４０年）＝９６,０００円」
◎65歳から受給する老齢基礎年金に「年額９６,０００円」
　の付加年金が上乗せされます。
※付加年金は定額のため物価スライド（増額・減額）はあ
　りません。
◇納付する際の注意点◇
・付加保険料は申出をした月からの支払いとなります。
・納期限は「翌月末日」と定められています。
・納期限を経過した場合でも、期限から２年間は付加保険
　料を納めることができます。
・付加保険料の納付をやめる場合は「付加保険料納付辞退
　申出書」の提出が必要です。
・国民年金基金に加入されている方は付加保険料を納める
　ことはできません。

問　ねんきんダイヤル　☎0570-05-1165
諫早年金事務所　　☎0957-25-1662

　　　総合窓口課　　　　☎0957-38-3111

くらしの困りごとありませんか？～生活保護制度

　ハローワーク諫早の専門職員と直接相談できます。
　事前に電話でご連絡ください。 （予約制）
日　時　５月１２日（水） 午前１０時３０分～午後３時１５分
場　所　千々石保健センター　会議室
対象者　・生活困窮の人
　　　　・ひとり親家庭のお父さん、お母さん　等
内　容　職業相談、職業紹介（一人４５分）

問　保護課・子ども支援課　☎0957-36-2500

自立相談支援事業

　あなたの生活・お金・仕事に関する悩みを解決へ向けて
支援します。
　一人で抱え込まずにまずはお電話を！
※住居確保給付金の相談も受け付けます。
※お仕事をお探しの方は、右記のハローワーク諫早巡回相
　談へ参加することもできますので、ご相談ください。

問　保護課　☎0957-36-2500

◆相談や申請はどうするの？
　・面接でお話をお聞きしますので、窓口（保護課・各総
　　合支所）までお越しください。ご本人ではなく、家族
　　の方などでも大丈夫です。
　・病気などにより、どうしても窓口に来ることができな
　　い場合は、職員が訪問します。お気軽にご連絡くださ
　　い。
◆どんな支援があるの？
　生活保護には次の８種類があります。
　　　○生活扶助　○住宅扶助　○教育扶助
　　　○介護扶助　○医療扶助　○出産扶助
　　　○生業扶助　○葬祭扶助

相談場所
　保護課
　千々石町戊５８２／☎0957-36-2500
相談日時
　毎週月曜日～金曜日　午前８時３０分～午後５時１５分
　（土日祝日、年末年始除く）

問　保護課　☎0957-36-2500

国保ワンポイントアドバイス
特定健診・特定保健指導を受けましょう！
○特定健診とは？
　生活習慣病の予防のために、４０歳から７４歳までの国
保加入者を対象に、メタボリックシンドロームに着目した
健診を無料で行っています。（７５歳以上の方も、後期高
齢者健診として受けることができます。）
　年に１回（４月下旬または国保加入手続き後）、受診券
と集団健診の日程や個別健診の医療機関一覧等をお送りし
ます。
　２０歳から３９歳までの方も、同じ健診を受けることが
できます。受診券はありませんので、保険証を持参してく
ださい。（集団健診：７００円、個別健診：９００円）

【受診方法】
集団健診：地域の保健センターや公民館などで期間を定め
　　　　　て行います。※予約不要
個別健診：市が委託する医療機関で都合に合わせて受診で
　　　　　きます。※事前に予約が必要

○特定保健指導とは？
　特定健診の結果から、生活習慣病の発症リスクが高く、
生活習慣の改善による生活習慣病の予防効果が多く期待で
きる方に対して、市の保健師や管理栄養士が生活習慣を見
直すサポートをします。（７４歳になる年度まで）
・集団健診を受診した方→原則、結果説明会で初回面接
・個別健診を受診した方→後日、特定保健指導の案内を
　　　　　　　　　　　　送付

問　総合窓口課　☎0957-38-3111

生活保護
の申請は
国民の権
利です。

秘密
厳守
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　市民が自ら考え実践する地域づくりを推進するため、補助金を交付します。なお、申請を行う際には、必ず事前に地
域づくり推進課までご相談ください。
【対象者】○市民･･･市内に居住している人や市内に所在する事業所に勤務する人
　　　　　○団体･･･構成員の半数以上が市民であり、政治、宗教等を目的とせず、５人以上で組織されている団体
【補助対象経費】　事業実施に必要な旅費、消耗品費、通信運搬費、手数料、委託料、使用料、借上料など

※事業の審査等を行うため、事業申請書の提出（事業開始の概ね２か月前）が必要となりますので、早めのご相談をお
　願いします。
※対象事業や補助対象経費などの詳細については、地域づくり推進課までお問い合わせください。
※市ホームページに「雲仙市地域づくり補助金のてびき」を掲載しています。

地域づくり活動を支援します！（雲仙市地域づくり補助金）

問　地域づくり推進課　☎0957-38-3111

市民または団体が、自ら企画および運営を行う研修会または講演会であり、地域の発展に資す
る地域活性化事業または、人材育成事業に関するもの（広く市民に周知を図るものに限る）
補助対象経費から事業収入等を差し引いた額の１０／１０以内（限度５０万円）

【対象事業】

【補助率等】

団体が実施主体となって行う、地域課題などの解決が図られる事業など
補助対象経費から事業収入等を差し引いた額の１０／１０以内（限度額２００万円）

【対象事業】
【補助率等】

団体が、歴史、文化、自然等地域資源の活用を目的として実施する事業
補助対象経費の１回目３／４以内、２回目以降２／３以内（限度額１００万円）

【対象事業】
【補助率等】

団体が、町または町を越えた広域的な活性化を目的として実施する事業（夏祭り事業など）
補助対象経費の２／３以内（限度額１００万円）

【対象事業】
【補助率等】

研 修 会
開 催 型

市 民
提 案 型

市 民
活 動 型

地 域
活性化型

令和３年度狩猟免許試験のお知らせ
　野生鳥獣を捕獲するためには、狩猟免許を取得し、狩猟
者登録または捕獲許可が必要です。狩猟免許を所持してい
ない者が「わな」等を使用し、捕獲すると違反になります。
◎狩猟免許試験受験に関する経費への補助がありますので、
　事前に農林課までお問い合わせください。

試験の種類
　・網猟免許（網が使用できる免許）
　・わな猟免許（わなが使用できる免許）
　・第１種銃猟免許（装薬銃および空気銃が使用できる免
　　許）
　・第２種銃猟免許（空気銃が使用できる免許）
受験資格
　・１８歳以上の方（銃猟免許受験の方は２０歳以上）で、
　　覚醒剤等の中毒者でない者
　・狩猟免許の取消等の処分を受けた場合は、処分の日か
　　ら３年以上経過している者
試験科目
　１次試験（知識試験）：
　　・鳥獣の保護および管理並びに狩猟の適正化に関する
　　　法律に関すること
　　・猟具、鳥獣および鳥獣の保護管理に関すること
　２次試験（技能試験）：
　　・鳥獣判別、猟具の判別および取り扱い等
試 験 日　７月２日（金）　
場　　所　島原振興局（島原市城内1-1205）
　　　　　※島原会場のほか県下５会場で実施されます。
　　　　　（試験日程は会場で違います。）
　　　　　※網猟、わな猟の二次試験は一次試験合格者に
　　　　　　対し同日中に実施します。
　　　　　※第１種・第２種銃猟の二次試験は一次試験合
　　　　　　格者に対し別日に実施します。　　　　　　
受付期間　５月１０日（月）～６月４日（金）
　　　　　※申請書様式等は島原振興局農業企画課で配布
　　　　　　しています。また、県のホームページからも
　　　　　　ダウンロードできます。

問　農林課　☎0957-38-3111

　市では、新築住宅への浄化槽の設置や、汲み取り・単独
浄化槽から合併浄化槽へと転換をされる場合に、工事費の
一部を補助する制度があります。
対　　象
　①下水道等区域以外に合併浄化槽を設置する人（建売住
　　宅を除く）
　②市税の未納がないこと
　③補助の交付決定より前に着工し、または完成していな
　　いこと
申請様式　環境政策課にお問い合わせいただくか、市ホー
　　　　　ムページよりダウンロードください。
申請窓口　環境政策課
補助金額（限度額）

※浄化槽の設置に係る工事費により上記補助限度額の範囲
　内で補助金額は変動します。

問　環境政策課　☎0957-38-3111

合併浄化槽を設置する場合に、工事費の一部
を補助します！

　水道メーターより宅内側で漏水があった場合、漏水修理
完了後（雲仙市指定給水装置工事事業者で修理したものに
限る）、水道料金の一部を軽減できる制度があります。た
だし、蛇口や湯沸器、給湯器、トイレの洗浄装置等の破損
や故障による漏水などは対象外となります。
　詳しくは、水道課にお尋ねください。

問　水道課　☎0957-38-3111

宅内漏水による水道料金の減免について

576,000円
693,000円
877,000円
1,638,000円
2,790,000円
3,744,000円
2,548,000円

高度処理型
498,000円
621,000円
822,000円
1,408,000円
2,208,000円
3,055,000円
2,181,000円

通常処理型
５人槽

６、７人槽
８～１０人槽
１１～２０人槽
２１～３０人槽
３１～５０人槽
５１人槽以上

区　分
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問　健康づくり課　☎0957-36-2500

望まない受動喫煙を防止しよう！

◆周りへの影響は？

◆周囲を気遣っているつもりでも受動喫煙が起こってしまいます

◆加熱式・電子たばこなら大丈夫？

□　空気清浄機の近くで □　ちょっと離れた場所で □　ベランダで

□　換気扇の下で

◆本人への影響は？

　5月 31日は世界禁煙デーで、６月 6日までの１週間は「禁煙週間」と定められています。
　たばこは、吸う本人へ健康被害があるのはもちろん、たばこから漂う煙を吸い込むこと（受動喫煙）で、
周囲の人もたばこによる健康被害を受けてしまいます。
　この機会に、自分のため・周りのためにも「たばこ」について考えてみましょう！

そのため肺がん等の様々ながんに罹りやすくなります。

また、心筋梗塞や狭心症等の虚血性心疾患、

脳梗塞、COPD（慢性閉塞性肺疾患） 

など様々な病気を引き起こす

危険性が高くなります。

たばこには

　化学物質が 5,300 種類以上
　発がん性物質が70 種類以上 含まれています。

たばこの煙に含まれる有害物質は

人が「吸い込む煙」 よりも　
の方に何倍も多く含まれています。
そのため、受動喫煙が起こることで周囲の人も

たばこの害を受けてしまいます。

　　　　　　　　受動喫煙が原因で、

　　　　　　　　年間 1万 5千人の方が亡くなって

　　　　　　　　いると推計されています。

たばこの粒子はとても小さく、
フィルターを通り抜けてしまうものも
あるため、完全に受動喫煙を防止する
ことはできません。
また、服や家具に付着した「たばこ
臭」を吸い込むことでもたばこの害
を受けます。 サッシを閉めても隙間から

たばこの煙は部屋に流れ込み
ます。
また、喫煙後に口からたばこ
の有害物質が出なくなるまで

45分かかります。

換気扇の真下で作った
料理のにおいが家中に
漂うように、たばこの
有害物質も部屋の中に
残ってしまいます。

たばこの煙の影響は、半径
約 25ｍ周囲（プール１杯分）
まで及びます。

注意 健康増進法の一部を改正する法律が定められ、望まない受動喫煙防止が強化されています。
多くの人が集まる施設（２人以上が同時に利用する施設）については、原則屋内禁煙となっています。

　加熱式・電子たばこによる健康への影響は明確になってはいませんが、
紙巻タバコとほぼ同程度の有害物質が含まれていることがわかっています。
　また、従来のたばこと同様に吐き出された煙が周囲を漂っていることが
分かっており、受動喫煙が発生してしまうとされています。

たばこから「漂う煙」

● 広報うんぜん
令和  3年5月 18



問　健康づくり課　☎0957-36-2500

　新型コロナウイルスワクチン接種について、本市では５月１８日から集団接種、６月１日から個別接種を
行います。
　４月 26 日、市内の 65 歳以上の人に接種券を発送いたしました。＜接種までの流れ＞について確認の上、接種
を希望される人は雲仙市コロナワクチンコールセンターまで予約をお願いいたします。

下記、市内の接種協力医療機関、または市の接種会場で接種ができます。
原則、市内での接種となりますが、やむを得ない事情がある人は市外での接種もできます。
詳しくは、雲仙市コロナワクチンコールセンターへお問い合わせください。
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④予約した日時・会場で接種を受ける（接種は無料）

☎  050-3733-5070

◎個別接種（６月１日（火）から開始）◎集団接種（５月１８日（火）から開始）
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（ ）

→
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健康うんぜん 21計画（NEWS21）キラッと健康！応援プロジェクト
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まで及びます。

注意 健康増進法の一部を改正する法律が定められ、望まない受動喫煙防止が強化されています。
多くの人が集まる施設（２人以上が同時に利用する施設）については、原則屋内禁煙となっています。

　加熱式・電子たばこによる健康への影響は明確になってはいませんが、
紙巻タバコとほぼ同程度の有害物質が含まれていることがわかっています。
　また、従来のたばこと同様に吐き出された煙が周囲を漂っていることが
分かっており、受動喫煙が発生してしまうとされています。
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問 福祉課
　 ☎0957-36-2500お知らせ福祉の

● 広報うんぜん
令和  3年5月 20

やってみよう！やってみよう！ ～ワンポイント手話～

　雲仙市社会福祉協議会（市委託事業
者）は、視覚に障がいのある方を対象に、
点字教室や歩行訓練、ボランティアとの
交流会を行い、日常生活向上のための支
援を行っています。（参加費無料）
　市内参加者の方は、会場までマイクロ
バスでの無料送迎も行っていますので、
視覚に障がいのある方へのＰＲのご協
力をお願いします。
　参加についてのお問い合わせは、雲仙
市社会福祉協議会（☎０９５７-３７-２
８５５）または福祉課までご連絡くださ
い。

◎開催日、会場
　５月１２日（水） 愛野保健福祉センター
　５月１９日（水） 愛野保健福祉センター
　５月２６日（水） 愛野保健福祉センター
◎時間　午前１０時～午後２時

　社会福祉法人南高愛隣会「BRIDGE はあと」（市委託事業者）は、障がいのある方やその
家族を対象に毎月巡回相談を行っています。お気軽にご相談ください。秘密は厳守します。

視覚に障がいのある方に
生活訓練への参加ＰＲを
お願いします！

障害者巡回相談のお知らせ

今月の手話 「美しい」

　令和元年度に雲仙市手話言語条例が施行されました。
　手話を通じて障がいへの理解を深め、誰もがお互いに尊
重し、支え合い、地域社会において安心して暮らすことが
できる雲仙市を目指します。

予約不要・無料

無　料

日時　５月１０日（月）午後１時３０分～４時
場所　瑞穂町公民館

【解説】
「美しい」
　左手の手のひらの上に、右手の手のひらを置いて、
なでるようにななめ前に出す。
★汚れがなく、きれいなさまを表しています。
◎「きれい」「清潔」の手話も同じです。
　動きはゆっくりと、表情も豊かに
　表現しましょう。

　※同じ手話で、早く動かすと、
 　「さっぱり」「無くなる」という
　　意味になります。

ブリッジ



● 広報うんぜん
令和  3年5月21

福祉の各種制度・事業の見直しを行いました

　敬老祝金については、平均寿命の延伸や介護給付費等の増加により、今年
度から以下のとおり見直しました。

　障がい者（児）タクシー利用券については、透析患者に対して、７２枚を追
加交付します。

　県立島原特別支援学校へ通学する、身体介助や見守りなどの支援が必要
な障がい児の移動支援事業（通学支援）を拡充しました。
【令和２年度まで】　・ヘルパーを派遣しての付添支援
【令和３年度から】　・ヘルパーを派遣しての付添支援
　　　　　　　　　・通学支援バスを運行（ヘルパー同乗）

　障がい児者の重度化・高齢化や「親亡き後」を見据え、関係機関が協力し
て、障がいのある方やその家族の生活を地域全体で支える拠点づくりに取
り組みます。（新規事業）
①相談　[２４時間３６５日相談体制 ]
②緊急時の受入れ・対応　[２４時間３６５日緊急受入体制 ]

　介護予防については、令和３年度から、「高齢者の保健事業と介護予防の
一体的実施」が開始されることに伴い、「ころばんごとがんばらんば体操教
室」「貯筋教室」「ふれあい・いきいきサロン」３教室連携により、健康寿命の
延伸を目指します。

　「特別支援学級」は、通常の学級における指導では十分に教育の効果を上げることが困難な児童生徒に対し、自立や社会参
加に向けた主体的な取り組みを支援するという視点に立ち、その特性に応じてきめ細かで適切な教育を行うために、小・中学
校内に特別に設置された少人数の学級です。学級で個別に学習したり、通常の学級に入って集団の中で一緒に学習したりします。
　令和３年度、雲仙市内には、小学校１６校に３６学級、中学校６校に８学級の特別支援学級が設置されています。
　「通級指導教室」は、普通学級に在籍し、週に数時間通級指導教室に通いながら学習や生活上の教育的ニーズに応じて適切
な指導と必要な支援を行うものです。雲仙市内の小学校４校、中学校１校に設置されています。

問　学校教育課　☎0957-37-3113

　「よろこびの里」は、一般の事業所に就労することが困難な障がいがある
方に、就労の機会を提供するとともに、生産活動およびその他の活動機会
の提供を通じて、地域で生活を続けるための知識および能力の向上のため
に必要な訓練などを行う事業所です。
　利用者の社会参加を目指してレクリエーション等の各種行事により、地
域との交流を深め、自立意識の向上を図りながら仕事に励み、明るい施設
づくりを目指しています。

雲仙市地域自立支援協議会　就労部会だより

雲仙市地域自立支援協議会　子ども支援部会だより

就労継続支援Ｂ型事業所「よろこびの里」の紹介

「特別支援学級」「通級指導教室」の紹介
支援が必要な子どもたちのために雲仙市内で実施している、福祉サービス制度や事業所などをご紹介します。

令和３年度当初予算における、福祉の制度や事業について、新たに実施する事業や拡大・見直しを行ったものをお知らせします。

問　（福）いずみ会　よろこびの里（小浜町南本町５１８）
　　☎0957-74-5829/FAX0957-74-3555
　　電子メール yorokobi@fukushi-net.or.jp

作業内容　・石膏製品（干支の製作）
　　　　　・花柴（ヒサカキ）栽培、販売
　　　　　・ギフト商品の箱折、箱詰め
　　　　　・玉ねぎの選別、箱詰め
　　　　　・クリーニング（ホテルのタオル等）
　　　　　・湯の華（入浴剤）販売他
就労時間　午前８時３０分～午後２時３０分
定 休 日　日・祝日　第３土曜日　年末年始
送　　迎　国見町方面・南串山町方面（無料）
昼　　食　利用者負担（２３０円 /１食）
定　　員　３０名
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→
→
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50,000円
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やってみよう！やってみよう！ ～ワンポイント手話～

　雲仙市社会福祉協議会（市委託事業
者）は、視覚に障がいのある方を対象に、
点字教室や歩行訓練、ボランティアとの
交流会を行い、日常生活向上のための支
援を行っています。（参加費無料）
　市内参加者の方は、会場までマイクロ
バスでの無料送迎も行っていますので、
視覚に障がいのある方へのＰＲのご協
力をお願いします。
　参加についてのお問い合わせは、雲仙
市社会福祉協議会（☎０９５７-３７-２
８５５）または福祉課までご連絡くださ
い。

◎開催日、会場
　５月１２日（水） 愛野保健福祉センター
　５月１９日（水） 愛野保健福祉センター
　５月２６日（水） 愛野保健福祉センター
◎時間　午前１０時～午後２時

　社会福祉法人南高愛隣会「BRIDGE はあと」（市委託事業者）は、障がいのある方やその
家族を対象に毎月巡回相談を行っています。お気軽にご相談ください。秘密は厳守します。

視覚に障がいのある方に
生活訓練への参加ＰＲを
お願いします！

障害者巡回相談のお知らせ

今月の手話 「美しい」

　令和元年度に雲仙市手話言語条例が施行されました。
　手話を通じて障がいへの理解を深め、誰もがお互いに尊
重し、支え合い、地域社会において安心して暮らすことが
できる雲仙市を目指します。

予約不要・無料

無　料

日時　５月１０日（月）午後１時３０分～４時
場所　瑞穂町公民館

【解説】
「美しい」
　左手の手のひらの上に、右手の手のひらを置いて、
なでるようにななめ前に出す。
★汚れがなく、きれいなさまを表しています。
◎「きれい」「清潔」の手話も同じです。
　動きはゆっくりと、表情も豊かに
　表現しましょう。

　※同じ手話で、早く動かすと、
 　「さっぱり」「無くなる」という
　　意味になります。

ブリッジ
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ホッと子育て　 ステーション子育て　 ステーション
子育てに関して、お困りやお悩みのある方は、子ども支援課へご相談ください！

問　子ども支援課　☎0957-36-2500

　・最近子育てにストレスを抱えていて、少しの時間子どもを見てもらえないかしら・・・
　・子どもと一緒に気軽に遊びに行ける場所はないかな・・・
　・保育所や認定こども園等の利用手続きはどうしたら良いのだろう・・・
　・子どもが病気で保育園には行けないけど、どうしても仕事が休めない・・・　
　・入院することになったから、しばらくの間子どもを預かってもらえないかしら・・・
　子育てをしていると、他にも様々な悩みや困りごとが次々に出てきます。また、子どもの年齢によって、悩みの
内容も変わってきたりします。そんな時には自分で考え込まずに、誰かを頼ってみましょう。
　相談内容に応じて、子育て支援員が情報の提供を行います。何でもお気軽にご相談ください。
相談場所：子ども支援課（電話相談可）　相談時間：午前８時３０分～午後５時（土日・祝日・年末年始を除く）

母子保健に関する事業の見直しを行いました！
　母子保健に関する事業について、一部見直し等を行いましたのでお知らせします。

低所得の子育て世帯に対する子育て世帯生活支援特別給付金（ひとり親世帯分）について
　長期化する新型コロナウイルス感染症の影響による失業や収入減少の中で、子育てと仕事を一人で担う低所得の
ひとり親世帯を対象に、生活を支援するため、「低所得の子育て世帯に対する子育て世帯生活支援特別給付金（ひとり
親世帯分）」が支給されます。
　なお、その他の低所得の子育て世帯を対象とした給付金については、国から正式に示された段階でお知らせします。

支給対象者　以下の①～③のいずれかに該当するひとり親世帯等の人への給付（※１）
①令和３年４月分の児童扶養手当受給者の人（児童扶養手当受給者）
②公的年金等（※２）を受給しており、令和３年４月分の児童扶養手当の支給が全額停止となった人（公的年金等受
給者）（※３）

③新型コロナウイルス感染症の影響を受けて家計が急変するなど、収入が児童扶養手当を受給している人と同じ水
準となっている人（家計急変者）

※１ 児童扶養手当法に定める「養育者」の方も対象となります
※２ 遺族年金、障害年金、老齢年金、労災年金、遺族補償など
※３ 既に児童扶養手当受給資格者としての認定を受けている人だけでなく、過去に児童扶養手当の申請をしていれば、
　　 令和３年４月分の児童扶養手当の支給が全額停止されたと推測される人も対象となります。

支給額　　支給対象者が監護している児童の人数×５０，０００円
支給対象者の手続き
●令和３年４月分の児童扶養手当が支給される人（支給対象者①：児童扶養手当受給者）は申請手続きは不要です。
（支給対象者には別途通知）
●それ以外の人（支給対象者②：公的年金等受給者、支給対象者③：家計急変者）
　▶申請期間：令和３年５月１０日（月）～令和４年２月２８日（月）
　▶給付金の支給要件に該当する人に対して、申請内容を確認して指定口座に振り込みます。

※手続き書類については、世帯等の状況により提出書類が異なりますので、ホームページをご確認いただくか、お問
い合わせください。なお、書類の提出については、郵送での提出も可能ですが、不備があった場合には返送とな
り、時間を要します。

　郵送による提出先：〒854-0492　千々石町戊582番地　雲仙市子ども支援課
問　子ども支援課　☎0957-36-2500

問　子ども支援課　☎0957-36-2500

事業名（補助金等） 事業概要および見直しの内容 担当課・班

1

2

特定不妊治療費助成事業

子育て世代包括支援センター事業

特定不妊治療（体外受精・顕微授精）にかかる費用の助成
①夫婦（事実婚含む）連名による申請（振込はいずれかの口座）
②所得制限の廃止
③未納がない証明の添付廃止
妊娠期から子育て期の切れ目のない支援
①妊婦面談（妊娠届出時に全ての妊婦に対する個別面談）
②産婦健診（産後２回の健康診査の無料受診）
③産後ケア（利用期間が産後１年未満に拡大）

子ども支援課
子ども健康班

子ども支援課
子ども健康班



● 広報うんぜん
令和 3年5月23

６月１日は、「人権擁護委員の日」です。
家庭内のもめ事や隣近所とのトラブルなど皆さまの悩みや心配事を人権擁護委員に相談してみませんか？
相談は無料で、秘密は厳守されますのでお気軽にご相談ください。
実 施 日／６月３日（木）　　相談時間／午前１０時～午後３時
開設場所／国見町文化会館（まほろば）、瑞穂町公民館、吾妻町ふるさと会館、愛の夢未来センター、
　　　　　千々石保健センター、小浜老人福祉センター、南串山保健福祉センター

問　地域づくり推進課　☎0957-38-3111

　３月２４日、第４期雲仙市子どものいじめの防止専
門委員会を代表して金原委員長と牟田副委員長が金
澤市長に活動報告書を提出されました。
　雲仙市子どものいじめの防止専門委員会は、雲仙市
子どものいじめの防止に関する条例第９条の規定に
基づき、設置されています。２年の任期の間に４回の
会議が開催されました。

（敬称略 順不同）

問　地域づくり推進課　☎0957-38-3111

雲仙市子どものいじめの防止
専門委員会の活動を報告しました

特設人権相談所を開設します！

　行政相談委員による行政相談   　　相談日時や場所
　市には、７名の行政相談委員がおり、毎月定例相
談を行っています。
　相談は無料ですので、「どこに相談したらよいか
分からない」「国道の道路案内の標識を改善して欲
しい」「年金の裁定額に納得がいかない」といったお
困りごとがあれば、お気軽にご相談ください。
　行政相談委員は、行政全般について市民の皆さん
の苦情やご意見・ご要望をお聞きし、公正・中立の
立場から関係行政機関などに必要なあっせんを行
い、その解決や実現の促進を図るとともに、皆さんの声を行政の制度や運営の改善にいかしています。
　行政相談委員　※令和３年４月１日付けで、坂本玲子さんが新たに委員に委嘱されました。 

問　地域づくり推進課　☎0957-38-3111

行政相談委員をご存知ですか

貸与条件
　次の全てに該当することが必要です。
　１．扶養者が１年以上雲仙市内に居住している者
　２．学業および人物がともに奨学生としてふさわしい者
　３．経済的な理由により修学困難な者
　※他の奨学金制度とも併給できます。
対象学校
①大学、大学院、短期大学、農業大学校
②高等専門学校、専修学校（専修学校設置基準によ
る修業年限２年以上の学校）、各種学校（各種学校
規程による修業年限２年以上の学校）

③高等学校
貸与金額　①･･･月額２０,０００円以内
　　　　　②･･･月額１５,０００円以内
　　　　　③･･･月額１２,０００円以内
申込期限　５月２８日（金）まで
申込方法
　教育委員会総務課や生涯学習課各駐在に備え付けて
ある奨学資金貸付申込書（市ホームページからダウン
ロードもできます。）に必要書類を添付し、教育委員会
総務課または生涯学習課各駐在に提出してください。
※募集要項など詳しくは市ホームページを
　ご覧ください。

問　総務課　☎0957-37-3113

雲仙市奨学資金のご案内

役　職
委員長
副委員長
委　員
委　員
委　員

金原　俊輔（臨床心理士）
牟田　伊宏（弁護士）
原口　真理子（雲仙市ＰＴＡ連合会）
清水　嘉葉（雲仙市主任児童委員連絡会）
前田　信孝（人権擁護委員）

氏　　　　名

相談場所
国見総合支所
瑞穂総合支所
雲仙市役所本庁

愛の夢未来センター
千々石総合支所
小浜総合支所
南串山総合支所

日　程
毎月第 2火曜日
毎月第 2木曜日
毎月第 2木曜日
毎月第 2木曜日
毎月第 2火曜日
毎月第 2水曜日
毎月第 2水曜日

開設時間
午前 9時～正午
午前 9時～正午
午前 9時～正午
午前 9時～正午
午後 1時～4時
午後 1時～4時
午後 1時～4時

坂本玲子委員
（国見町）

横田弘範委員
（瑞穂町）

小川龍二委員
（吾妻町）

重野淳委員
（愛野町）

中瀬政則委員
（千々石町）

松田幸紀委員
（小浜町）

山本修委員
（南串山町）

● 広報うんぜん
令和  3年5月 22

ホッと子育て　 ステーション子育て　 ステーション
子育てに関して、お困りやお悩みのある方は、子ども支援課へご相談ください！

問　子ども支援課　☎0957-36-2500

　・最近子育てにストレスを抱えていて、少しの時間子どもを見てもらえないかしら・・・
　・子どもと一緒に気軽に遊びに行ける場所はないかな・・・
　・保育所や認定こども園等の利用手続きはどうしたら良いのだろう・・・
　・子どもが病気で保育園には行けないけど、どうしても仕事が休めない・・・　
　・入院することになったから、しばらくの間子どもを預かってもらえないかしら・・・
　子育てをしていると、他にも様々な悩みや困りごとが次々に出てきます。また、子どもの年齢によって、悩みの
内容も変わってきたりします。そんな時には自分で考え込まずに、誰かを頼ってみましょう。
　相談内容に応じて、子育て支援員が情報の提供を行います。何でもお気軽にご相談ください。
相談場所：子ども支援課（電話相談可）　相談時間：午前８時３０分～午後５時（土日・祝日・年末年始を除く）

母子保健に関する事業の見直しを行いました！
　母子保健に関する事業について、一部見直し等を行いましたのでお知らせします。

低所得の子育て世帯に対する子育て世帯生活支援特別給付金（ひとり親世帯分）について
　長期化する新型コロナウイルス感染症の影響による失業や収入減少の中で、子育てと仕事を一人で担う低所得の
ひとり親世帯を対象に、生活を支援するため、「低所得の子育て世帯に対する子育て世帯生活支援特別給付金（ひとり
親世帯分）」が支給されます。
　なお、その他の低所得の子育て世帯を対象とした給付金については、国から正式に示された段階でお知らせします。

支給対象者　以下の①～③のいずれかに該当するひとり親世帯等の人への給付（※１）
①令和３年４月分の児童扶養手当受給者の人（児童扶養手当受給者）
②公的年金等（※２）を受給しており、令和３年４月分の児童扶養手当の支給が全額停止となった人（公的年金等受
給者）（※３）

③新型コロナウイルス感染症の影響を受けて家計が急変するなど、収入が児童扶養手当を受給している人と同じ水
準となっている人（家計急変者）

※１ 児童扶養手当法に定める「養育者」の方も対象となります
※２ 遺族年金、障害年金、老齢年金、労災年金、遺族補償など
※３ 既に児童扶養手当受給資格者としての認定を受けている人だけでなく、過去に児童扶養手当の申請をしていれば、
　　 令和３年４月分の児童扶養手当の支給が全額停止されたと推測される人も対象となります。

支給額　　支給対象者が監護している児童の人数×５０，０００円
支給対象者の手続き
●令和３年４月分の児童扶養手当が支給される人（支給対象者①：児童扶養手当受給者）は申請手続きは不要です。
（支給対象者には別途通知）
●それ以外の人（支給対象者②：公的年金等受給者、支給対象者③：家計急変者）
　▶申請期間：令和３年５月１０日（月）～令和４年２月２８日（月）
　▶給付金の支給要件に該当する人に対して、申請内容を確認して指定口座に振り込みます。

※手続き書類については、世帯等の状況により提出書類が異なりますので、ホームページをご確認いただくか、お問
い合わせください。なお、書類の提出については、郵送での提出も可能ですが、不備があった場合には返送とな
り、時間を要します。

　郵送による提出先：〒854-0492　千々石町戊582番地　雲仙市子ども支援課
問　子ども支援課　☎0957-36-2500

問　子ども支援課　☎0957-36-2500

事業名（補助金等） 事業概要および見直しの内容 担当課・班

1

2

特定不妊治療費助成事業

子育て世代包括支援センター事業

特定不妊治療（体外受精・顕微授精）にかかる費用の助成
①夫婦（事実婚含む）連名による申請（振込はいずれかの口座）
②所得制限の廃止
③未納がない証明の添付廃止
妊娠期から子育て期の切れ目のない支援
①妊婦面談（妊娠届出時に全ての妊婦に対する個別面談）
②産婦健診（産後２回の健康診査の無料受診）
③産後ケア（利用期間が産後１年未満に拡大）

子ども支援課
子ども健康班

子ども支援課
子ども健康班
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、諫
早
湾
干
拓
事
業
に
よ
り
あ

ら
た
に
創
出
さ
れ
た
場
所
・
空
間
の

さ
ら
な
る
魅
力
づ
く
り
や
に
ぎ
わ

い
づ
く
り
、利
活
用
を
目
的
に
、周

辺
住
民
の
方
々
の
参
画
に
よ
る
、環

境
美
化
活
動
や
美
し
い
景
観
づ
く

り
、イ
ベ
ン
ト
開
催
な
ど
の
事
業
を

募
集
し
、選
定
さ
れ
た
事
業
に
助
成

し
ま
す
。

公
募
期
間
　
５
月
６
日（
木
）〜 

６

月
18
日（
金
）

公
募
要
領
　
農
漁
村
整
備
課
、愛
野

総
合
支
所
、瑞
穂
総
合
支
所
、国
見

総
合
支
所
に
置
い
て
い
ま
す
。

問
　（
公
財
）諫
早
湾
地
域
振
興
基

金☎
０
９
５
７（
26
）６
８
０
８

■
令
和
３
年
度
第
１
回
防
火
管
理

者
資
格
取
得
講
習
会
開
催
の
お
知

ら
せ

開
催
日
時
　
６
月
３
日（
木
）・
４
日

（
金
）午
前
10
時
〜
午
後
４
時

開
催
場
所
　
諫
早
消
防
署

講
習
区
分　

甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習（
６
月
３

日
、４
日
）

乙
種
防
火
管
理
講
習（
６
月
３
日
）

定
員
　
約
60
名

※

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
状
況
に
よ
り
、中
止
ま
た
は
人

数
制
限
を
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
込
期
間
　
５
月
６
日（
木
）〜
24

日（
月
）

※

土
日
祝
日
も
受
け
付
け
、定
員
に

な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

申
込・問
　
小
浜
消
防
署

☎
０
９
５
７（
74
）３
２
３
１

■「
長
崎
い
の
ち
の
電
話
」よ
り
お

知
ら
せ

■
電
話
相
談
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

募
集
期
限
　
５
月
31
日（
月
）

※

養
成
講
座
の
開
始
は
６
月
か
ら

で
す
。詳
細
は
事
務
局
へ
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。

■
春
の
公
開
講
演
会
の
ご
案
内

日
時
　
５
月
15
日（
土
）午
後
２
時

〜場
所
　
長
崎
県
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー

演
題
　「
生
き
づ
ら
さ
を
抱
え
る
女

性
た
ち-

育
児
不
安
や
産
後
う
つ

を
支
え
る-

」

講
師
　
中
村
ま
り
子
助
産
師（
長
崎

県
助
産
師
会
所
属
）、柿
田
多
佳
子

先
生（
純
心
大
学
）　
他

※

入
場
制
限（
１
０
０
名
程
度
）を

し
ま
す
。Ｗ
Ｅ
Ｂ
聴
講
も
可
能
で

す
。

問
　
長
崎
い
の
ち
の
電
話
事
務
局

☎
０
９
５（
８
４
３
）４
４
１
０

■
ち
ょ
っ
と
勇
気
を
出
し
て「
ぴ
あ

サ
ポ
ー
ト
う
ん
ぜ
ん
」を
の
ぞ
い
て

み
ま
せ
ん
か
！

　「
ぴ
あ
サ
ポ
ー
ト
う
ん
ぜ
ん
」で

は
、発
達
障
害
児（
者
）、ひ
き
こ
も

り
、不
登
校
児
な
ど
の
ご
本
人
や
そ

の
家
族
が
互
い
の
悩
み
を
共
有
す

る
な
ど
、情
報
交
換
の
で
き
る
ピ
ア

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
開
催
し
て
い

ま
す
。

５
月
開
催
日・場
所

５
月
16
日（
日
）　
午
後
１
時
30
分
〜

３
時
30
分
　
愛
の
夢
未
来
セ
ン
タ
ー

※

無
料

問
　
福
祉
課
　

☎
０
９
５
７（
36
）２
５
０
０

は
ぴ
ね
す
通
信

は
ぴ
ね
す
通
信

男
女
が
互
い
を
認
め
合
い
、

尊
重
し
、
協
力
し
合
う
ま
ち
　
雲
仙
市

Vol.158

消費生活センター　☎0957-38-7830
くらしの情報通信 今月のテーマ

困ったときは消費生活センターへすぐ相談！

出典：消費庁ウェブサイト（https://www.caa.go.jp/policies/policy/consumer_policy/caution/internet/trouble/internet.html）
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仕事を辞めてからブランクのある女性や、子育てと仕事を両立して働きたい女性など
を対象に、個別相談やセミナーを行っています。
また、起業したい女性を対象に、月２回起業相談を行っています。

　これまでの経歴や現在の生活､悩み､強みを整理
し、あなたに合った仕事や働き方を一緒に考える
個別相談などで、働きたい女性をサポートします。
　スマートフォンやパソコン、電話で、個別相談が
できますので、ぜひご利用ください。　

「働きたい！」「起業したい！」を応援！「働きたい！」「起業したい！」を応援！
「ウーマンズジョブほっとステーション」をご利用ください。

インターネット通販のトラブル

問
男女共同参画センター
（地域づくり推進課内）
☎0957-38-3111

　
手
軽
で
便
利
な
は
ず
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
。で
も
、油

断
し
て
い
る
と「
ニ
セ
モ
ノ
が
届
い
た
」、「
商
品
が
届
か
な
い
」

な
ん
て
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
る
危
険
性
も
あ
り
ま
す
！

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
イ
ト
で
音
楽
機
器
を
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
で
購
入
し
ま
し
た
が
、い
つ
ま
で
待
っ
て
も
商
品
も
発

送
さ
れ
ず
、ず
っ
と
連
絡
も
取
れ
ま
せ
ん
。不
審
に
思
っ
た
の

で
お
店
の
電
話
番
号
を
検
索
し
て
み
る
と
、詐
欺
サ
イ
ト
で

あ
る
と
い
う
書
き
込
み
を
発
見
し
ま
し
た
。

　
約
１
か
月
前
に
ス
ニ
ー
カ
ー
を
注
文
し
、代
金
１
万
円
を

個
人
名
義
の
銀
行
口
座
に
振
り
込
ん
だ
と
こ
ろ
、ス
ニ
ー

カ
ー
が
中
国
か
ら
届
い
て
、粗
雑
な
作
り
で
し
た
。ニ
セ
モ
ノ

だ
と
思
っ
て
、販
売
店
に
メ
ー
ル
で
解
約
を
申
し
出
ま
し
た

が
、一向
に
返
信
が
き
ま
せ
ん
。

　
楽
し
い
は
ず
の
ネ
ッ
ト
通
販
も
、ト
ラ
ブ
ル
に
遭
っ
た
ら
大

変
で
す
。ど
ち
ら
の
事
例
も
注
意
点
さ
え
知
っ
て
い
れ
ば
、未

然
に
危
険
を
察
知
で
き
た
は
ず
で
す
！

（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
に
お
け
る
注
意
ポ
イ
ン
ト
）

●
所
在
地
や
連
絡
先
、他
の
利
用
者
の
評
価
な
ど
事
業
者

の
情
報
を
自
分
で
し
っ
か
り
と
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

●一般
に
流
通
し
て
い
る
価
格
よ
り
も
大
幅
に
安
く
販
売
さ

れ
て
い
る
場
合
な
ど
、購
入
す
る
商
品
が
模
倣
品
で
な
い

か
十
分
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

●
配
送
方
法
や
配
送
期
間
な
ど
が
ど
の
程
度
か
か
る
か
を

知
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

●
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
が
利
用
で
き
ず
、支
払
方
法
が
銀
行

振
り
込
み
の
み
し
か
用
意
さ
れ
て
い
な
い
場
合
で
、個
人

名
口
座
の
場
合
は
十
分
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

●
サ
イ
ズ
違
い
な
ど
購
入
後
に
ト
ラ
ブ
ル
に
遭
遇
す
る
こ
と

も
あ
る
た
め
、キ
ャ
ン
セ
ル・返
品
条
件
、利
用
規
約
は
事

前
に
必
ず
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

●
支
払
後
で
も
悩
ま
ず
、速
や
か
に
各

地
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
、警
察
等

に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

長崎県人材活躍支援センター　女性就業支援コーナー
ウーマンズジョブほっとステーション

☎095-842-5424
問合せ

平日 午前10時～午後6時
（西洋館休館日除く）

開館
時間

長崎市川口町13－1 長崎西洋館3F 長崎県ウーマンズジョブ 検 索

事
例
２

事
例
１

お電話
でもOK♪

女性の

﹇
広
告
﹈

﹇
広
告
﹈

● 広報うんぜん
令和  3年5月 24● 広報うんぜん

令和  3年5月25



情報ひろば
■
新
型
コ
ロ
ナ
関
連
の
支
援
制
度

活
用
に
つ
い
て
中
小
企
業
診
断
士

に
相
談
で
き
ま
す

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
伴
い
各
種
給
付
金
や
補

助
金
の
申
請
、金
融
機
関
等
へ
の
融

資
の
申
し
込
み
を
検
討
さ
れ
て
い

る
事
業
者
の
皆
さ
ま
に
、中
小
企
業

診
断
士
が
支
援
制
度
や
優
遇
措
置

の
活
用
方
法
を
ア
ド
バ
イ
ス
す
る

と
と
も
に
、必
要
な
書
類
作
成
を
支

援
し
ま
す
。

　「
活
用
で
き
る
給
付
金
や
補
助

金
、融
資
制
度
は
ど
の
よ
う
な
も
の

が
あ
る
か
分
か
ら
な
い
」「
給
付
金

や
補
助
金
、融
資
等
の
申
し
込
み
を

行
い
た
い
が
、書
類
の
作
成
が
難
し

い
」な
ど
の
お
悩
み
を
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

対
象
　
長
崎
県
内
の
中
小
企
業
者

や
個
人
事
業
主

相
談
料
　
３
回
ま
で
無
料

支
援
方
法
　
申
込
企
業
へ
中
小
企

業
診
断
士
を
派
遣（
リ
モ
ー
ト
で
の

支
援
も
可
能
で
す
）

支
援
期
間
　
９
月
30
日
ま
で

申
込
　
一
般
社
団
法
人
　
長
崎
県

中
小
企
業
診
断
士
協
会

☎
０
９
５（
８
３
２
）７
０
１
１

問
　
長
崎
県
経
営
支
援
課

☎
０
９
５（
８
９
５
）２
６
５
１

■「
海
外
ビ
ジ
ネ
ス
展
開
支
援
施

策
」の
ご
案
内

　
県
経
営
支
援
課
で
は
海
外
、特
に

東
南
ア
ジ
ア
や
中
国
等
へ
の
事
業

展
開
を
目
指
す
県
内
事
業
者
向
け

の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。令
和
３

年
度
は
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し
た

海
外
展
開
の
取
り
組
み
を
重
点
的

に
支
援
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、主

な
事
業
は
次
の
通
り
で
す
。

①
東
南
ア
ジ
ア
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー

ト
デ
ス
ク
の
設
置（
オ
ン
ラ
イ
ン
で

の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
も
支
援

し
ま
す
）

②
県
上
海
事
務
所
に
お
け
る
企
業

支
援

③
実
践
型
海
外
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

育
成
事
業

　
初
心
者
で
も
安
心
し
て
チ
ャ
レ

ン
ジ
で
き
る
よ
う
ご
支
援
し
ま
す

の
で
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
　
長
崎
県
経
営
支
援
課

☎
０
９
５（
８
９
５
）２
６
５
１

■
魅
力
あ
る
諫
早
湾
水
産
業
創
出

支
援
事
業
を
募
集
し
ま
す

　（
公
財
）諫
早
湾
地
域
振
興
基
金

で
は
、諫
早
湾
に
お
け
る
水
産
資
源

の
安
定
確
保
の
た
め
、こ
の
地
域
に

お
け
る
水
産
振
興
に
資
す
る
事
業

を
募
集
し
、選
定
さ
れ
た
事
業
に
助

成
し
ま
す
。

公
募
期
間
　
５
月
６
日（
木
）〜 

７

月
９
日（
金
）

公
募
要
領
　
農
漁
村
整
備
課
、瑞
穂

総
合
支
所
、国
見
総
合
支
所
に
置
い

て
い
ま
す
。

問
　（
公
財
）諫
早
湾
地
域
振
興
基

金☎
０
９
５
７（
26
）６
８
０
８

■
ひ
と
が
行
き
交
う
諫
早
湾
づ
く

り
促
進
事
業
を
募
集
し
ま
す

　（
公
財
）諫
早
湾
地
域
振
興
基
金

で
は
、諫
早
湾
干
拓
事
業
に
よ
り
あ

ら
た
に
創
出
さ
れ
た
場
所
・
空
間
の

さ
ら
な
る
魅
力
づ
く
り
や
に
ぎ
わ

い
づ
く
り
、利
活
用
を
目
的
に
、周

辺
住
民
の
方
々
の
参
画
に
よ
る
、環

境
美
化
活
動
や
美
し
い
景
観
づ
く

り
、イ
ベ
ン
ト
開
催
な
ど
の
事
業
を

募
集
し
、選
定
さ
れ
た
事
業
に
助
成

し
ま
す
。

公
募
期
間
　
５
月
６
日（
木
）〜 

６

月
18
日（
金
）

公
募
要
領
　
農
漁
村
整
備
課
、愛
野

総
合
支
所
、瑞
穂
総
合
支
所
、国
見

総
合
支
所
に
置
い
て
い
ま
す
。

問
　（
公
財
）諫
早
湾
地
域
振
興
基

金☎
０
９
５
７（
26
）６
８
０
８

■
令
和
３
年
度
第
１
回
防
火
管
理

者
資
格
取
得
講
習
会
開
催
の
お
知

ら
せ

開
催
日
時
　
６
月
３
日（
木
）・
４
日

（
金
）午
前
10
時
〜
午
後
４
時

開
催
場
所
　
諫
早
消
防
署

講
習
区
分　

甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習（
６
月
３

日
、４
日
）

乙
種
防
火
管
理
講
習（
６
月
３
日
）

定
員
　
約
60
名

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
状
況
に
よ
り
、中
止
ま
た
は
人

数
制
限
を
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
込
期
間
　
５
月
６
日（
木
）〜
24

日（
月
）

※

土
日
祝
日
も
受
け
付
け
、定
員
に

な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

申
込・問
　
小
浜
消
防
署

☎
０
９
５
７（
74
）３
２
３
１

■「
長
崎
い
の
ち
の
電
話
」よ
り
お

知
ら
せ

■
電
話
相
談
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

募
集
期
限
　
５
月
31
日（
月
）

※

養
成
講
座
の
開
始
は
６
月
か
ら

で
す
。詳
細
は
事
務
局
へ
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。

■
春
の
公
開
講
演
会
の
ご
案
内

日
時
　
５
月
15
日（
土
）午
後
２
時

〜場
所
　
長
崎
県
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー

演
題
　「
生
き
づ
ら
さ
を
抱
え
る
女

性
た
ち-

育
児
不
安
や
産
後
う
つ

を
支
え
る-

」

講
師
　
中
村
ま
り
子
助
産
師（
長
崎

県
助
産
師
会
所
属
）、柿
田
多
佳
子

先
生（
純
心
大
学
）　
他

※

入
場
制
限（
１
０
０
名
程
度
）を

し
ま
す
。Ｗ
Ｅ
Ｂ
聴
講
も
可
能
で

す
。

問
　
長
崎
い
の
ち
の
電
話
事
務
局

☎
０
９
５（
８
４
３
）４
４
１
０

■
ち
ょ
っ
と
勇
気
を
出
し
て「
ぴ
あ

サ
ポ
ー
ト
う
ん
ぜ
ん
」を
の
ぞ
い
て

み
ま
せ
ん
か
！

　「
ぴ
あ
サ
ポ
ー
ト
う
ん
ぜ
ん
」で

は
、発
達
障
害
児（
者
）、ひ
き
こ
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り
、不
登
校
児
な
ど
の
ご
本
人
や
そ

の
家
族
が
互
い
の
悩
み
を
共
有
す

る
な
ど
、情
報
交
換
の
で
き
る
ピ
ア

カ
ウ
ン
セ
リ
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グ
を
開
催
し
て
い

ま
す
。

５
月
開
催
日・場
所

５
月
16
日（
日
）　
午
後
１
時
30
分
〜

３
時
30
分
　
愛
の
夢
未
来
セ
ン
タ
ー

※

無
料

問
　
福
祉
課
　

☎
０
９
５
７（
36
）２
５
０
０

は
ぴ
ね
す
通
信

は
ぴ
ね
す
通
信

男
女
が
互
い
を
認
め
合
い
、

尊
重
し
、
協
力
し
合
う
ま
ち
　
雲
仙
市

Vol.158

消費生活センター　☎0957-38-7830
くらしの情報通信 今月のテーマ

困ったときは消費生活センターへすぐ相談！

出典：消費庁ウェブサイト（https://www.caa.go.jp/policies/policy/consumer_policy/caution/internet/trouble/internet.html）

49

仕事を辞めてからブランクのある女性や、子育てと仕事を両立して働きたい女性など
を対象に、個別相談やセミナーを行っています。
また、起業したい女性を対象に、月２回起業相談を行っています。

　これまでの経歴や現在の生活､悩み､強みを整理
し、あなたに合った仕事や働き方を一緒に考える
個別相談などで、働きたい女性をサポートします。
　スマートフォンやパソコン、電話で、個別相談が
できますので、ぜひご利用ください。　

「働きたい！」「起業したい！」を応援！「働きたい！」「起業したい！」を応援！
「ウーマンズジョブほっとステーション」をご利用ください。

インターネット通販のトラブル

問
男女共同参画センター
（地域づくり推進課内）
☎0957-38-3111
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た
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商
品
が
届
か
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」
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長崎県人材活躍支援センター　女性就業支援コーナー
ウーマンズジョブほっとステーション

☎095-842-5424
問合せ

平日 午前10時～午後6時
（西洋館休館日除く）

開館
時間

長崎市川口町13－1 長崎西洋館3F 長崎県ウーマンズジョブ 検 索

事
例
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● 広報うんぜん
令和  3年5月 24● 広報うんぜん

令和  3年5月25



市長のコラム

　総務省と経済産業省は、令和３年６月１日現
在で、「令和３年経済センサス -活動調査」を
実施します。全国のすべての事業所および企
業が対象になります。
　回答いただいた内容は、「統計法」という法
律の規定により、適正に管理します。秘密の
保護には万全を期しており、統計法により統
計作成目的以外（例えば徴税資料など）に使
用することは絶対にありませんので、安心して
ご回答ください。
　皆さまの調査へのご理解・ご回答をよろし
くお願いします。
※雲仙市内の全ての事業所が調査の対象とな
ります。
※調査票は、令和３年５月末日までに調査員
がお届けします。

　集落営農支援員の堀口です。今日は、私が「集落営農支援」として何をしているのか少し紹介します。集落営農とは、集落の
みなさんが共同で農業を営むことで農地を守り集落を元気付ける活動のことです。常日頃近所で協力し合っている農家さんも
多いと思いますが、「集落営農」はもっと段階を進めて集落で法人等を作ることで、持続可能な農村集落の存続を期待するひ
とつの方法です。しかし、地域には様々な事情があるため、実際に活動するまで道のりが長い
ことが現実です。
　全くのよそから来た私がしていることは、集落営農の団体作りの話し合いに参加して話を
聞いたりその地域の良さを感じたりして、地元の方にその集落の良さを伝えることです。農業
にも地元にも詳しくない自分ができることは限られていますが、少しでも地元で協力して農地
を守りたいと思っている方々の助けになればと思います。協力隊になって3か月ほど経ったこ
ろからは、言葉だけでは集落の魅力を伝えきれないと思い、訪れた集落を紹介するフリー
ペーパーを作って地元の方にお返ししています。雲仙市は山間の集落が多いですが、どこの集
落もそれぞれに違う顔をしていてとても面白いです。
　突然ですが、私がすてきだなと思っている雲仙市の方言を紹介します。「ほんなこて」で
す。意味はおそらく「本当にね、」や「全くそうだね、」という相槌なのだと思いますが、色んな
場面で聞くことができます。しばしば会話の合間にするっと挟まれる一語です。「ほんなこ
て、」が入るだけで、ほどよく肩の力が抜けるように思います。

雲仙市地域おこし協力隊　集落営農支援員（農林課）　堀口治香
問　農林課　☎0957-38-3111
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人のうごき（3月末） 【住民基本台帳月報】

■人　口：42,529 人　（前月比 -166 人）
　　男性：20,137 人　女性：22,392 人
■世帯数：17,490 世帯（前月比 +5 世帯）

●
雲
仙
市
の
人
口

　割
合（
3
月
末
）

▼先月号の子ども支援課宮崎咲智さんの職員のコラム
について思うところを書きます。文章全体から日々の丁
寧な仕事ぶりを感じ取ることができたことに加えて、「経
験が自分の中で少しずつ積み重なっていると感じていま
す。」と書かれていることからも、日々の仕事を通じて市
職員として成長されていることを大変心強く思っていま
す。▼政策として申し上げると、雲仙市独自での第２子保
育料無償化に始まり、国の幼児教育保育料無償化を経
て、雲仙市「新・子育て応援パッケージ」の制定に至りま
した。「新・子育て応援パッケージ」は令和元年度に開始
し、市役所各部課が横断した総合的政策としてスタート
しました。令和３年度においてその事業成果を検証する
ことが大切だと考えています。その際、現場で積み上げ
てきた改善策を忌憚なくぶつけ合っていただきたいと思
います。どうしても経済的支援に偏りがちになっているこ
とを私自身が感じています。子どもたちを取り巻く環境
が少しでも充実したものとなるよう、市役所全体で取り
組んでいきたいと思います。▼「地域の方々から学ばせて
いただいている」という姿勢を忘れずに仕事を続けてく
ださい。期待しています。

雲仙市長　金澤　秀三郎

みなさんこんにちは！「協力隊てなんしょっと？」という声を聞き、協力隊通信として隊員の活動をお知らせしていきたいと思います。

地域おこし協力隊通信地域おこし協力隊通信 vol.5vol.5

問　政策企画課　☎0957-38-3111

第 2条　個性、いいところ「いいね！すごいね！」ほめて伸ばそう いいところ
たくさんほめて、子どもたちの個性、笑顔をもっと輝かせましょう

第 2条　個性、いいところ「いいね！すごいね！」ほめて伸ばそう いいところ
たくさんほめて、子どもたちの個性、笑顔をもっと輝かせましょう

ぽかぽかフォトスナップ撮影に協力いただけるご家庭を募集中！
詳しくは生涯学習課（☎0957-37-3113）まで

家庭、学校、そして地域全体で子どもたちに
「ぽかぽかことば」を届け、

雲仙市に優しさの「輪」を広げましょう！

家庭、学校、そして地域全体で子どもたちに
「ぽかぽかことば」を届け、

雲仙市に優しさの「輪」を広げましょう！

　我が家の子ども達は五人の兄弟姉妹。
　芯が強く真っすぐな長女、大雑把だけどやる時はやる
長男、真面目で几帳面な次男、感情豊かな次女、穏や
かで優しい三女と、それぞれの個性は全然違います。五
人中四人がバスケをしているので応援し合ったり、皆の
良いところを認め合い、相乗効果によって家族がチー
ムみたいになっています。家の中は騒がしいですが、子
ども達からいつも笑顔をもらっています！

撮影協力者：久山由紀子さん（国見町）

「令和３年経済センサス‐活動調査」に
   ご協力をお願いします！

事業所の皆さま
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　　　　　　　　　　　　　　　「広報うんぜん」では、市民の皆さんに親しみある広報紙となるよう、「表紙写真」を募集して
　　　　　　　　　　　　　　います。応募申込書のダウンロードや募集要項は、市のホームページをご覧ください。
募集内容　年１２回発行の「広報うんぜん」の表紙を飾る、雲仙市の特徴（イベント＋市民、自然＋市民、
　　　　　物産＋市民など）を表す写真を募集します。
応募締切　月ごとに締切が異なります。６月号は５月１３日（木）必着です。
　　　　　採用された場合、６月号の表紙に掲載します。
その他　　表紙写真で採用された場合、３,０００円分のQUOカードを贈呈します。

　市内各中学校で４月７日、小学校では８日に入学式がありました。
新１年生は先生に名前を呼ばれると、元気な声で「はい！」。真新しい
黄色い帽子を被って大きなランドセルを背負うと、みんなキリリとし
た表情になったのがマスク越しにも分かりました。見守っていた保護
者も、成長した子どもの姿に目を細めていました。

今月の表紙「新たなスタート。入学おめでとう」

問　政策企画課　☎0957-38-3111

　東京２０２０オリンピック開催に伴う聖火リレーが次のとおり
雲仙市で実施されます。
　聖火リレー実施に伴い、交通規制（全面通行止め）が行われま
すので、皆様のご理解とご協力をよろしくお願いします。
　なお、時間については見込みです。

※交通規制（全面通行止め）については、地図を参照してください。
※愛野運動公園内は新型コロナウイルス感染症対策のため、事前に
　予約をしていないと入場できません。（予約は締め切りました。）
※聖火ランナーとの並走はしないでください。
※聖火リレールート周辺３００mの範囲ではドローンの飛行が規制さ
　れます。

東京２０２０オリンピック
聖火リレーが実施されます！

○日にち　５月７日（金）
○時　間　午後０時３０分頃から１時頃までの予定
　　　　　※午前１１時３０分から交通規制が始まります。
○場　所　愛野小学校グラウンド付近から愛野運動公園内
　　　　　駐車場まで

表紙は千々石第一小学校での様子です。

愛野保健
福祉センター

十八親和銀行

テニス
コート

東京2020オリンピック聖火リレー交通規制
（全面通行止め）

「表紙写真」を大募集 !

コンサートに一緒に出演できる方を募集します♪コンサートに一緒に出演できる方を募集します♪

主催 /雲仙市文化会館自主文化事業振興会　共催 /雲仙市教育委員会 問　生涯学習課　☎0957-37-3113

問　スポーツ振興課　☎0957-37-3113

練習予定

練習会場
練習内容

公演予定
公演場所
そ  の  他

６月５日（土）・１９日（土）　午後４時～
７月１日（木）　午後６時～
８月５日（木）・２０日（金）　午後６時～
８月２１日（土）　午後１時～
愛の夢未来センター（※6月5日のみ千々石町公民館）
指導者：星出 豊（指揮者）
高原 佐喜子（長崎県オペラ協会）
※フェイスシールドの着用やソーシャルディスタンスの確
保など、新型コロナウイルス感染症対策にご協力ください。
８月２２日（日）　午後２時
愛の夢未来センター
都合により練習日や公演日を変更または中止
とする場合があります。

今夏に開催予定の「心の歌コンサート」に出演する市民の方を募集します！
歌が好きな方、歌唱指導を受けてみたい方など、たくさんのご応募をお待ちしております♪
※今回は、児童と女性パートの募集です。

応募資格

募集人数
応募方法

応募締切

応  募  先

小学生、成人女性の方
※経験は必要ありません　※応募・参加無料
※全ての練習と本番に参加可能な方
児童合唱６名程度、女声合唱６名程度
住所,氏名,年齢,電話番号等を記入した応募用
紙を生涯学習課までFAX、E-mailまたは郵送
ください。
５月１５日（土）必着
（定員になり次第締め切ります）
〒854-0492　千々石町戊582
雲仙市教育委員会生涯学習課
電話0957-37-3113／FAX0957-37-3112
E-mail：shogaigakushu@city.unzen.lg.jp




